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    第一章


    
      1ベニヤミンの地ちアナトテの祭司さいしのひとりである、ヒルキヤの子こエレミヤの言葉ことば。 2アモンの子こ、ユダの王おうヨシヤの時とき、すなわちその治世ちせいの十三年ねんに、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ。 3その言葉ことばはまたヨシヤの子こ、ユダの王おうエホヤキムの時ときにも臨のぞんで、ヨシヤの子こ、ユダの王おうゼデキヤの十一年ねんの終おわり、すなわちその年ねんの五月がつにエルサレムの民たみが捕とらえ移うつされた時ときにまで及およんだ。
    


    
      4主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いう、

      
        5「わたしはあなたをまだ母ははの胎たいにつくらないさきに、

        あなたを知しり、

        あなたがまだ生うまれないさきに、

        あなたを聖別せいべつし、

        あなたを立たてて万国ばんこくの預言者よげんしゃとした」。

      
6その時ときわたしは言いった、「ああ、主しゅなる神かみよ、わたしはただ若者わかものにすぎず、どのように語かたってよいか知しりません」。 7しかし主しゅはわたしに言いわれた、

      
        「あなたはただ若者わかものにすぎないと言いってはならない。

        だれにでも、すべてわたしがつかわす人ひとへ行いき、

        あなたに命めいじることをみな語かたらなければならない。

        8彼かれらを恐おそれてはならない、

        わたしがあなたと共ともにいて、

        あなたを救すくうからである」と主しゅは仰おおせられる。

      
9そして主しゅはみ手てを伸のべて、わたしの口くちにつけ、主しゅはわたしに言いわれた、

      
        「見みよ、わたしの言葉ことばをあなたの口くちに入いれた。

        10見みよ、わたしはきょう、

        あなたを万民ばんみんの上うえと、万国ばんこくの上うえに立たて、

        あなたに、あるいは抜ぬき、あるいはこわし、

        あるいは滅ほろぼし、あるいは倒たおし、

        あるいは建たて、あるいは植うえさせる」。

      

    


    
      11主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんで言いう、「エレミヤよ、あなたは何なにを見みるか」。わたしは答こたえた、「あめんどうの枝えだを見みます」。 12主しゅはわたしに言いわれた、「あなたの見みたとおりだ。わたしは自分じぶんの言葉ことばを行おこなおうとして見張みはっているのだ」。
    


    
      13主しゅの言葉ことばがふたたびわたしに臨のぞんで言いう、「あなたは何なにを見みるか」。わたしは答こたえた、「煮にえ立たっているなべを見みます。北きたからこちらに向むかっています」。 14主しゅはわたしに言いわれた、「災わざわいが北きたから起たって、この地ちに住すむすべての者ものの上うえに臨のぞむ」。 15主しゅは言いわれる、「見みよ、わたしは北きたの国々くにぐにのすべての民たみを呼よぶ。彼かれらは来きて、エルサレムの門もんの入口いりぐちと、周囲しゅういのすべての城壁じょうへき、およびユダのすべての町々まちまちに向むかって、おのおのその座ざを設もうける。 16わたしは、彼かれらがわたしを捨すてて、すべての悪事あくじを行おこなったゆえに、わたしのさばきを彼かれらに告つげる。彼かれらは他たの神々かみがみに香こうをたき、自分じぶんの手てで作つくった物ものを拝はいしたのである。 17しかしあなたは腰こしに帯おびして立たち、わたしが命めいじるすべての事ことを彼かれらに告つげよ。彼かれらを恐おそれてはならない。さもないと、わたしは彼かれらの前まえであなたをあわてさせる。 18見みよ、わたしはきょう、この全国ぜんこくと、ユダの王おうと、そのつかさと、その祭司さいしと、その地ちの民たみの前まえに、あなたを堅かたき城しろ、鉄てつの柱はしら、青銅せいどうの城壁じょうへきとする。 19彼かれらはあなたと戦たたかうが、あなたに勝かつことはできない。わたしがあなたと共ともにいて、あなたを救すくうからである」と主しゅは言いわれる。
    

  


  


  
    第二章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いう、 2「行いって、エルサレムに住すむ者ものの耳みみに告つげよ、主しゅはこう言いわれる、

      
        わたしはあなたの若わかい時ときの純情じゅんじょう、

        花嫁はなよめの時ときの愛あい、

        荒野あらのなる、種たねまかぬ地ちで

        わたしに従したがったことを覚おぼえている。

        3イスラエルは主しゅのために聖別せいべつされたもの、

        その刈入かりいれの初穂はつほである。

        すべてこれを食たべる者ものは罪つみせられ、

        災わざわいにあう」と主しゅは言いわれる。

      

    


    
      4ヤコブの家いえとイスラエルの家いえのすべてのやからよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 5主しゅはこう言いわれる、

      
        「あなたがたの先祖せんぞは、

        わたしになんの悪わるい事ことがあるのを見みて、

        わたしから遠とおざかり、

        むなしいものに従したがって、むなしくなったのか。

        6彼かれらは言いわなかった、

        『われわれをエジプトの地ちより導みちびき出だし、

        荒野あらのなる、穴あなの多おおい荒あれた地ち、

        かわいた濃こい暗黒あんこくの地ち、

        人ひとの通とおらない、人ひとの住すまない地ちを

        通とおらせた主しゅはどこにおられるか』と。

        7わたしはあなたがたを導みちびいて豊ゆたかな地ちに入いれ、

        その実みと良よい物ものを食たべさせた。

        しかしあなたがたはここにはいって、

        わたしの地ちを汚けがし、

        わたしの嗣し業ぎょうを憎にくむべきものとした。

        8祭司さいしたちは、

        『主しゅはどこにおられるか』と言いわなかった。

        律法りっぽうを扱あつかう者ものたちはわたしを知しらず、

        つかさたちはわたしにそむき、

        預言者よげんしゃたちはバアルによって預言よげんし、

        益えきなき者ものに従したがって行いった。

      


      
        9それゆえ、わたしはなお、あなたがたと争あらそう、

        またあなたがたの子孫しそんと争あらそう」と主しゅは言いわれる。

        10「あなたがたはクプロの島々しまじまに渡わたってみよ、

        また人ひとをケダルにつかわして、

        このようなことがかつてあったかを

        つまびらかに、しらべてみよ。

        11その神かみを神かみではない者ものに取とり替かえた国くにがあろうか。

        ところが、わたしの民たみはその栄光えいこうを

        益えきなきものと取とり替かえた。

        12天てんよ、この事ことを知しって驚おどろけ、

        おののけ、いたく恐おそれよ」と主しゅは言いわれる。

        13「それは、わたしの民たみが

        二つの悪あしき事ことを行おこなったからである。

        すなわち生いける水みずの源みなもとであるわたしを捨すてて、

        自分じぶんで水みずためを掘ほった。

        それは、こわれた水みずためで、

        水みずを入いれておくことのできないものだ。

      


      
        14イスラエルは奴隷どれいであるか、

        家いえに生うまれたしもべであるか。

        それならなぜ捕とらわれの身みとなったのか。

        15ししは彼かれに向むかってほえ、

        その声こえを高たかくあげて、彼かれの地ちを荒あらした。

        その町々まちまちは滅ほろびて住すむ人ひともない。

        16メンピスとタパネスの人々ひとびともまた、

        あなたのかしらの冠かんむりを砕くだいた。

        17あなたの神かみ、主しゅがあなたを道みちに導みちびかれた時とき、

        あなたは主しゅを捨すてたので、

        この事ことがあなたに及およんだのではないか。

        18あなたがナイルの水みずを飲のもうとして、

        エジプトへ行いくのは何なにのためか。

        またユフラテの水みずを飲のもうとして、

        アッスリヤへ行いくのは何なにのためか。

        19あなたの悪事あくじはあなたを懲こらしめ、

        あなたの背信はいしんはあなたを責せめる。

        あなたが、あなたの神かみ、主しゅを捨すてることの

        悪あしくかつ苦にがいことであるのを見みて知しるがよい。

        わたしを恐おそれることがあなたのうちにないのだ」と

        万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは言いわれる。

      


      
        20「あなたは久ひさしい以前いぜんに自分じぶんのくびきを折おり、

        自分じぶんのなわめを断たち切きって、

        『わたしは仕つかえることをしない』と言いった。

        そして、すべての高たかい丘おかの上うえと、

        すべての青あお木きの下したで、

        遊女ゆうじょのように身みをかがめた。

        21わたしはあなたを、まったく良よい種たねの

        すぐれたぶどうの木きとして植うえたのに、

        どうしてあなたは変かわって、

        悪わるい野のぶどうの木きとなったのか。

        22たといソーダをもって自みずから洗あらい、

        また多おおくの灰汁あくを用もちいても、

        あなたの悪あくの汚けがれは、なおわたしの前まえにある」と

        主しゅなる神かみは言いわれる。

        23「どうしてあなたは、『わたしは汚けがれていない、

        バアルに従したがわなかった』と言いうことができようか。

        谷たにの中なかでのあなたの行おこないを見みるがよい。

        あなたのしたことを知しるがよい。

        あなたは御ぎょしがたい若わかいらくだであって、

        その道みちを行ゆきつもどりつする。

        24あなたは荒野あらのに慣なれた野のの雌めろばである、

        その欲情よくじょうのために風かぜにあえぐ。

        その欲情よくじょうをだれがとどめることができようか。

        すべてこれを尋たずねる者ものは苦く労ろうするにおよばない、

        その月つきであればこれに会あうことができる。

        25あなたの足あしが、はだしにならないように、

        のどが、かわかないようにせよ。

        ところが、あなたは言いった、『それはだめだ、

        わたしは異ことなる国くにの者ものを愛あいして、

        それに従したがって行いこう』と。

      


      
        26盗ぬすびとが捕とらえられて、はずかしめを受うけるように、

        イスラエルの家いえは、はずかしめを受うける。

        彼かれらはその王おうも、そのつかさも、

        その祭司さいしも、その預言者よげんしゃもみなそのとおりである。

        27彼かれらは木きに向むかって、

        『あなたはわたしの父ちちです』と言いい、

        また石いしに向むかって、

        『あなたはわたしを生うんでくださった』と言いう。

        彼かれらは背せをわたしに向むけて、

        その顔かおをわたしに向むけない。

        しかし彼かれらが災わざわいにあう時ときは、

        『立たって、われわれを救すくいたまえ』と言いう。

        28あなたが自分じぶんのために造つくった神々かみがみは

        どこにいるのか。

        あなたが災わざわいにあう時とき、

        もし彼かれらがあなたを救すくえるなら、

        立たってもらうがよい。

        ユダよ、あなたの神々かみがみは、

        あなたの町まちの数かずほど多おおいからである。

        29あなたがたは、なぜわたしと争あらそうのか。

        あなたがたは皆みなわたしにそむいている」と

        主しゅは言いわれる。

        30「わたしがあなたがたの子こどもたちを

        打うったのはむだであった。

        彼かれらは戒いましめを受うけず、

        あなたがたのつるぎは、

        たけりたつししのように、預言者よげんしゃたちを滅ほろぼした。

        31あなたがたこの世代せだいの人ひとよ、

        主しゅの言葉ことばを聞きけ。

        わたしはイスラエルにとって、

        荒野あらのであったであろうか。

        暗黒あんこくの地ちであったであろうか。

        それならなぜ、わたしの民たみは『われわれは自由じゆうだ、

        もはやあなたのところへは行いかない』と言いうのか。

        32おとめはその飾かざり物ものを忘わすれることができようか。

        花嫁はなよめはその帯おびを忘わすれることができようか。

        ところが、わたしの民たみの、

        わたしを忘わすれた日ひは数かぞえがたい。

      


      
        33あなたは恋人こいびとを尋たずねて、

        いかにも巧たくみにその方ほうに足あしを向むける。

        それゆえ悪わるい女おんなさえ、あなたの道みちを学まなんだ。

        34また、あなたの着物きもののすそには

        罪つみのない貧まずしい人ひとの命いのちの血ちがついている。

        あなたは彼かれらが押おし入いるのを見みたのではない。

        しかも、すべてこれらの事ことにもかかわらず、

        35あなたは言いう、『わたしは罪つみがない。彼かれの怒いかりは、

        決けっしてわたしに臨のぞむことがない』と。

        あなたが『わたしは罪つみを犯おかさなかった』と

        言いうことによって、わたしはあなたをさばく。

        36あなたはなぜ軽々かるがるしくさまよって、

        その道みちを変かえようとするのか。

        あなたはアッスリヤに、はずかしめを受うけたように、

        エジプトにもまた、はずかしめを受うける。

        37あなたはまた両手りょうてを頭あたまに置おいて、そこから出でて来くる。

        主しゅがあなたの頼たのみとする者ものどもを捨すてられたので、

        あなたは彼かれらによって栄さかえることがないからだ。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      1もし人ひとがその妻つまを離婚りこんし、

      女おんなが彼かれのもとを去さって、他人たにんの妻つまとなるなら、

      その人ひとはふたたび彼女かのじょに帰かえるであろうか。

      その地ちは大おおいに汚けがれないであろうか。

      あなたは多おおくの恋人こいびとと姦淫かんいんを行おこなった。

      しかもわたしに帰かえろうというのか」と主しゅは言いわれる。

      2「目めをあげてもろもろの裸はだかの山やまを見みよ、

      姦淫かんいんを行おこなわなかった所ところがどこにあるか。

      荒野あらのにいるアラビヤびとがするように、

      あなたは道みちのかたわらに座ざして恋人こいびとを待まった。

      あなたは姦淫かんいんの悪事あくじをもって、この地ちを汚けがした。

      3それゆえ雨あめはとどめられ、春はるの雨あめは降ふらなかった。

      しかもあなたには遊女ゆうじょの額ひたいがあり、

      少すこしも恥はじようとはしない。

      4今いまあなたは、わたしを呼よんで言いったではないか、

      『わが父ちちよ、あなたはわたしの若わかい時ときの友ともです。

      5永久えいきゅうに怒いかられるのですか、

      終おわりまで憤いきどおられるのですか』と。

      見みよ、あなたはこう言いったけれども、

      なしうるかぎりのもろもろの悪あくを行おこなった」。

    


    
      6ヨシヤ王おうの時とき、主しゅはまたわたしに言いわれた、「あなたは、かの背信はいしんのイスラエルがしたことを見みたか。彼女かのじょはすべての高たかい丘おかにのぼり、すべての青あお木きの下したに行いって、そこで姦淫かんいんを行おこなった。 7わたしは、彼女かのじょがこのすべてを行おこなった後のち、わたしの所ところに帰かえるであろうと思おもったが、帰かえってこなかった。その不信ふしんの姉妹しまいユダはこれを見みた。 8わたしが背信はいしんのイスラエルを、そのすべての姦淫かんいんのゆえに、離縁りえん状じょうを与あたえて出だしたのをユダは見みた。しかもその不信ふしんの姉妹しまいユダは恐おそれず、自分じぶんも行いって姦淫かんいんを行おこなった。 9彼女かのじょにとって姦淫かんいんは軽かるいことであったので、石いしと木きとに姦淫かんいんを行いって、この地ちを汚けがした。 10このすべての事ことがあっても、なおその不信ふしんの姉妹しまいユダは真心まごころをもってわたしに帰かえらない、ただ偽いつわっているだけだ」と主しゅは言いわれる。
    


    
      11主しゅはまたわたしに言いわれた、「背信はいしんのイスラエルは不信ふしんのユダよりも自分じぶんの罪つみの少すくないことを示しめした。 12あなたは行いって北きたにむかい、この言葉ことばをのべて言いうがよい、

      
        『主しゅは言いわれる、背信はいしんのイスラエルよ、帰かえれ。

        わたしは怒いかりの顔かおをあなたがたに向むけない、

        わたしはいつくしみ深ふかい者ものである。

        いつまでも怒いかることはしないと、主しゅは言いわれる。

        13ただあなたは自分じぶんの罪つみを認みとめ、

        あなたの神かみ、主しゅにそむいて

        すべての青あお木きの下したで異ことなる神々かみがみに

        あなたの愛あいを惜おしまず与あたえたこと、

        わたしの声こえに聞きき従したがわなかったことを

        言いいあらわせと、主しゅは言いわれる。

        14主しゅは言いわれる、背信はいしんの子こらよ、帰かえれ。

        わたしはあなたがたの夫おっとだからである。

        町まちからひとり、氏族しぞくからふたりを取とって、

        あなたがたをシオンへ連つれて行いこう。

      

    


    
      15わたしは自分じぶんの心こころにかなう牧者ぼくしゃたちをあなたがたに与あたえる。彼かれらは知識ちしきと悟さとりとをもってあなたがたを養やしなう。 16主しゅは言いわれる、あなたがたが地ちに増まして多おおくなるとき、その日ひには、人々ひとびとはかさねて「主しゅの契約けいやくの箱はこ」と言いわず、これを思おもい出ださず、これを覚おぼえず、これを尋たずねず、これを作つくらない。 17そのときエルサレムは主しゅのみ位くらいととなえられ、万国ばんこくの民たみはここに集あつまる。すなわち主しゅの名なのもとにエルサレムに集あつまり、かさねて、かたくなに自分じぶんの悪わるい心こころに従したがうことはしない。 18その日ひには、ユダの家いえはイスラエルの家いえと一緒いっしょになり、北きたの地ちから出でて、わたしがあなたがたの先祖せんぞたちに嗣し業ぎょうとして与あたえた地ちに共ともに来くる。

      
        19どのようにして、

        あなたをわたしの子こどもたちのうちに置おき、

        万国ばんこくのうちで最もっとも美うつくしい嗣し業ぎょうである良よい地ちを

        あなたに与あたえようかと、わたしは思おもっていた。

        わたしはまた、あなたがわたしを「わが父ちち」と呼よび、

        わたしに従したがって離はなれることはないと思おもっていた。

        20イスラエルの家いえよ、

        背信はいしんの妻つまが夫おっとのもとを去さるように、

        たしかに、あなたがたはわたしにそむいた』と

        主しゅは言いわれる」。

      


      
        21裸はだかの山やまの上うえに声こえが聞きこえる、

        イスラエルの民たみが悲かなしみ祈いのるのである。

        彼かれらが曲まがった道みちに歩あゆみ、その神かみ、主しゅを忘わすれたからだ。

        22「背信はいしんの子こどもたちよ、帰かえれ。

        わたしはあなたがたの背信はいしんをいやす」。

      


      
        「見みよ、われわれはあなたのもとに帰かえります。

        あなたはわれわれの神かみ、主しゅであらせられます。

        23まことに、もろもろの丘おかは迷まよいであり、

        山やまの上うえの騒さわぎも同おなじです。

        まことに、イスラエルの救すくいは

        われわれの神かみ、主しゅにあるのです。

      

    


    
      24しかし、われわれの幼少ようしょうの時ときから、恥はずべきことが、われわれの先祖せんぞのほねおって得えたもの、すなわちその羊ひつじ、その牛うし、およびそのむすこ、娘むすめたちをことごとくのみ尽つくしました。 25われわれは恥はじの中なかに伏ふし、はずかしめにおおわれています。それはわれわれと先祖せんぞとが、われわれの幼少ようしょうの時ときから今日こんにちまで、われわれの神かみ、主しゅに罪つみを犯おかし、われわれの神かみ、主しゅの声こえに従したがわなかったからです」。
    

  


  


  
    第四章


    
      
        1主しゅは言いわれる、「イスラエルよ、

        もし、あなたが帰かえるならば、

        わたしのもとに帰かえらなければならない。

        もし、あなたが憎にくむべき者ものを

        わたしの前まえから取とり除のぞいて、ためらうことなく、

        2また真実しんじつと正義せいぎと正直しょうじきとをもって、

        『主しゅは生いきておられる』と誓ちかうならば、

        万国ばんこくの民たみは彼かれによって祝福しゅくふくを受うけ、

        彼かれによって誇ほこる」。

        3主しゅはユダの人々ひとびととエルサレムに住すむ人々ひとびとに

        こう言いわれる、

        「あなたがたの新田しんでんを耕たがやせ、

        いばらの中なかに種たねをまくな。

        4ユダの人々ひとびととエルサレムに住すむ人々ひとびとよ、

        あなたがたは自みずから割礼かつれいを行おこなって、

        主しゅに属ぞくするものとなり、

        自分じぶんの心こころの前まえの皮かわを取とり去され。

        さもないと、あなたがたの悪あしき行おこないのために

        わたしの怒いかりが火ひのように発はっして燃もえ、

        これを消けす者ものはない」。

      


      
        5ユダに告つげ、エルサレムに示しめして言いえ、

        「国中くにぢゅうにラッパを吹ふき、大声おおごえに呼よばわって言いえ、

        『集あつまれ、われわれは堅固けんごな町々まちまちへ行いこう』と。

        6シオンの方ほうを示しめす旗はたを立たてよ。

        避難ひなんせよ、とどまってはならない、

        わたしが北きたから災わざわいと

        大おおいなる破滅はめつをこさせるからだ。

        7ししはその森もりから出でてのぼり、

        国々くにぐにを滅ほろぼす者ものは進すすんできた。

        彼かれはあなたの国くにを荒あらそうとして、

        すでにその所ところから出でてきた。

        あなたの町々まちまちは滅ほろぼされて、

        住すむ者ものもなくなる。

        8このために、あなたがたは荒布あらぬのを身みにまとって、

        悲かなしみ嘆なげけ。

        主しゅの激はげしい怒いかりが、

        まだわれわれを離はなれないからだ」。

      

    


    
      9主しゅは言いわれる、「その日ひ、王おうと君きみたちとはその心こころを失うしない、祭司さいしは驚おどろき、預言者よげんしゃは怪あやしむ」。 10そこでわたしは言いった、「ああ主しゅなる神かみよ、まことにあなたはこの民たみとエルサレムとをまったく欺あざむかれました。『あなたがたは安やすらかになる』と言いわれましたが、つるぎが命いのちにまでも及およびました」。
    


    
      11その時ときこの民たみとエルサレムとはこう告つげられる、「熱あつい風かぜが荒野あらのの裸はだかの山やまからわたしの民たみの娘むすめのほうに吹ふいてくる。これはあおぎ分わけるためではなく、清きよめるためでもない。 12これよりもなお激はげしい風かぜがわたしのために吹ふく。いまわたしは彼かれらにさばきを告つげる」。

      
        13見みよ、彼かれは雲くものように上のぼってくる。

        その戦車せんしゃはつむじ風かぜのよう、

        その馬うまはわしの飛とぶよりも速はやい。

        ああ、われわれはわざわいだ、

        われわれは滅ほろぼされる。

        14エルサレムよ、あなたの心こころの悪あくを洗あらい清きよめよ、

        そうするならば救すくわれる。

        悪あしき思おもいはいつまで

        あなたのうちにとどまるのか。

        15ダンから告つげる声こえがある、

        エフライムの山やまから災わざわいを知しらせている。

        16国々くにぐにの民たみに彼かれの来くることを告つげ、

        またエルサレムに知しらせよ。

        「攻せめかこむ者ものが遠とおくの国くにから来きて、

        ユダの町々まちまちにむかってその声こえをあげる。

        17彼かれらは畑はたけを守まもる者もののようにこれを攻せめかこむ。

        それはわたしにそむいたからだと、主しゅは言いわれる。

        18あなたの道みちとその行おこないとが、

        あなたの身みにこれを招まねいたのだ。

        これはあなたの悪あくの結果けっかで、まことに苦にがく、

        あなたの心こころをつらぬく」。

      


      
        19ああ、わがはらわたよ、わがはらわたよ、

        わたしは苦くるしみにもだえる。

        ああ、わが心臓しんぞうの壁かべよ、

        わたしの心臓しんぞうは、はげしく鼓動こどうする。

        わたしは沈黙ちんもくを守まもることができない、

        ラッパの声こえと、戦たたかいの叫さけびを聞きくからである。

        20破壊はかいに次つぐに破壊はかいがあり、

        全ぜん地ちは荒あらされ、

        わたしの天幕てんまくはにわかに破やぶられ、

        わたしの幕まくはたちまち破やぶられた。

        21いつまでわたしは旗はたを見み、

        またラッパの声こえを聞きかなければならないのか。

        22「わたしの民たみは愚おろかであって、わたしを知しらない。

        彼かれらは愚鈍ぐどんな子こどもらで、悟さとることがない。

        彼かれらは悪あくを行おこなうのにさといけれども、

        善ぜんを行おこなうことを知しらない」。

      


      
        23わたしは地ちを見みたが、

        それは形かたちがなく、またむなしかった。

        天てんをあおいだが、そこには光ひかりがなかった。

        24わたしは山やまを見みたが、みな震ふるえ、

        もろもろの丘おかは動うごいていた。

        25わたしは見みたが、人ひとはひとりもおらず、

        空そらの鳥とりはみな飛とび去さっていた。

        26わたしは見みたが、豊ゆたかな地ちは荒あれ地ちとなり、

        そのすべての町まちは、主しゅの前まえに、

        その激はげしい怒いかりの前まえに、破壊はかいされていた。

        27それは主しゅがこう言いわれたからだ、「全ぜん地ちは荒あれ地ちとなる。しかしわたしはことごとくはこれを滅ほろぼさない。

        28このために地ちは悲かなしみ、上うえなる天てんは暗くらくなる。

        わたしがすでにこれを言いい、これを定さだめたからだ。

        わたしは悔くいない、またそれをする事ことをやめない」。

      


      
        29どの町まちの人ひとも、騎兵きへいと射手いての叫さけびのために

        逃にげて森もりに入はいり、岩いわに上のぼる。

        町まちはみな捨すてられ、そこに住すむ人ひとはない。

        30ああ、荒あらされた女おんなよ、あなたが紅べにの着物きものをき、

        金きんの飾かざりで身みをよそおい、

        目めを塗ぬって大おおきくするのは、なんのためか。

        あなたが美うつくしくしても、むだである。

        あなたの恋人こいびとらはあなたを卑いやしめ、

        あなたの命いのちを求もとめている。

        31わたしは子こを産うむ女おんなのような声こえ、

        ういごを産うむ女おんなの苦くるしむような声こえを聞きいた。

        シオンの娘むすめのあえぐ叫さけびである。

        両手りょうてを伸のべて彼女かのじょは言いう、「わたしはわざわいだ、

        わたしを殺ころす者ものらの前まえにわたしは気きが遠とおくなる」と。

      

    

  


  


  
    第五章


    
      
        1エルサレムのちまたを行いきめぐり、

        見みて、知しるがよい。

        その広場ひろばを尋たずねて、公平こうへいを行おこない、

        真実しんじつを求もとめる者ものが、ひとりでもあるか捜さがしてみよ。

        あれば、わたしはエルサレムをゆるす。

        2彼かれらは、「主しゅは生いきておられる」と言いうけれども、

        実じつは、偽いつわって誓ちかうのだ。

        3主しゅよ、あなたの目めは、

        真実しんじつを顧かえりみられるではありませんか。

        あなたが彼かれらを打うたれても、痛いたみを覚おぼえず、

        彼かれらを滅ほろぼされても、懲こらしめを受うけることを拒こばみ、

        その顔かおを岩いわよりも堅かたくして、

        悔くい改あらためることを拒こばみました。

      


      
        4それで、わたしは言いった、

        「これらはただ貧まずしい愚おろかな人々ひとびとで、

        主しゅの道みちと、神かみのおきてを知しりません。

        5わたしは偉えらい人ひとたちの所ところへ行いって、彼かれらに語かたります。

        彼かれらは主しゅの道みちを知しり、神かみのおきてを知しっています」。

        ところが、彼かれらも皆みなおなじように、くびきを折おり、

        なわめを断たっていた。

      


      
        6それゆえ林はやしから、ししが出でてきて彼かれらを殺ころし、

        荒野あらのから、おおかみが出でてきて彼かれらを滅ほろぼす。

        ひょうは彼かれらの町々まちまちをねらっている。

        そこから出でる者ものはみな裂さかれる。

        彼かれらの罪つみが多おおく、

        その背信はいしんがはなはだしいからである。

      


      
        7「わたしはどうしてあなたを、

        ゆるすことができようか。

        あなたの子こどもらは、わたしを捨すてさり、

        神かみでもないものをさして誓ちかった。

        わたしが彼かれらを満みち足たらせた時とき、

        彼かれらは姦淫かんいんを行おこない、遊女ゆうじょの家いえに群むれ集あつまった。

        8彼かれらは肥こえ太ふとった丈夫じょうぶな雄お馬うまのように、

        おのおの、いなないて隣となりの妻つまを慕したう。

        9わたしはこれらの事ことのために

        彼かれらを罰ばっしないでいられようか。

        このような国民こくみんにあだを返かえさないであろうか」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        10「あなたがたはユダのぶどうの並なみ木きの間あいだを、

        のぼって行いって、滅ほろぼせ、

        ただ、ことごとく滅ほろぼしてはならない。

        その枝えだを切きり除のぞけ、

        主しゅのものではないからである。

        11イスラエルの家いえとユダの家いえとは

        わたしにまったく不信ふしんであった」と主しゅは言いわれる。

        12「彼かれらは主しゅについて偽いつわり語かたって言いった、

        『主しゅは何事なにごともなされない、

        災わざわいはわれわれに来こない、

        またつるぎや、ききんを見みることはない。

        13預言者よげんしゃらは風かぜとなり、彼かれらのうちに言葉ことばはない。

        彼かれらはこのようになる』と」。

      


      
        14それゆえ万軍ばんぐんの神かみ、主しゅはこう言いわれる、

        「彼かれらがこの言葉ことばを語かたったので、

        見みよ、わたしはあなたの口くちにある

        わたしの言葉ことばを火ひとし、この民たみをたきぎとする。

        火ひは彼かれらを焼やき尽つくす」。

        15主しゅは言いわれる、「イスラエルの家いえよ、

        見みよ、わたしは遠とおい国くにの民たみを

        あなたがたのところに攻せめこさせる。

        その国くには長ながく続つづく国くに、古ふるい国くにで、

        あなたがたはその国くにの言葉ことばを知しらず、

        人々ひとびとの語かたるのを悟さとることもできない。

        16その箙えびらは開ひらいた墓はかのようであり、

        彼かれらはみな勇士ゆうしである。

        17彼かれらはあなたが刈かり入いれた物ものと、

        あなたの糧食りょうしょくとを食くい尽つくし、

        あなたのむすこ娘むすめを食くい尽つくし、

        あなたの羊ひつじと牛うしを食くい尽つくし、

        あなたのぶどうの木きといちじくの木きを食くい尽つくし、

        またつるぎをもって、あなたが頼たのみとする

        堅固けんごな町々まちまちを滅ほろぼす」。

      

    


    
      18主しゅは言いわれる、「しかしその時ときでも、わたしはことごとくはあなたを滅ほろぼさない。 19あなたの民たみが、『どうしてわれわれの神かみ、主しゅはこれらのすべての事ことをわれわれになされたのか』と言いうならば、あなたは彼かれらに答こたえなければならない、『あなたがたがわたしを捨すてて、自分じぶんの地ちで異ことなる神々かみがみに仕つかえたように、あなたがたは自分じぶんのものでない地ちで異邦いほうの人ひとに仕つかえるようになる』と」。
    


    
      
        20これをヤコブの家いえにのべ、

        またユダに示しめして言いえ、

        21「愚おろかで、悟さとりもなく、

        目めがあっても見みえず、

        耳みみがあっても聞きこえない民たみよ、これを聞きけ。

        22主しゅは言いわれる、あなたがたはわたしを恐おそれないのか、

        わたしの前まえにおののかないのか。

        わたしは砂すなを置おいて海うみの境さかいとし、

        これを永遠えいえんの限界げんかいとして、

        越こえることができないようにした。

        波なみはさかまいても、勝かつことはできない、

        鳴なりわたっても、これを越こえることはできない。

        23ところが、この民たみには強情ごうじょうな、そむく心こころがあり、

        彼かれらはわき道みちにそれて、去さってしまった。

        24彼かれらは『われわれに雨あめを与あたえ、

        秋あきの雨あめと春はるの雨あめを時ときにしたがって降ふらせ、

        われわれのために刈入かりいれの時ときを定さだめられた

        われわれの神かみ、主しゅを恐おそれよう』と

        その心こころのうちに言いわないのだ。

        25あなたがたのとがは、これらの事ことをしりぞけ、

        あなたがたの罪つみは、

        良よい物ものがあなたがたに来くるのをさまたげた。

        26わが民たみのうちには悪わるい者ものがあって、

        鳥とりをとる人ひとのように身みをかがめてうかがい、

        わなを置おいて人ひとを捕とらえる。

        27かごに鳥とりが満みちているように、

        彼かれらの家いえは不義ふぎの宝たからで満みちている。

        それゆえ、彼かれらは大おおいなる者もの、裕福ゆうふくな者ものとなり、

        28肥こえて、つやがあり、

        その悪あしき行おこないには際限さいげんがない。

        彼かれらは公正こうせいに、みなしごの訴うったえをさばいて、

        それを助たすけようとはせず、

        また貧まずしい人ひとの訴うったえをさばかない。

        29主しゅは言いわれる、わたしはこのような事ことのために、

        彼かれらを罰ばっしないであろうか。

        わたしはこのような民たみに、

        あだを返かえさないであろうか」。

      


      
        30驚おどろくべきこと、恐おそるべきことがこの地ちに起おこっている。

        31預言者よげんしゃは偽いつわって預言よげんし、

        祭司さいしは自分じぶんの手てによって治おさめ、

        わが民たみはこのようにすることを愛あいしている。

        しかしあなたがたは

        その終おわりにはどうするつもりか。

      

    

  


  


  
    第六章


    
      
        1ベニヤミンの人々ひとびとよ、

        エルサレムの中なかから避難ひなんせよ。

        テコアでラッパを吹ふき、

        ベテハケレムに合図あいずの火ひをあげよ。

        北きたから災わざわいが臨のぞみ、大おおいなる滅ほろびが来くるからである。

        2わたしは美うつくしい、たおやかなシオンの娘むすめを滅ほろぼす。

        3牧者ぼくしゃたちは、その群むれをひきいて来きて、

        彼女かのじょを攻せめ、彼女かのじょの周囲しゅういに天幕てんまくを張はる。

        群むれはおのおのその所ところで草くさを食くう。

        4「戦たたかいを始はじめ、彼女かのじょを攻せめよ。

        立たて、われわれは真昼まひるに攻撃こうげきしよう」。

        「わざわいなるかな、日ひははや傾かたむき、

        夕日ゆうひの影かげは長ながくなった」。

        5「立たて、われわれは夜よるの間あいだに攻撃こうげきしよう、

        そして彼女かのじょのもろもろの宮殿きゅうでんを破壊はかいしよう」。

      


      
        6万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

        「あなたがたは彼女かのじょの木きを切きり倒たおし、

        エルサレムにむかって塁るいを築きずけ。

        これは罰ばつすべき町まちである、そのうちにはただ圧制あっせいだけがある。

        7井戸いどに新あたらしい水みずがわくように

        彼女かのじょはその悪あくを常つねにあらたに流ながす。

        そのうちには暴虐ぼうぎゃくと破滅はめつとが聞きこえる。

        わたしの前まえに病やまいと傷きずとが絶たえない。

        8エルサレムよ、戒いましめを受うけいれよ。

        さもないと、わたしはあなたから離はなれ、

        あなたを荒あれ地ちとし、住すむ人ひとのない地ちとする」。

      


      
        9万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

        「ぶどうの残のこりを摘つみとるように、

        イスラエルの残のこりの民たみをのこらず摘つみ取とれ。

        ぶどうを摘つみとる人ひとのように、

        あなたの手てをふたたびその枝えだに伸のばせ」。

        10わたしはだれに語かたり、だれを戒いましめて、聞きかせようか。

        見みよ、彼かれらの耳みみは閉とざされて、聞きくことができない。

        見みよ、彼かれらは主しゅの言葉ことばをあざけり、それを喜よろこばない。

        11それゆえ、わたしの身みには主しゅの怒いかりが満みち、

        それを忍しのぶのに、うみつかれている。

        「それをちまたにいる子供こどもらと、

        集あつまっている若わかい人々ひとびととに漏もらせ。

        夫おっとも妻つまも、老おいた人ひとも、

        年としのひじょうに進すすんだ人ひとも捕とらえられ、

        12彼かれらの家いえと畑はたけと妻つまとは共ともに他人たにんに渡わたる。

        わたしが手てを伸のばして、

        この地ちに住すむ者ものを撃うつからである」と主しゅは言いわれる。

        13「それは彼かれらが、小ちいさい者ものから大おおきい者ものまで、

        みな不正ふせいな利りをむさぼり、

        また預言者よげんしゃから祭司さいしにいたるまで、

        みな偽いつわりを行おこなっているからだ。

        14彼かれらは、手軽てがるにわたしの民たみの傷きずをいやし、

        平安へいあんがないのに『平安へいあん、平安へいあん』と言いっている。

        15彼かれらは憎にくむべきことをして、恥はじたであろうか。

        すこしも恥はずかしいとは思おもわず、

        また恥はじることを知しらなかった。

        それゆえ彼かれらは倒たおれる者ものと共ともに倒たおれる。

        わたしが彼かれらを罰ばっするとき、

        彼かれらは倒たおれる」と主しゅは言いわれる。

      


      
        16主しゅはこう言いわれる、

        「あなたがたはわかれ道みちに立たって、よく見み、

        いにしえの道みちにつき、

        良よい道みちがどれかを尋たずねて、その道みちに歩あゆみ、

        そしてあなたがたの魂たましいのために、安息あんそくを得えよ。

        しかし彼かれらは答こたえて、

        『われわれはその道みちに歩あゆまない』と言いった。

        17わたしはあなたがたの上うえに見張みはりびとを立たて、

        『ラッパの音おとに気きをつけよ』と言いった。

        しかし彼かれらは答こたえて、

        『われわれは気きをつけることはしない』と言いった。

        18それゆえ国々くにぐにの民たみよ、聞きけ。

        会衆かいしゅうよ、彼かれらにどのようなことが起おこるかを知しれ。

        19地ちよ、聞きけ。見みよ、わたしはこの民たみに災わざわいをくだす。

        それは彼かれらのたくらみの実みである。

        彼かれらがわたしの言葉ことばに気きをつけず、

        わたしのおきてを捨すてたからである。

        20シバから、わたしの所ところに乳香にゅうこうが来き、

        遠とおい国くにから、菖蒲しょうぶが来くるのはなんのためか。

        あなたがたの燔祭はんさいはわたしには喜よろこばしくなく、

        あなたがたの犠牲ぎせいもうれしくはない。

        21それゆえ主しゅはこう言いわれる、

        『見みよ、わたしはこの民たみの前まえにつまずく石いしを置おく、

        人々ひとびとは父ちちも子こも共ともにそれにつまずき、

        隣となり人びともその友ともも滅ほろびる』」。

      


      
        22主しゅはこう言いわれる、

        「見みよ、民たみが北きたの国くにから来くる、

        大おおいなる国民こくみんが地ちの果はてから興おこる。

        23彼かれらは弓ゆみとやりをとる。

        彼かれらは残忍ざんにんで、あわれみがなく、

        海うみのような響ひびきを立たてる。

        シオンの娘むすめよ、彼かれらは馬うまに乗のり、

        いくさ人ひとのように身みをよろって、

        あなたを攻せめる」。

        24われわれはそのうわさを聞きいて、

        手ては弱よわり、子こを産うむ女おんなに臨のぞむような

        悩なやみと苦くるしみとに捕とらえられた。

        25畑はたけに出でてはならない、

        また道みちを歩あるいてはならない。

        敵てきはつるぎを持もち、恐おそれが四方しほうにあるからだ。

        26わが民たみの娘むすめよ、荒布あらぬのを身みにまとい、

        灰はいの中なかにまろび、

        ひとり子こを失うしなった時ときのように、悲かなしみ、いたく嘆なげけ。

        滅ほろぼす者ものが、にわかにわれわれを襲おそうからだ。

      


      
        27「わたしはあなたを民たみのうちに立たてて、

        ためす者もの、試こころみる者ものとした。

        あなたが彼かれらの道みちを知しり、

        それをためすことができるようにするためである。

        28彼かれらはみな、強情ごうじょうな反逆者はんぎゃくしゃであって、

        歩あるきまわって人ひとをそしる。

        彼かれらは青銅せいどうや鉄てつであって、みな卑いやしいことを行おこなう。

        29ふいごは激はげしく吹ふき、

        鉛なまりは火ひにとけて尽つき、

        精錬せいれんはいたずらに進すすむ。

        悪あしき者ものがまだ除のぞかれないからである。

        30主しゅが彼かれらを捨すてられたので、

        彼かれらは捨すてられた銀ぎんと呼よばれる」。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      1主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことばはこうである。 2「主しゅの家いえの門もんに立たち、その所ところで、この言葉ことばをのべて言いえ、主しゅを拝おがむために、この門もんをはいるユダのすべての人ひとよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 3万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、あなたがたの道みちとあなたがたの行おこないを改あらためるならば、わたしはあなたがたをこの所ところに住すまわせる。 4あなたがたは、『これは主しゅの神殿しんでんだ、主しゅの神殿しんでんだ、主しゅの神殿しんでんだ』という偽いつわりの言葉ことばを頼たのみとしてはならない。
    


    
      5もしあなたがたが、まことに、その道みちと行おこないを改あらためて、互たがいに公正こうせいを行おこない、 6寄留きりゅうの他国たこく人じんと、みなしごと、やもめをしえたげることなく、罪つみのない人ひとの血ちをこの所ところに流ながすことなく、また、ほかの神々かみがみに従したがって自みずから害がいをまねくことをしないならば、 7わたしはあなたがたを、わたしが昔むかしあなたがたの先祖せんぞに与あたえたこの地ちに永遠えいえんに住すまわせる。
    


    
      8見みよ、あなたがたは偽いつわりの言葉ことばを頼たのみとしているが、それはむだである。 9あなたがたは盗ぬすみ、殺ころし、姦淫かんいんし、偽いつわって誓ちかい、バアルに香こうをたき、あなたがたが以前いぜんには知しらなかった他たの神々かみがみに従したがいながら、 10わたしの名なをもって、となえられるこの家いえに来きてわたしの前まえに立たち、『われわれは救すくわれた』と言いい、しかもすべてこれら憎にくむべきことを行おこなうのは、どうしたことか。 11わたしの名なをもって、となえられるこの家いえが、あなたがたの目めには盗賊とうぞくの巣すと見みえるのか。わたし自身じしん、そう見みたと主しゅは言いわれる。 12わたしが初はじめにわたしの名なを置おいた場所ばしょシロへ行いき、わが民たみイスラエルの悪あくのために、わたしがその場所ばしょに対たいして行おこなったことを見みよ。 13主しゅは言いわれる、今いまあなたがたはこれらのすべてのことを行おこなっている。またわたしはあなたがたに、しきりに語かたったけれども、あなたがたは聞きかず、あなたがたを呼よんだけれども答こたえなかった。 14それゆえわたしはシロに対たいして行おこなったように、わたしの名なをもって、となえられるこの家いえにも行おこなう。すなわちあなたがたが頼たのみとする所ところ、わたしがあなたがたと、あなたがたの先祖せんぞに与あたえたこの所ところに行おこなう。 15そしてわたしは、あなたがたのすべての兄弟きょうだい、すなわちエフライムのすべての子孫しそんを捨すてたように、わたしの前まえからあなたがたをも捨すてる。
    


    
      16あなたはこの民たみのために祈いのってはならない。彼かれらのために嘆なげき、祈いのってはならない。またわたしに、とりなしをしてはならない。わたしはあなたの求もとめを聞きかない。 17あなたは彼かれらがユダの町々まちまちと、エルサレムのちまたでしていることを見みないのか。 18子こどもらは、たきぎを集あつめ、父ちちたちは火ひをたき、女おんなは粉こなをこね、パンを造つくってこれを天后てんこうに供そなえる。また彼かれらは他たの神々かみがみの前まえに酒さけを注そそいで、わたしを怒いからせる。 19主しゅは言いわれる、彼かれらが怒いからせるのはわたしなのか。自分じぶんたち自身じしんではないのか。そして自みずからうろたえている。 20それゆえ主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしの怒いかりと憤いきどおりを、この所ところと、人ひとと獣けものと、畑はたけの木きと、地ちの産物さんぶつとに注そそぐ。怒いかりは燃もえて消きえることがない」。
    


    
      21万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、「あなたがたの犠牲ぎせいに燔祭はんさいの物ものを合あわせて肉にくを食たべるがよい。 22それはあなたがたの先祖せんぞをエジプトの地ちから導みちびき出だした日ひに、わたしは燔祭はんさいと犠牲ぎせいとについて彼かれらに語かたったこともなく、また命めいじたこともないからである。 23ただわたしはこの戒いましめを彼かれらに与あたえて言いった、『わたしの声こえに聞ききしたがいなさい。そうすれば、わたしはあなたがたの神かみとなり、あなたがたはわたしの民たみとなる。わたしがあなたがたに命めいじるすべての道みちを歩あゆんで幸さいわいを得えなさい』と。 24しかし彼かれらは聞きき従したがわず、耳みみを傾かたむけず、自分じぶんの悪わるい心こころの計はかりごとと強情ごうじょうにしたがって歩あゆみ、悪わるくなるばかりで、よくはならなかった。 25あなたがたの先祖せんぞがエジプトの地ちを出でた日ひから今日こんにちまで、わたしはわたしのしもべである預言者よげんしゃたちを日々ひび彼かれらにつかわした。 26しかし彼かれらはわたしに聞きかず、耳みみを傾かたむけないで強情ごうじょうになり、先祖せんぞたちにもまさって悪あくを行おこなった。
    


    
      27たといあなたが彼かれらにこのすべての言葉ことばを語かたっても彼かれらは聞きかない。また彼かれらを呼よんでもあなたに答こたえない。 28それゆえ、あなたはこう彼かれらに言いわなければならない、『これはその神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがわず、その戒いましめを受うけいれなかった国民こくみんである。真実しんじつはうせ、彼かれらの口くちから絶たえた。

      
        29あなたの髪かみの毛けを切きって捨すてよ、

        裸はだかの山やまの上うえに嘆なげきの声こえをあげよ。

        主しゅが、お怒いかりになっている世よの人ひとを

        退しりぞけ捨すてられたからだ』。

      

    


    
      30主しゅは言いわれる、ユダの民たみはわたしの前まえに悪あくを行おこない、わたしの名なをもってとなえられる家いえに、憎にくむべき者ものを置おいてそこを汚けがした。 31またベンヒンノムの谷たににあるトペテの高たかき所ところを築きずいて、むすこ娘むすめを火ひに焼やいた。わたしはそれを命めいじたことはなく、またそのようなことを考かんがえたこともなかった。 32主しゅは言いわれる、それゆえに見みよ、その所ところをトペテ、またはベンヒンノムの谷たにと呼よばないで、ほふりの谷たにと呼よぶ日ひが来くる。それはほかに場所ばしょがないので、トペテに葬ほうむるからである。 33この民たみの死体したいは空そらの鳥とりと地ちの獣けものの食物しょくもつとなり、これを追おい払はらう者ものもない。 34そのときわたしはユダの町々まちまちとエルサレムのちまたに、喜よろこびの声こえ、楽たのしみの声こえ、花婿はなむこの声こえ、花嫁はなよめの声こえを絶たやす。この地ちは荒あれ果はてるからである。
    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅは言いわれる、その時ときユダの王おうたちの骨ほねと、そのつかさたちの骨ほねと、祭司さいしたちの骨ほねと、預言者よげんしゃたちの骨ほねと、エルサレムに住すむ人々ひとびとの骨ほねは墓はかより掘ほり出だされて、 2彼かれらの愛あいし、仕つかえ、従したがい、求もとめ、また拝おがんだ、日ひと月つきと天てんの衆しゅう群ぐんの前まえにさらされる。その骨ほねは集あつめる者ものも葬ほうむる者ものもなく、地ちのおもてに糞土ふんどのようになる。 3この悪あしき民たみのうちの残のこっている残のこりの者ものはみな、わたしが追おいやった場所ばしょで、生いきることよりも死しぬことを願ねがうようになると、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。

      
        4あなたは彼かれらに言いわなければならない。

        主しゅはこう仰おおせられる、

        人ひとは倒たおれたならば、また起おきあがらないであろうか。

        離はなれていったならば、帰かえってこないであろうか。

        5それにどうしてこの民たみは、

        常つねにそむいて離はなれていくのか。

        彼かれらは偽いつわりを固かたくとらえて、

        帰かえってくることを拒こばんでいる。

        6わたしは気きをつけて聞きいたが、

        彼かれらは正ただしくは語かたらなかった。

        その悪あくを悔くいて、

        『わたしのした事ことは何なにか』という者ものはひとりもない。

        彼かれらはみな戦場せんじょうに、はせ入いる馬うまのように、

        自分じぶんのすきな道みちに向むかう。

        7空そらのこうのとりでもその時ときを知しり、

        山やまばとと、つばめと、つるはその来くる時ときを守まもる。

        しかしわが民たみは主しゅのおきてを知しらない。

      


      
        8どうしてあなたがたは、『われわれには知恵ちえがある、

        主しゅのおきてがある』と言いうことができようか。

        見みよ、まことに書記しょきの偽いつわりの筆ふでが

        これを偽いつわりにしたのだ。

        9知恵ちえある者ものは、はずかしめられ、

        あわてふためき、捕とらえられる。

        見みよ、彼かれらは主しゅの言葉ことばを捨すてた、

        彼かれらになんの知恵ちえがあろうか。

        10それゆえ、わたしは彼かれらの妻つまを他人たにんに与あたえ、

        その畑はたけを征服せいふく者しゃに与あたえる。

        それは彼かれらが小ちいさい者ものから大おおきい者ものにいたるまで、

        みな不正ふせいな利りをむさぼり、

        預言者よげんしゃから祭司さいしにいたるまで、

        みな偽いつわりを行いっているからである。

        11彼かれらは手軽てがるに、わたしの民たみの傷きずをいやし、

        平安へいあんがないのに、『平安へいあん、平安へいあん』と言いっている。

        12彼かれらは憎にくむべきことをして、恥はじたであろうか。

        すこしも恥はずかしいとは思おもわず、

        また恥はじることを知しらなかった。

        それゆえ彼かれらは倒たおれる者ものと共ともに倒たおれる。

        わたしが彼かれらを罰ばっするとき、

        彼かれらは倒たおれると、主しゅは言いわれる。

        13主しゅは言いわれる、わたしが集あつめようと思おもうとき、

        ぶどうの木きにぶどうはなく、

        いちじくの木きに、いちじくはなく、

        葉はさえ、しぼんでいる。

        わたしが彼かれらに与あたえたものも、

        彼かれらを離はなれて、うせ去さった」。

      


      
        14どうしてわれわれはなす事こともなく座ざしているのか。

        集あつまって、堅固けんごな町まちにはいり、

        そこでわれわれは滅ほろびよう。

        われわれが主しゅに罪つみを犯おかしたので、

        われわれの神かみ、主しゅがわれわれを滅ほろぼそうとして、

        毒どくの水みずを飲のませられるのだ。

        15われわれは平安へいあんを望のぞんだが、良よい事ことはこなかった。

        いやされる時ときを望のぞんだが、かえって恐怖きょうふが来きた。

      


      
        16「彼かれらの馬うまのいななきはダンから聞きこえてくる。

        彼かれらの強つよい馬うまの声こえによって全ぜん地ちは震ふるう。

        彼かれらは来きて、この地ちと、ここにあるすべてのもの、

        町まちと、そのうちに住すむ者ものとを食くい滅ほろぼす。

        17見みよ、魔法まほうをもってならすことのできない、

        へびや、まむしをあなたがたのうちにつかわす。

        それはあなたがたをかむ」と主しゅは言いわれる。

      


      
        18わが嘆なげきはいやしがたく、

        わが心こころはうちに悩なやむ。

        19聞きけ、地ちの全面ぜんめんから、

        わが民たみの娘むすめの声こえがあがるのを。

        「主しゅはシオンにおられないのか、

        シオンの王おうはそのうちにおられないのか」。

        「なぜ彼かれらはその彫像ちょうぞうと、

        異邦いほうの偶像ぐうぞうとをもって、わたしを怒いからせたのか」。

        20「刈入かりいれの時ときは過すぎ、夏なつもはや終おわった、

        しかしわれわれはまだ救すくわれない」。

        21わが民たみの娘むすめの傷きずによって、わが心こころは痛いたむ。

        わたしは嘆なげき、うろたえる。

      


      
        22ギレアデに乳香にゅうこうがあるではないか。

        その所ところに医者いしゃがいるではないか。

        それにどうしてわが民たみの娘むすめは

        いやされることがないのか。

      

    

  


  


  
    第九章


    
      
        1ああ、わたしの頭あたまが水みずとなり、

        わたしの目めが涙なみだの泉いずみとなればよいのに。

        そうすれば、わたしは民たみの娘むすめの殺ころされた者もののために

        昼ひるも夜よるも嘆なげくことができる。

        2ああ、わたしが荒野あらのに、

        隊商たいしょうの宿やどを得えることができればよいのに。

        そうすれば、わたしは民たみを離はなれて

        去さって行いくことができる。

        彼かれらはみな姦淫かんいんする者もの、

        不信ふしんのともがらだからである。

        3彼かれらは弓ゆみをひくように、その舌したを曲まげる。

        真実しんじつではなく、偽いつわりがこの地ちに強つよくなった。

        彼かれらは悪あくより悪あくに進すすみ、

        またわたしを知しらないと、主しゅは言いわれる。

      


      
        4あなたがたはおのおの隣となり人びとに気きをつけよ。

        どの兄弟きょうだいをも信しんじてはならない。

        兄弟きょうだいはみな、押おしのける者ものであり、

        隣となり人びとはみな、ののしって歩あるく者ものだからである。

        5人ひとはみな、その隣となり人びとを欺あざむき、

        真実しんじつを言いう者ものはない。

        彼かれらは自分じぶんの舌したに偽いつわりを言いうことを教おしえ、

        悪あくを行おこない、疲つかれて悔くい改あらためるいとまもなく、

        6しえたげに、しえたげを積つみ重かさね、

        偽いつわりに偽いつわりを積つみ重かさね、

        わたしを知しることを拒こばんでいると、主しゅは言いわれる。

      


      
        7それゆえ万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

        「見みよ、わたしは彼かれらを溶とかし、試こころみる。

        このほか、わが民たみをどうすることができよう。

        8彼かれらの舌したは殺ころす矢やのようだ、

        それは偽いつわりを言いう。

        その口くちではおのおの隣となり人びとにおだやかに語かたるが、

        その心こころでは彼かれを待まち伏ぶせる計はかりごとを立たてる。

        9主しゅは言いわれる、これらのことのために、

        わたしが彼かれらを罰ばっしないだろうか。

        わたしがこのような民たみにあだを返かえさないだろうか。

      


      
        10山やまのために泣なき叫さけび、野のの牧場まきばのために悲かなしめ。

        これらは荒あれすたれて、通とおり過すぎる人ひともない。

        ここには牛うし、羊ひつじの鳴なく声こえも聞きこえず、

        空そらの鳥とりも獣けものも皆みな逃にげ去さった。

        11わたしはエルサレムを荒塚あれづかとし、山犬やまいぬの巣すとする。

        またユダの町々まちまちを荒あらして、住すむ人ひともない所ところとする」。

      

    


    
      12知恵ちえがあって、これを悟さとることのできる人ひとはだれか。主しゅの口くちの言葉ことばをうけて、それを示しめす人ひとはだれか。この地ちが滅ほろぼされて荒野あらののようになり、通とおり過すぎる人ひともなくなったのはどういうわけか。 13主しゅは言いわれる、「それは彼かれらの前まえにわたしが立たてたおきてを彼かれらが捨すてて、わたしの声こえに聞きき従したがわず、そのとおりに歩あるかなかったからである。 14彼かれらは強情ごうじょうに自分じぶんの心こころに従したがい、また先祖せんぞの教おしえたようにバアルに従したがった。 15それゆえ万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはこの民たみに、にがよもぎを食たべさせ、毒どくの水みずを飲のませ、 16彼かれらも、その先祖せんぞたちも知しらなかった国くにびとのうちに彼かれらを散ちらし、また彼かれらを滅ほろぼし尽つくすまで、そのうしろに、つるぎをつかわす」。
    


    
      
        17万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

        「よく考かんがえて、泣なき女おんなを呼よべ。

        また人ひとをつかわして巧たくみな女おんなを招まねけ。

        18彼かれらに急いそいでこさせ、

        われわれのために泣なき悲かなしませて、

        われわれの目めに涙なみだをこぼさせ、

        まぶたから水みずをあふれさせよ。

        19シオンから悲かなしみの声こえが聞きこえる。

        それは言いう、『ああ、われわれは滅ほろぼされ、

        いたく、はずかしめられている。

        われわれはその地ちを去さり、

        彼かれらがわれわれのすみかをこわしたからだ』」。

      


      
        20女おんなたちよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。

        あなたがたの耳みみに、その口くちの言葉ことばをいれよ。

        あなたがたの娘むすめに悲かなしみの歌うたを教おしえ、

        おのおのその隣となり人びとに哀悼あいとうの歌うたを教おしえよ。

        21死しがわれわれの窓まどに上のぼって来き、

        われわれの邸宅ていたくの中なかにはいり、

        ちまたにいる子こどもらを絶たやし、

        広場ひろばにいる若わかい人ひとたちを殺ころそうとしているからだ。

        22あなたはこう言いいなさい、

        「主しゅは言いわれる、『人ひとの死体したいが糞土ふんどのように、

        野のに倒たおれているようになり、

        また刈入かりいれする人ひとのうしろに残のこって、

        だれも集あつめることをしない束たばのようになる』」。

      

    


    
      23主しゅはこう言いわれる、「知恵ちえある人ひとはその知恵ちえを誇ほこってはならない。力ちからある人ひとはその力ちからを誇ほこってはならない。富とめる者ものはその富とみを誇ほこってはならない。 24誇ほこる者ものはこれを誇ほこりとせよ。すなわち、さとくあって、わたしを知しっていること、わたしが主しゅであって、地ちに、いつくしみと公平こうへいと正義せいぎを行いっている者ものであることを知しることがそれである。わたしはこれらの事ことを喜よろこぶと、主しゅは言いわれる」。
    


    
      25主しゅは言いわれる、「見みよ、このような日ひが来くる。その日ひには、割礼かつれいをうけても、心こころに割礼かつれいをうけていないすべての人ひとをわたしは罰ばっする。 26エジプト、ユダ、エドム、アンモンの人々ひとびと、モアブ、および野のにいて、髪かみの毛けのすみずみをそる人々ひとびとはそれである。これらの国くにびとはみな割礼かつれいをうけていない者ものであり、イスラエルの全家ぜんかもみな心こころに割礼かつれいをうけていない者ものである」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1イスラエルの家いえよ、主しゅのあなたがたに語かたられる言葉ことばを聞きけ。 2主しゅはこう言いわれる、

      
        「異邦いほうの人ひとの道みちに習ならってはならない。

        また異邦いほうの人ひとが天てんに現あらわれるしるしを恐おそれても、

        あなたがたはそれを恐おそれてはならない。

        3異邦いほうの民たみのならわしはむなしいからだ。

        彼かれらの崇拝すうはいするものは、林はやしから切きりだした木きで、

        木工もっこうの手てで、おのをもって造つくったものだ。

        4人々ひとびとは銀ぎんや金きんをもって、それを飾かざり、

        くぎと鎚つちをもって動うごかないようにそれをとめる。

        5その偶像ぐうぞうは、きゅうり畑はたけのかかしのようで、

        ものを言いうことができない。

        歩あるくこともできないから、

        人ひとに運はこんでもらわなければならない。

        それを恐おそれるに及およばない。

        それは災わざわいをくだすことができず、

        また幸さいわいをくだす力ちからもないからだ」。

      


      
        6主しゅよ、あなたに並ならびうる者ものはありません。

        あなたは大おおいなる者ものであり、あなたの名なも

        その力ちからのために大おおいなるものであります。

        7万国ばんこくの王おうであるあなたを、

        恐おそれない者ものがありましょうか。

        あなたを恐おそれるのは当然とうぜんのことであります。

        万国ばんこくのすべての知恵ちえある者もののうちにも、

        その国々くにぐにのうちにも、

        あなたに並ならびうる者ものはありません。

        8彼かれらは皆みな、愚おろかで鈍にぶく、

        偶像ぐうぞうの教おしえは、ただ木きにすぎない。

        9銀ぎんぱくはタルシシから渡来とらいし、

        金きんはウパズから携たずさえてくる。

        これらは工人こうじんと金きん細工人ざいくにんの工作こうさくである。

        彼かれらの着物きものはすみれ色いろと紫色むらさきいろである。

        これらはみな巧たくみな細工人さいくにんの作つくった物ものである。

        10しかし主しゅはまことの神かみである。

        生いきた神かみであり、永遠えいえんの王おうである。

        その怒いかりによって地ちは震ふるいうごき、

        万国ばんこくはその憤いきどおりに当あたることができない。

      

    


    
      11あなたがたは彼かれらに、こう言いわなければならない、「天地てんちを造つくらなかった神々かみがみは地ちの上うえ、天てんの下したから滅ほろび去さる」と。

      
        12主しゅはその力ちからをもって地ちを造つくり、

        その知恵ちえをもって世界せかいを建たて、

        その悟さとりをもって天てんをのべられた。

        13彼かれが声こえを出だされると、

        天てんに多おおくの水みずのざわめきがあり、

        また地ちの果はてから霧きりを立たちあがらせられる。

        彼かれは雨あめのために、いなびかりをおこし、

        その倉くらから風かぜを取とり出だされる。

        14すべての人ひとは愚おろかで知恵ちえがなく、

        すべての金きん細工人ざいくにんは

        その造つくった偶像ぐうぞうのために恥はじをこうむる。

        その偶像ぐうぞうは偽いつわり物もので、

        そのうちに息いきがないからだ。

        15これらは、むなしいもので、迷まよいのわざである。

        罰ばっせられる時ときに滅ほろびるものである。

        16ヤコブの分ぶんである彼かれはこのようなものではない。

        彼かれは万物ばんぶつの造つくり主ぬしだからである。

        イスラエルは彼かれの嗣し業ぎょうとしての部族ぶぞくである。

        彼かれの名なを万軍ばんぐんの主しゅという。

      


      
        17囲かこみの中なかにおる者ものよ、

        あなたの包つつみを地ちから取とり上あげよ。

        18主しゅがこう言いわれるからだ、

        「見みよ、わたしはこのたび、

        この地ちに住すむ者ものを投なげ捨すてる。

        かつ彼かれらをせめなやまして、思おもい知しらせる」。

      


      
        19わたしはいたでをうけた、ああ、わざわいなるかな、

        わたしの傷きずは重おもい。

        しかしわたしは言いった、

        「まことに、これは悩なやみである。

        わたしはこれを忍しのばなければならない」と。

        20わたしの天幕てんまくは破やぶれ、綱つなはことごとく切きれ、

        子こどもたちはわたしを捨すてて行いって、いなくなった。

        もはやわたしの天幕てんまくを張はる者ものはなく、

        幕まくを掛かける者ものもない。

        21牧者ぼくしゃは愚おろかであって、

        主しゅに問とうことをしないからである。

        それゆえ彼かれらは栄さかえることもなく、

        その群むれはみな散ちり去さっている。

      


      
        22聞きけよ、うわさのあるのを。

        見みよ、北きたの国くにから大おおいなる騒さわぎが来くる。

        これはユダの町々まちまちを荒あらして山犬やまいぬの巣すとする。

      


      
        23主しゅよ、わたしは知しっています、

        人ひとの道みちは自身じしんによるのではなく、

        歩あゆむ人ひとが、その歩あゆみを

        自分じぶんで決きめることのできないことを。

        24主しゅよ、わたしを懲こらしてください。

        正ただしい道みちにしたがって、怒いからずに懲こらしてください。

        さもないと、わたしは無むに帰きしてしまうでしょう。

      


      
        25あなたを知しらない国民くにたみと、

        あなたの名なをとなえない人々ひとびとに

        あなたの怒いかりを注そそいでください。

        彼かれらはヤコブを食くい尽つくし

        これを食くい尽つくして滅ほろぼし、

        そのすみかを荒あらしたからです。

      

    

  


  


  
    第十一章


    
      1主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことばは言いう、 2「この契約けいやくの言葉ことばを聞きき、ユダの人々ひとびととエルサレムに住すむ者ものに告つげよ。 3彼かれらに言いえ、イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、この契約けいやくの言葉ことばに従したがわない人ひとは、のろわれる。 4この契約けいやくは、わたしがあなたがたの先祖せんぞをエジプトの地ち、鉄てつのかまどの中なかから導みちびき出だした時ときに、彼かれらに命めいじたところのものである。すなわち、その時ときわたしは彼かれらに言いった、わたしの声こえを聞きき、あなたがたに命めいじるすべてのことを行おこなうならば、あなたがたはわたしの民たみとなり、わたしはあなたがたの神かみとなる。 5そして、わたしがあなたがたの先祖せんぞに、乳ちちと蜜みつとの流ながれる地ちを与あたえると誓ちかったことを、なし遂とげると。すなわち今日こんにちのとおりである」。その時ときわたしは、「主しゅよ、仰おおせのとおりです」と答こたえた。
    


    
      6主しゅはわたしに言いわれた、「このすべての言葉ことばを、ユダの町々まちまちと、エルサレムのちまたに告つげ示しめし、この契約けいやくの言葉ことばを聞きき、これを行おこなえ、と言いいなさい。 7わたしは、あなたがたの先祖せんぞをエジプトの地ちから導みちびき出だした時ときから今日こんにちにいたるまで、おごそかに彼かれらを戒いましめ、絶たえず戒いましめて、わたしの声こえに聞きき従したがうようにと言いった。 8しかし彼かれらは従したがわず、その耳みみを傾かたむけず、おのおの自分じぶんの悪わるい強情ごうじょうな心こころに従したがって歩あゆんだ。それゆえ、わたしはこの契約けいやくの言葉ことばをもって彼かれらを責せめた。これはわたしが彼かれらに行おこなえと命めいじたが、行おこなわなかったものである」。
    


    
      9主しゅはまたわたしに言いわれた、「ユダの人々ひとびととエルサレムに住すむ者もののうちに反逆はんぎゃくの事ことがある。 10彼かれらは、わたしの言葉ことばを聞きくことを拒こばんだその先祖せんぞたちの罪つみに立たち返かえり、またほかの神々かみがみに従したがってそれに仕つかえた。イスラエルの家いえとユダの家いえとは、わたしがその先祖せんぞたちと結むすんだ契約けいやくを破やぶった。 11それゆえ主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしは災わざわいを彼かれらの上うえに下くだす。彼かれらはそれを免まぬかれることはできない。彼かれらがわたしを呼よんでも、わたしは聞きかない。 12ユダの町々まちまちとエルサレムに住すむ者ものは、行いって、自分じぶんたちがそれに香こうをたいている神々かみがみに呼よび求もとめるが、これらは、彼かれらの災わざわいの時ときにも決けっして彼かれらを救すくうことはできない。 13ユダよ、あなたの神々かみがみは、あなたの町まちの数かずほど多おおくなった。またあなたがたはエルサレムのちまたの数かずほどの祭壇さいだんを恥はずべき者もののために立たてた。すなわちバアルに香こうをたくための祭壇さいだんである。
    


    
      14それゆえ、この民たみのために祈いのってはならない。また彼かれらのために泣なき、あるいは祈いのり求もとめてはならない。彼かれらがその災わざわいの時ときに、わたしに呼よばわっても、わたしは彼かれらに聞きくことをしないからだ。 15わが愛あいする者ものは、わたしの家いえで何なにをするのか。すでにこれは悪事あくじを行おこなった。誓願せいがんと犠牲ぎせいの肉にくとがあなたに災わざわいを免まぬかれさせることができるであろうか。それであなたは喜よろこぶことができるであろうか。 16主しゅはあなたを、かつては『良よい実みのなる美うつくしい青々あおあおとしたオリブの木き』と呼よばれたが、激はげしい暴風ぼうふうのとどろきと共ともに、主しゅはそれに火ひをかけ、その枝えだを焼やき払はらわれるのである。 17あなたを植うえた万軍ばんぐんの主しゅは、あなたに向むかって災わざわいを言いい渡わたされた。これはイスラエルの家いえとユダの家いえとが悪あくを行おこない、バアルに香こうをたいて、わたしを怒いからせたからである」。
    


    
      18主しゅが知しらせてくださったので、

      わたしはそれを知しった。

      その時とき、あなたは彼かれらの悪あしきわざを

      わたしに示しめされた。

      19しかしわたしは、

      ほふられに行いく、おとなしい小羊こひつじのようで、

      彼かれらがわたしを害がいしようと、

      計はかりごとをめぐらしているのを知しらなかった。

      彼かれらは言いう、「さあ、木きとその実みを共ともに滅ほろぼそう。

      生いける者ものの地ちから彼かれを絶たって、

      その名なを人ひとに忘わすれさせよう」。

      20正ただしいさばきをし、

      人ひとの心こころと思おもいを探さぐられる万軍ばんぐんの主しゅよ、

      わたしは自分じぶんの訴うったえをあなたにお任まかせしました。

      あなたが彼かれらにあだをかえされるのを見みさせてください。

    


    
      21それゆえ主しゅはアナトテの人々ひとびとについてこう言いわれる、彼かれらはあなたの命いのちを取とろうと求もとめて言いう、「主しゅの名なによって預言よげんしてはならない。それをするならば、あなたはわれわれの手てにかかって死しぬであろう」。 22それで万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、「見みよ、わたしは彼かれらを罰ばっする。若わかい人ひとはつるぎで死しに、彼かれらのむすこ娘むすめは、ききんで死しに、 23だれも残のこる者ものはない。わたしがアナトテの人々ひとびとに災わざわいを下くだし、彼かれらを罰ばっする年としをこさせるからである」。
    

  


  


  
    第十二章


    
      
        1主しゅよ、わたしがあなたと論ろんじ争あらそう時とき、

        あなたは常つねに正ただしい。

        しかしなお、わたしはあなたの前まえに、

        さばきのことを論ろんじてみたい。

        悪人あくにんの道みちがさかえ、

        不信実ふしんじつな者ものがみな繁栄はんえいするのはなにゆえですか。

        2あなたが彼かれらを植うえられたので、

        彼かれらは根ねづき、育そだって、実みを結むすびます。

        彼かれらは口くちではあなたに近ちかづきますが、

        心こころはあなたから遠とおざかっています。

        3主しゅよ、あなたはわたしを知しり、わたしを見み、

        わたしの心こころがあなたに対たいして

        いかにあるかを試こころみられます。

        ほふるために羊ひつじを引ひき出だすように、彼かれらを引ひき出だし、

        殺ころす日ひにそなえて、彼かれらを残のこしておいてください。

        4いつまで、この地ちは嘆なげき、

        どの畑はたけの野菜やさいも枯かれていてよいでしょうか。

        この地ちに住すむ者ものの悪あくによって、

        獣けものと鳥とりは滅ほろびうせます。

        人々ひとびとは言いいました、

        「彼かれはわれわれの終おわりを見みることはない」と。

      


      
        5「もしあなたが、徒歩とほの人ひとと競争きょうそうして疲つかれるなら、

        どうして騎馬きばの人ひとと競きそうことができようか。

        もし安全あんぜんな地ちで、あなたが倒たおれるなら、

        ヨルダンの密林みつりんでは、どうするつもりか。

        6あなたの兄弟きょうだいたち、あなたの父ちちの家いえのものさえ、

        あなたを欺あざむき、大声おおごえをあげて、あなたを追おっている。

        彼かれらが親したしげにあなたに語かたることがあっても、

        彼かれらを信しんじてはならない」。

      


      
        7「わたしはわが家いえを離はなれ、わが嗣し業ぎょうを捨すて、

        わが魂たましいの愛あいする者ものを敵てきの手てに渡わたした。

        8わたしの嗣し業ぎょうは、わたしにとって

        林はやしの中なかのししのようになった。

        これはわたしに向むかってその声こえをあげる。

        それゆえわたしはこれを憎にくむ。

        9わたしの嗣し業ぎょうは、わたしにとって、

        斑点はんてんのある猛禽もうきんのようではないか。

        他たの猛禽もうきんがこれを囲かこんでいるではないか。

        行いって、野のの獣けものをみな集あつめ、

        連つれてきてこれを食たべさせよ。

        10多おおくの牧者ぼくしゃたちはわたしのぶどう畑はたけを滅ほろぼし、

        わたしの地ちを踏ふみ荒あらした。

        わたしの麗うるわしい地ちを荒あれた野のにした。

        11彼かれらはこれを荒あれ地ちとしてしまった。

        その荒あれ地ちがわたしに向むかって嘆なげくのだ。

        全ぜん地ちは荒あれ地ちにされた。

        しかし、ひとりもこれを心こころに留とめる者ものはない。

        12滅ほろぼす者ものどもが荒野あらののすべての、はげ山やまの上うえにきた。

        主しゅのつるぎが、地ちの、この果はてから、かの果はてまでを滅ほろぼすのだ。

        命いのちあるものは安やすらかであることができない。

        13彼かれらは麦むぎをまいて、いばらを刈かり取とる。

        苦労くろうしてもなんの利益りえきもない。

        彼かれらはその収穫しゅうかくを恥はじるようになる。

        主しゅの激はげしい怒いかりによってである」。

      

    


    
      14わたしがわが民たみイスラエルにつがせた嗣し業ぎょうに手てを触ふれるすべての悪わるい隣となり人びとについて、主しゅはこう言いわれる、「見みよ、わたしは彼かれらをその地ちから抜ぬき出だし、ユダの家いえを彼かれらのうちから抜ぬき出だす。 15わたしは、彼かれらを抜ぬき出だしたのちに、また彼かれらをあわれんで、それぞれその嗣し業ぎょうに導みちびき返かえし、おのおのを、その地ちに帰かえらせる。 16もし彼かれらがわたしの民たみの道みちを学まなび、わたしの名なによって、『主しゅは生いきておられる』と言いって誓ちかうことが、かつて彼かれらがわたしの民たみに教おしえてバアルをさして誓ちかわせたようになるならば、彼かれらはわたしの民たみのうちに建たてられる。 17しかし耳みみをかさない民たみがあるときは、わたしはその民たみを抜ぬき出だして滅ほろぼすと、主しゅは言いわれる」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1主しゅはわたしにこう言いわれた、「行いって、亜麻あま布ぬのの帯おびを買かい、腰こしに結むすべ。水みずにつけてはならない」。 2そこで、わたしは主しゅの言葉ことばに従したがい、帯おびを買かって腰こしに結むすんだ。 3主しゅの言葉ことばは、再ふたたびわたしに臨のぞんで言いった、 4「あなたが買かって腰こしに結むすんでいる帯おびを手てに取とり、立たってユフラテの川かわへ行いき、その所ところの岩いわの裂さけ目めにこれを隠かくせ」。 5わたしは主しゅが命めいじられたように、行いって、これをユフラテの川かわのほとりに隠かくした。 6多おおくの日ひを経へてのち、主しゅはわたしに言いわれた、「立たって、ユフラテの川かわへ行いき、あなたに命めいじて、そこに隠かくさせた帯おびをその所ところから取とってきなさい」。 7そこでわたしはユフラテの川かわへ行いき、地ちを掘ほって、隠かくした所ところから帯おびを取とり出だしたが、その帯おびはそこなわれて、役やくに立たたなくなっていた。
    


    
      8その時とき、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 9「主しゅはこう仰おおせられる、これと同おなじように、わたしはユダの高たかぶりとエルサレムの大おおいなる高たかぶりを、破やぶるのである。 10この悪あしき民たみはわたしの言葉ことばを聞きくことを拒こばみ、自分じぶんの心こころを強情ごうじょうにして歩あゆみ、また他たの神々かみがみに従したがってこれに仕つかえ、これを拝おがんでいる。彼かれらはこの帯おびのように、なんの役やくにも立たたなくなる」。 11主しゅは言いわれる、「帯おびが人ひとの腰こしに着つくように、イスラエルのすべての家いえとユダのすべての家いえとをわたしに着つかせ、これをわたしの民たみとし、名なとし、誉ほまれとし、栄さかえとしようとした。しかし彼かれらは聞きき従したがおうともしなかった」。
    


    
      12「あなたはこの言葉ことばを彼かれらに語かたらなければならない、『イスラエルの神かみはこう言いわれる、酒さけつぼには、みな酒さけが満みちる』と。彼かれらはあなたに言いうであろう、『酒さけつぼに、みな酒さけが満みちることをわれわれが知しらないことがあろうか』と。 13その時とき、あなたは彼かれらに言いわなければならない、『主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしはこの地ちに住すむすべての者ものと、ダビデの位くらいに座ざす王おうたちと、祭司さいしと預言者よげんしゃおよびエルサレムに住すむすべての者ものに酔よいを満みたし、 14彼かれらを互たがいに打うち当あてて砕くだく。父ちちと子こをもそのようにすると、主しゅは言いわれる。わたしは彼かれらをあわれまず、惜おしまず、かわいそうとも思おもわずに滅ほろぼす』と」。

      
        15耳みみを傾かたむけて聞きけ、高たかぶってはならない、

        主しゅがお語かたりになるからである。

        16主しゅがまだやみを起おこされないうちに、

        またあなたがたの足あしが

        薄暗うすくらがりの山やまにつまずかないうちに、

        あなたがたの神かみ、主しゅに栄光えいこうを帰きせよ。

        さもないと、あなたがたが光ひかりを望のぞんでいる間あいだに、

        主しゅはそれを暗黒あんこくに変かえ、

        それを暗くらやみとされるからである。

        17もしあなたがたが聞きかないならば、

        わたしの魂たましいはひそかな所ところで、

        あなたがたの高たかぶりのために悲かなしむ。

        また主しゅの群むれが、かすめられたために、

        わたしの目めはいたく泣ないて、涙なみだを流ながすのである。

      


      
        18王おうと太后たいこうとに告つげよ、

        「あなたがたは低ひくい座ざにすわりなさい。

        麗うるわしい冠かんむりはすでに

        あなたがたの頭あたまから落おちてしまったからです」。

        19ネゲブの町々まちまちは閉とざされて、これを開ひらく人ひとがない。

        ユダはみな捕とらえ移うつされる、

        ことごとく捕とらえ移うつされる。

      


      
        20「目めをあげて、北きたの方ほうからくる者ものを見みよ、

        あなたに賜たまわった群むれ、

        あなたの麗うるわしい群むれはどこにいるのか。

        21彼かれらがあなたの親したしみ慣なれた人ひとたちを、

        あなたの上うえに立たててかしらとするとき、

        あなたは何なにを言いおうとするのか。

        あなたの苦くるしみは、

        子こを産うむ女おんなの苦くるしみのようでないであろうか。

        22あなたが心こころのうちに、

        『どうしてこのようなことが

        わたしに起たったのか』というならば、

        あなたの罪つみが重おもいゆえに、

        あなたの着物きもののすそはあげられ、

        はずかしめを受うけるのだ。

        23エチオピヤびとは

        その皮膚ひふを変かえることができようか。

        ひょうはその斑点はんてんを変かえることができようか。

        もしそれができるならば、悪あくに慣なれたあなたがたも、

        善ぜんを行おこなうことができる。

        24わたしはあなたがたを散ちらし、

        野のの風かぜに吹ふき散ちらされるもみがらのようにする。

        25主しゅは言いわれる、これがあなたに授さづけられた定さだめ、

        わたしが量はかってあなたに与あたえる分ぶんである。

        あなたがわたしを忘わすれて、

        偽いつわりを頼たのみとしたからだ。

        26わたしはまたあなたの着物きもののすそを顔かおまであげて、

        あなたの恥はじをあらわす。

        27わたしはあなたの憎にくむべき行おこない、

        あなたの姦淫かんいんと、いななき、

        野のの丘おかの上うえで行おこなったあなたのみだらな行おこないを見みた。

        エルサレムよ、あなたはわざわいだ、

        あなたの清きよめられるのはいつのことであろうか」。

      

    

  


  


  
    第十四章


    
      1ひでりの事ことについてエレミヤに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。

      
        2「ユダは悲かなしみ、

        その町々まちまちの門もんは傾かたむき、

        民たみは地ちに座ざして嘆なげき、

        エルサレムの叫さけびはあがる。

        3その君きみたちは、しもべをつかわして水みずをくませる。

        彼かれらが井戸いどの所ところにきても、水みずは見みつからず、

        むなしい器うつわをもって帰かえり、

        恥はじ、かつ当惑とうわくして、その頭あたまをおおう。

        4地ちに雨あめが降ふらず、土つちが、かわいて割われたため、

        農夫のうふは恥はじて、その頭あたまをおおう。

        5野のにいる雌めじかでさえも子こを産うんで、これを捨すてる。

        草くさがないからである。

        6野のろばは、はげ山やまの上うえに立たって、

        山犬やまいぬのようにあえぎ、

        草くさのないために、その目めはくらむ。

      


      
        7主しゅよ、われわれの罪つみがわれわれを訴うったえて

        不利ふりな証言しょうげんをしても、

        あなたの名なのために、事ことをなしてください。

        われわれの背信はいしんの数かずは多おおく、

        あなたに向むかって罪つみを犯おかしました。

        8イスラエルの望のぞみなる主しゅよ、

        悩なやみの時ときの救主すくいぬしよ、

        なぜ、あなたはこの地ちに住すむ異邦いほうの人ひとのようにし、

        また一夜いちやの宿やどりのために立たち寄よる旅たびびとのように

        なさらねばならないのですか。

        9なぜ、あなたは、うろたえている人ひとのようにし、

        また人ひとを救すくいえない勇士ゆうしのように

        なさらねばならないのですか。

        主しゅよ、あなたはわれわれのうちにいらせられます。

        われわれは、み名なによって呼よばれている者ものです。

        われわれを見捨みすてないでください」。

      

    


    
      10この民たみについて主しゅはこう言いわれる、

      
        「彼かれらはこのように好このんで、さまよい、

        その足あしをとどめることをしなかったので、

        主しゅは彼かれらを喜よろこばず、

        いまそのとがを覚おぼえ、その罪つみを罰ばっするのだ」。

      

    


    
      11主しゅはわたしに言いわれた、「この民たみのために恵めぐみを祈いのってはならない。 12彼かれらが断食だんじきしても、わたしは彼かれらの呼よぶのを聞きかない。燔祭はんさいと素祭そさいをささげても、わたしはそれを受うけない。かえって、つるぎと、ききん、および疫病えきびょうをもって、彼かれらを滅ほろぼしてしまう」。
    


    
      13わたしは言いった、「ああ、主しゅなる神かみよ、預言者よげんしゃたちはこの民たみに向むかい、『あなたがたは、つるぎを見みることはない。ききんもこない。わたしはこの所ところに確たしかな平安へいあんをあなたがたに与あたえる』と言いっています」。 14主しゅはわたしに言いわれた、「預言者よげんしゃらはわたしの名なによって偽いつわりの預言よげんをしている。わたしは彼かれらをつかわさなかった。また彼かれらに命めいじたこともなく、話はなしたこともない。彼かれらは偽いつわりの黙示もくしと、役やくに立たたない占うらない、および自分じぶんの心こころでつくりあげた欺あざむきをあなたがたに預言よげんしているのだ。 15それゆえ、わたしがつかわさないのに、わたしの名なによって預言よげんして、『つるぎとききんは、この地ちにこない』と言いっているあの預言者よげんしゃについて、主しゅはこう仰おおせられる、この預言者よげんしゃらは、つるぎとききんに滅ほろぼされる。 16また彼かれらの預言よげんを聞きく民たみは、ききんとつるぎとによって、エルサレムのちまたに投なげ捨すてられる。だれもこれを葬ほうむる者ものはない。彼かれらとその妻つま、およびそのむすこ娘むすめも同様どうようである。わたしが彼かれらの悪あくをその上うえに注そそぐからである。
    


    
      17この言葉ことばを彼かれらに語かたれ、

      
        『わたしの目めは夜よるも昼ひるも絶たえず涙なみだを流ながす。

        わが民たみの娘むすめであるおとめが大おおきな傷きずと

        重おもい打撃だげきによって滅ほろぼされるからである。

        18わたしが出でて畑はたけに行いくと、

        つるぎで殺ころされた者ものがある。

        町まちにはいると、ききんで病やんでいる者ものがある。

        預言者よげんしゃも祭司さいしも共ともにその地ちにさまよって、

        知しるところがない』」。

      

    


    
      19あなたはまったくユダを捨すてられたのですか。

      あなたの心こころはシオンをきらわれるのですか。

      あなたはわれわれを撃うったのに、どうしていやしてはくださらないのですか。

      われわれは平安へいあんを望のぞんだが、良よい事ことはこなかった。

      いやされる時ときを望のぞんだが、かえって恐怖きょうふが来きた。

      20主しゅよ、われわれは自分じぶんの悪あくと、

      先祖せんぞのとがとを認みとめています。

      われわれはあなたに罪つみを犯おかしました。

      21み名なのために、われわれを捨すてないでください。

      あなたの栄さかえあるみ位くらいを

      はずかしめないでください。

      あなたがわれわれにお立たてになった契約けいやくを覚おぼえて、

      それを破やぶらないでください。

      22異邦いほうの偽いつわりの神々かみがみのうちに、

      雨あめを降ふらせうる者ものがあるであろうか。

      天てんが自分じぶんで夕立ゆうだちを降ふらすことができようか。

      われわれの神かみ、主しゅよ、

      あなたこそ、これをなさる方かたではありませんか。

      われわれの待まち望のぞむのはあなたです。

      あなたがこれらすべてのことをなさるからです。

    

  


  


  
    第十五章


    
      1主しゅはわたしに言いわれた、「たといモーセとサムエルとがわたしの前まえに立たっても、わたしの心こころはこの民たみを顧かえりみない。彼かれらをわたしの前まえから追おい出だし、ここを去さらせよ。 2もし彼かれらが、『われわれはどこに行いけばよいのか』とあなたに尋たずねるならば、彼かれらに言いいなさい、

      
        『主しゅはこう仰おおせられる、

        疫病えきびょうに定さだめられた者ものは疫病えきびょうに、

        つるぎに定さだめられた者ものはつるぎに、

        ききんに定さだめられた者ものはききんに、

        とりこに定さだめられた者ものはとりこに行いく』。

      

    


    
      3主しゅは仰おおせられる、わたしは四つの物ものをもって彼かれらを罰ばっする。すなわち、つるぎをもって殺ころし、犬いぬをもってかませ、空そらの鳥とりと地ちの獣けものをもって食くい滅ほろぼさせる。 4またユダの王おうヒゼキヤの子こマナセが、エルサレムでした行おこないのゆえに、わたしは彼かれらを地ちのすべての国くにが見みて恐おそれおののくものとする。
    


    
      5エルサレムよ、だれがあなたをあわれむであろうか。

      だれがあなたのために嘆なげくであろうか。

      だれがふり返かえって、あなたの安否あんぴを問とうであろうか。

      6主しゅは言いわれる、あなたはわたしを捨すてた。

      そしてますます退しりぞいて行いく。

      それゆえ、わたしは手てを伸のべてあなたを滅ほろぼした。

      わたしはあわれむことには飽あきた。

      7わたしはこの地ちの門もんで、

      箕みので彼かれらをあおぎ分わけた。

      彼かれらがその道みちを離はなれなかったので、

      わたしは彼かれらの子こを奪うばい、

      わが民たみを滅ほろぼした。

      8わたしは彼かれらの寡婦かふの数かずを

      浜はまべの砂すなよりも多おおくした。

      わたしは真昼まひるに、滅ほろぼす者ものを連つれてきて、

      若者わかものらの母ははたちをせめ、

      驚おどろきと恐おそれを、にわかに母ははたちにおこした。

      9七人にんの子こを産うんだ女おんなは、弱よわり衰おとろえて、息いき絶たえ、

      まだ昼ひるであったが、彼女かのじょの日ひは没ぼっした。

      彼女かのじょは恥はじ、うろたえた。

      その残のこりの者ものは、これを敵てきのつるぎに渡わたすと

      主しゅは言いわれる」。

    


    
      10ああ、わたしはわざわいだ。わが母ははよ、あなたは、なぜ、わたしを産うんだのか。全国ぜんこくの人ひとはわたしと争あらそい、わたしを攻せめる。わたしは人ひとに貸かしたこともなく、人ひとに借かりたこともないのに、皆みなわたしをのろう。 11主しゅよ、もしわたしが彼かれらの幸福こうふくをあなたに祈いのり求もとめず、また敵てきのため、その悩なやみのときと、災わざわいのときに、わたしがあなたにとりなしをしなかったのであれば、彼かれらののろいも、やむをえないでしょう。 12人ひとは鉄てつを、北きたからくる鉄てつや青銅せいどうを砕くだくことができましょうか。
    


    
      13「わたしはあなたの富とみと宝たからを、ぶんどり物ものとして他ほかに与あたえる。代価だいかを受うけることはできない。それはあなたのすべての罪つみによるので、領域りょういき内ないのいたる所ところにこのことが起おこる。 14わたしはあなたの知しらない地ちで、あなたの敵てきに仕つかえさせる。わたしの怒いかりによって火ひは点てんじられ、いつまでも燃もえ続つづけるからである」。
    


    
      15主しゅよ、あなたは知しっておられます。

      わたしを覚おぼえ、わたしを顧かえりみてください。

      わたしを迫害はくがいする者ものに、あだを返かえし、

      あなたの寛容かんようによって、

      わたしを取とり去さらないでください。

      わたしがあなたのために、

      はずかしめを受うけるのを知しってください。

      16わたしはみ言葉ことばを与あたえられて、それを食たべました。

      み言葉ことばは、わたしに喜よろこびとなり、

      心こころの楽たのしみとなりました。

      万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、わたしは、あなたの名なをもって

      となえられている者ものです。

      17わたしは笑わらいさざめく人ひとのつどいに

      すわることなく、また喜よろこぶことをせず、

      ただひとりですわっていました。

      あなたの手てがわたしの上うえにあり、

      あなたが憤いきどおりをもって

      わたしを満みたされたからです。

      18どうしてわたしの痛いたみは止とまらず、

      傷きずは重おもくて、なおらないのですか。

      あなたはわたしにとって、水みずがなくて人ひとを欺あざむく

      谷川たにがわのようになられるのですか。

    


    
      19それゆえ主しゅはこう仰おおせられる、

      
        「もしあなたが帰かえってくるならば、

        もとのようにして、わたしの前まえに立たたせよう。

        もしあなたが、つまらないことを言いうのをやめて、

        貴重きちょうなことを言いうならば、

        わたしの口くちのようになる。

        彼かれらはあなたの所ところに帰かえってくる。

        しかしあなたが彼かれらの所ところに帰かえるのではない。

        20わたしはあなたをこの民たみの前まえに、

        堅固けんごな青銅せいどうの城壁じょうへきにする。

        彼かれらがあなたを攻せめても、

        あなたに勝かつことはできない。

        わたしがあなたと共ともにいて、あなたを助たすけ、

        あなたを救すくうからであると、主しゅは言いわれる。

        21わたしはあなたを悪人あくにんの手てから救すくい、

        無慈悲むじひな人ひとの手てからあがなう」。

      

    

  


  


  
    第十六章


    
      1主しゅの言葉ことばはまたわたしに臨のぞんだ、 2「あなたはこの所ところで妻つまをめとってはならない。またむすこ娘むすめを持もってはならない。 3この所ところで生うまれるむすこ娘むすめと、この地ちでこれを産うむ母ははたちと、これを生うむ父ちちたちとについて主しゅはこう言いわれる、 4彼かれらは死しの病やまいにかかって死しに、哀悼あいとうする者ものもなく、埋葬まいそうする者ものもなく、地ちのおもてに、糞土ふんどのようになる。またつるぎと、ききんに滅ほろぼされて、その死体したいは空そらの鳥とりと地ちの獣けものの食くい物ものとなる。
    


    
      5主しゅはこう言いわれる、喪ものある家いえに、はいってはならない。また行いって、それを悲かなしみ嘆なげいてはならない。わたしがこの民たみからわたしの平安へいあんと、いつくしみと、あわれみとを取とり去さったからであると、主しゅは言いわれる。 6大おおいなる者ものも小ちいさき者ものも、この地ちに死しぬ。彼かれらは葬ほうむられず、また彼かれらのために悲かなしむ者ものもなく、自分じぶんの身みを傷きずつける者ものもなく、髪かみをそる者ものもない。 7悲かなしむ者もののためにパンをさいて、死者ししゃのためにこれを慰なぐさめる者ものはなく、また父ちちあるいは母ははのために慰なぐさめの杯さかずきをこれに与あたえて飲のませる者ものもない。 8またあなたは宴会えんかいをする家いえにはいって、人々ひとびとと共ともにすわって食くい飲のみしてはならない。 9万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、見みよ、あなたの目めの前まえで、あなたのなおこの世よにいる間あいだに、わたしは喜よろこびの声こえと楽たのしみの声こえ、花婿はなむこの声こえと花嫁はなよめの声こえとをこの所ところに絶たやしてしまう。
    


    
      10あなたがこのすべての言葉ことばをこの民たみに告つげるとき、彼かれらがあなたに尋たずねて、『主しゅがわれわれにこの大おおきな災わざわいを宣告せんこくされるのはどうしてですか。われわれにどんな悪わるい所ところがあるのですか。われわれの神かみ、主しゅにそむいて、われわれが犯おかした罪つみとはなんですか』と言いうならば、 11あなたは彼かれらに答こたえなければならない、『主しゅは仰おおせられる、それはあなたがたの先祖せんぞがわたしを捨すてて他たの神々かみがみに従したがい、これに仕つかえ、これを拝はいし、またわたしを捨すて、わたしの律法りっぽうを守まもらなかったからである。 12あなたがたは、あなたがたの先祖せんぞよりも、いっそう悪わるいことをした。見みよ、あなたがたはおのおの自分じぶんの悪わるい強情ごうじょうな心こころに従したがい、わたしに聞きき従したがうことはしない。 13それゆえ、わたしはあなたがたをこの地ちより追おい出だし、あなたがたも、あなたがたの先祖せんぞも知しらない地ちに行いかせる。その所ところであなたがたは昼夜ちゅうや、ほかの神々かみがみに仕つかえるようになる。これはわたしがあなたがたにあわれみを示しめさないからである』と。
    


    
      14主しゅは言いわれる、それゆえ、見みよ、こののち『イスラエルの民たみをエジプトの地ちから導みちびき出だした主しゅは生いきておられる』とは言いわないで、 15『イスラエルの民たみを北きたの国くにと、そのすべて追おいやられた国々くにぐにから導みちびき出だした主しゅは生いきておられる』という日ひがくる。わたしが彼かれらを、その先祖せんぞに与あたえた彼かれらの地ちに導みちびきかえすからである。
    


    
      16主しゅは言いわれる、見みよ、わたしは多おおくの漁夫ぎょふを呼よんできて、彼かれらをすなどらせ、また、そののち多おおくの猟師りょうしを呼よんできて、もろもろの山やま、もろもろの丘おか、および岩いわの裂さけ目めから彼かれらをかり出ださせる。 17わたしの目めは彼かれらのすべての道みちを見みているからである。みなわたしに隠かくれてはいない。またその悪あくはわたしの目めに隠かくれることはない。 18わたしはその悪あくとその罪つみの報むくいを二倍ばいにする。彼かれらがその忌いむべき偶像ぐうぞうの死体したいをもって、わたしの地ちを汚けがし、その憎にくむべきものをもって、わたしの嗣し業ぎょうを満みたしたからである」。

      
        19主しゅ、わが力ちから、わが城しろ、

        悩なやみの時ときの、のがれ場ばよ、

        万国ばんこくの民たみは地ちの果はてから

        あなたのもとにきて申もうします、

        「われわれの先祖せんぞが受うけ嗣ついだのは、

        ただ偽いつわりと、役やくに立たたないつまらない事ことばかりです。

        20人ひとが自分じぶんで神々かみがみを造つくることができましょうか。

        そういうものは神かみではありません」。

      

    


    
      21「それゆえ、見みよ、わたしは彼かれらに知しらせよう。すなわち、この際さいわたしの力ちからと、わたしの勢いきおいとを知しらせよう。彼かれらはわたしの名なが、主しゅであることを知しるようになる」。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1「ユダの罪つみは、鉄てつの筆ふで、金剛石こんごうせきのとがりをもってしるされ、彼かれらの心こころの碑いしぶみと、祭壇さいだんの角つのに彫ほりつけられている。 2彼かれらの子供こどもたちは青あお木きの下したと、高たかい丘おかの上うえ、野のの山やまの上うえにある祭壇さいだんとアシラのことを覚おぼえている。 3わたしはあなたの富とみとすべての宝たからとを、あなたの全ぜん領域りょういきの内うちで犯おかした罪つみの代価だいかとして、ぶんどり物ものとならせる。 4わたしがあなたに与あたえた嗣し業ぎょうからあなたは手てをはなすようになる。またわたしは、あなたの知しらない地ちで、あなたの敵てきに仕つかえさせる。わたしの怒いかりによって、火ひは点てんじられ、いつまでも燃もえ続つづけるからである」。
    


    
      5主しゅはこう言いわれる、

      
        「おおよそ人ひとを頼たのみとし肉にくなる者ものを自分じぶんの腕うでとし、

        その心こころが主しゅを離はなれている人ひとは、のろわれる。

        6彼かれは荒野あらのに育そだつ小ちいさい木きのように、

        何なにも良よいことの来くるのを見みない。

        荒野あらのの、干上ひあがった所ところに住すみ、

        人ひとの住すまない塩しお地ちにいる。

        7おおよそ主しゅにたより、

        主しゅを頼たのみとする人ひとはさいわいである。

        8彼かれは水みずのほとりに植うえた木きのようで、

        その根ねを川かわにのばし、

        暑あつさにあっても恐おそれることはない。

        その葉はは常つねに青あおく、

        ひでりの年ねんにも憂うれえることなく、

        絶たえず実みを結むすぶ」。

      


      
        9心こころはよろずの物ものよりも偽いつわるもので、

        はなはだしく悪あくに染そまっている。

        だれがこれを、よく知しることができようか。

        10「主しゅであるわたしは心こころを探さぐり、思おもいを試こころみる。

        おのおのに、その道みちにしたがい、

        その行おこないの実みによって報むくいをするためである」。

      


      
        11しゃこが自分じぶんが産うんだのではない卵たまごを抱だくように、

        不正ふせいな財産ざいさんを得える者ものがある。

        その人ひとは一生いっしょうの半なかばにそれから離はなれて、

        その終おわりには愚おろかな者ものとなる。

      


      
        12初はじめから高たかくあげられた栄さかえあるみ座ざは、

        われわれの聖所せいじょのある所ところである。

        13またイスラエルの望のぞみである主しゅよ、

        あなたを捨すてる者ものはみな恥はじをかき、

        あなたを離はなれる者ものは土つちに名なをしるされます。

        それは生いける水みずの源みなもとである主しゅを捨すてたからです。

      


      
        14主しゅよ、わたしをいやしてください、

        そうすれば、わたしはいえます。

        わたしをお救すくいください、

        そうすれば、わたしは救すくわれます。

        あなたはわたしのほめたたえる者ものだからです。

        15彼かれらはわたしに言いいます、

        「主しゅの言葉ことばはどこにあるのか。

        今いま、それを出だして見みせよ」と。

        16悪あくをつかわされるようにとは、

        わたしはたって求もとめませんでした。

        また災わざわいの日ひを願ねがわなかったのを、

        あなたはごぞんじです。

        わたしのくちびるから出でたことは、み前まえにあります。

        17どうか、わたしを恐おそれさせないでください。

        災わざわいのときに、あなたはわたしののがれ場ばです。

        18わたしを攻せめ悩なやます者ものをはずかしめてください。

        しかしわたしをはずかしめないでください。

        彼かれらを恐おそれさせてください。

        しかしわたしを恐おそれさせないでください。

        災わざわいの日ひを彼かれらにきたらせ、

        滅ほろびを倍ばいにして彼かれらを滅ほろぼしてください。

      

    


    
      19主しゅはわたしにこう言いわれた、「行いって、ユダの王おうたちの出入でいりするベニヤミンの門もん、およびエルサレムのすべての門もんに立たって、 20言いいなさい、『これらの門もんからはいるユダの王おうたち、およびユダのすべての民たみとエルサレムに住すむすべての者ものよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。 21主しゅはこう言いわれる、命いのちが惜おしいならば気きをつけるがよい。安息日あんそくにちに荷にをたずさえ、またはそれを持もってエルサレムの門もんにはいってはならない。 22また安息日あんそくにちにあなたがたの家いえから荷にを運はこび出だしてはならない。なんのわざをもしてはならない。わたしがあなたがたの先祖せんぞに命めいじたように安息日あんそくにちを聖別せいべつして守まもりなさい。 23しかし彼かれらは従したがわず耳みみを傾かたむけず、聞きくことも、戒いましめをうけることをも強情ごうじょうに拒こばんだ。
    


    
      24主しゅは言いわれる、もしあなたがたがわたしに聞きき従したがい、安息日あんそくにちに荷にをたずさえてこの町まちの門もんにはいらず、安息日あんそくにちを聖別せいべつして、なんのわざをもしないならば、 25ダビデの位くらいに座ざする王おうたち、つかさたち、ユダの人々ひとびと、エルサレムに住すむ者ものは、車くるまと馬うまに乗のってこの町まちの門もんからはいることができる。そしてこの町まちには長ながく人ひとが住すむようになる。 26また人々ひとびとはユダの町々まちまちやエルサレムの周囲しゅうい、ベニヤミンの地ち、平地へいちと山地さんちおよびネゲブから来きて燔祭はんさい、犠牲ぎせい、素祭そさい、乳香にゅうこう、感謝祭かんしゃさいをたずさえて主しゅの家いえにはいる。 27しかし、もしあなたがたがわたしに聞きき従したがわないで、安息日あんそくにちを聖別せいべつして守まもることをせず、安息日あんそくにちに荷にをたずさえてエルサレムの門もんにはいるならば、わたしは火ひをその門もんの中なかに燃もやして、エルサレムのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす。その火ひは消きえることがない』」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことば。 2「立たって、陶器とうき師しの家いえに下くだって行いきなさい。その所ところでわたしはあなたにわたしの言葉ことばを聞きかせよう」。 3わたしは陶器とうき師しの家いえへ下くだって行いった。見みると彼かれは、ろくろで仕事しごとをしていたが、 4粘土ねんどで造つくっていた器うつわが、その人ひとの手ての中なかで仕損しそんじたので、彼かれは自分じぶんの意いのままに、それをもってほかの器うつわを造つくった。
    


    
      5その時とき、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 6「主しゅは仰おおせられる、イスラエルの家いえよ、この陶器とうき師しがしたように、わたしもあなたがたにできないのだろうか。イスラエルの家いえよ、陶器とうき師しの手てに粘土ねんどがあるように、あなたがたはわたしの手てのうちにある。 7ある時ときには、わたしが民たみまたは国くにを抜ぬく、破やぶる、滅ほろぼすということがあるが、 8もしわたしの言いった国くにがその悪あくを離はなれるならば、わたしはこれに災わざわいを下くだそうとしたことを思おもいかえす。 9またある時ときには、わたしが民たみまたは国くにを建たてる、植うえるということがあるが、 10もしその国くにがわたしの目めに悪あくと見みえることを行おこない、わたしの声こえに聞きき従したがわないなら、わたしはこれに幸さいわいを与あたえようとしたことを思おもいかえす。 11それゆえ、ユダの人々ひとびととエルサレムに住すむ者ものに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、わたしはあなたがたに災わざわいを下くだそうと工夫くふうし、あなたがたを攻せめる計はかりごとを立たてている。あなたがたはおのおのその悪あしき道みちを離はなれ、その道みちと行おこないを改あらためなさい』と。
    


    
      12しかし彼かれらは言いう、『それはむだです。われわれは自分じぶんの図はかるところに従したがい、おのおのその悪わるい強情ごうじょうな心こころにしたがって行動こうどうします』と。

      
        13それゆえ主しゅはこう言いわれる、

        異邦いほうの民たみのうちのある者ものに尋たずねてみよ、

        このような事ことを聞きいた者ものがあろうか。

        おとめイスラエルは恐おそろしい事ことをした。

        14レバノンの雪ゆきが、

        どうしてシリオンの岩いわを離はなれようか。

        山やまの水みず、冷つめたい川かわの流ながれが、

        どうしてかわいてしまおうか。

        15それなのにわが民たみはわたしを忘わすれて、

        偽いつわりの神々かみがみに香こうをたいている。

        彼かれらはその道みち、古ふるい道みちにつまずき、

        また小道こみちに入いり、大路おおじからはなれた。

        16自分じぶんの地ちを荒あれすたれさせて、

        いつまでも人ひとに舌打したうちされるものとした。

        そこを通とおる人ひとはみな身震みぶるいして、首くびを振ふる。

        17わたしは東風ひがしかぜのように、彼かれらをその敵てきの前まえに散ちらす。

        その滅ほろびの日ひには、

        わたしは彼かれらに背せを向むけ、顔かおを向むけない」。

      

    


    
      18彼かれらは言いった、「さあ、計略けいりゃくをめぐらして、エレミヤを倒たおそう。祭司さいしには律法りっぽうがあり、知恵ちえある者ものには計はかりごとがあり、預言者よげんしゃには言葉ことばがあって、これらのものが滅ほろびてしまうことはない。さあ、われわれは舌したをもって彼かれを撃うとう。彼かれのすべての言葉ことばに、心こころを留とめないことにしよう」。
    


    
      19主しゅよ、どうぞわたしにみ心こころを留とめ、

      わたしの訴うったえをお聞ききください。

      20悪あくをもって善ぜんに報むくいるべきでしょうか。

      しかもなお彼かれらはわたしの命いのちを取とろうとして

      穴あなを掘ほりました。

      わたしがあなたの前まえに立たって、

      彼かれらのことを良よく言いい、

      あなたの憤いきどおりを止とめようとしたのを

      覚おぼえてください。

      21それゆえ、彼かれらの子こどもたちをききんに渡わたし、

      彼かれらをつるぎの刃はに渡わたしてください。

      彼かれらの妻つまは子こを失うしない、また寡婦かふとなり、

      男おとこは疫病えきびょうにかかって死しに、

      若わかい者ものは、戦争せんそうでつるぎに殺ころされますように。

      22あなたが敵てきをにわかに彼かれらに臨のぞませられるとき、

      彼かれらの家いえから叫さけび声ごえが聞きこえますように。

      彼かれらは穴あなを掘ほって、わたしを捕とらえようとし、

      わなをつくって、わたしの足あしを

      捕とらえようとしたからです。

      23主しゅよ、あなたは彼かれらがわたしを殺ころすために

      めぐらしている計略けいりゃくを皆みなごぞんじです。

      その悪あくをゆるすことなく、

      その罪つみをあなたの前まえから消けし去さらないでください。

      彼かれらをあなたの前まえに倒たおれさせてください。

      あなたのお怒いかりになる時ときに彼かれらを罰ばっしてください。

    

  


  


  
    第十九章


    
      1主しゅはこう言いわれる、「行いって、陶器とうき師しのびんを買かい、民たみの長老ちょうろうと年長ねんちょうの祭司さいしのうちの数人すうにんを伴ともなって、 2瀬戸せとかけの門もんの入口いりぐちにあるベンヒンノムの谷たにへ行いき、その所ところで、わたしがあなたに語かたる言葉ことばをのべて、 3言いいなさい、『ユダの王おうたち、およびエルサレムに住すむ者ものよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、見みよ、わたしは災わざわいをこの所ところに下くだす。おおよそ、その災わざわいのことを聞きくものの耳みみは両方りょうほうとも鳴なる。 4彼かれらがわたしを捨すて、この所ところを汚けがし、この所ところで、自分じぶんも先祖せんぞたちもユダの王おうたちも知しらなかった他たの神々かみがみに香こうをたき、かつ罪つみのない者ものの血ちを、この所ところに満みたしたからである。 5また彼かれらはバアルのために高たかき所ところを築きずき、火ひをもって自分じぶんの子こどもたちを焼やき、燔祭はんさいとしてバアルにささげた。これはわたしの命めいじたことではなく、定さだめたことでもなく、また思おもいもしなかったことである。 6主しゅは言いわれる、それゆえ、見みよ、この所ところをトペテまたはベンヒンノムの谷たにと呼よばないで、虐殺ぎゃくさつの谷たにと呼よぶ日ひがくる。 7またわたしはこの所ところでユダとエルサレムの計はかりごとを打うち破やぶり、つるぎをもって、彼かれらをその敵てきの前まえと、そのいのちを求もとめる者ものの手てに倒たおれさせ、またその死体したいを空そらの鳥とりと地ちの獣けものの食くい物ものとし、 8かつ、この町まちを荒あれすたれさせて、人ひとに舌打したうちされるものとする。そこを通とおる人ひとは皆みなそのもろもろの災わざわいを見みて身震みぶるいし、舌打したうちする。 9また彼かれらがその敵てきとその命いのちを求もとめる者ものとに囲かこまれて苦くるしみ悩なやむ時とき、わたしは彼かれらに自分じぶんのむすこの肉にく、娘むすめの肉にくを食たべさせる。彼かれらはまた互たがいにその友ともの肉にくを食たべるようになる』。
    


    
      10そこで、あなたは、一緒いっしょに行ゆく人々ひとびとの目めの前まえで、そのびんを砕くだき、 11そして彼かれらに言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、陶器とうき師しの器うつわをひとたび砕くだくならば、もはやもとのようにすることはできない。このようにわたしはこの民たみとこの町まちとを砕くだく。人々ひとびとはほかに葬ほうむるべき場所ばしょがないために、トペテに葬ほうむるであろう。 12主しゅは仰おおせられる、わたしはこの所ところと、ここに住すむ者ものとにこのようにし、この町まちをトペテのようにする。 13エルサレムの家いえとユダの王おうたちの家いえ、すなわち彼かれらがその屋上おくじょうで天てんの衆しゅう群ぐんに香こうをたき、ほかの神々かみがみに酒さけを注そそいだ家いえは、皆みなトペテの所ところのように汚けがされる』」。
    


    
      14エレミヤは主しゅが彼かれをつかわして預言よげんさせられたトペテから帰かえってきて、主しゅの家いえの庭にわに立たち、すべての民たみに言いった、 15「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、見みよ、わたしは、この町まちとそのすべての村々むらむらに、わたしの言いったもろもろの災わざわいを下くだす。彼かれらが強情ごうじょうで、わたしの言葉ことばに聞きき従したがおうとしないからである」。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1さて祭司さいしインメルの子こで、主しゅの宮みやのつかさの長ちょうであったパシュルは、エレミヤがこれらの事ことを預言よげんするのを聞きいた。 2そしてパシュルは預言者よげんしゃエレミヤを打うち、主しゅの宮みやにある上うえのベニヤミンの門もんの足あしかせにつないだ。 3その翌日よくじつパシュルがエレミヤを足あしかせから解とき放はなした時とき、エレミヤは彼かれに言いった、「主しゅはあなたの名なをパシュルとは呼よばないで、『恐おそれが周囲しゅういにある』と呼よばれる。 4主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、わたしはあなたを、あなた自身じしんとあなたのすべての友ともだちに恐おそれを起おこさせる者ものとする。彼かれらはあなたが見みている目めの前まえで敵てきのつるぎに倒たおれる。わたしはまたユダのすべての民たみをバビロン王おうの手てに渡わたす。彼かれは彼かれらを捕とらえてバビロンに移うつし、つるぎをもって殺ころす。 5わたしはまたこの町まちのすべての富とみと、その獲えたすべての物ものと、そのすべての貴重きちょうな物ものと、ユダの王おうたちのすべての宝物ほうもつをその敵てきの手てに渡わたす。彼かれらはこれをかすめ、民たみを捕とらえてバビロンに移うつす。 6パシュルよ、あなたと、あなたの家いえに住すむ者ものとはみな捕とらえ移うつされる。あなたはバビロンに行いって、その所ところで死しに、その所ところに葬ほうむられる。あなたも、あなたが偽いつわって預言よげんした言葉ことばに聞きき従したがった友とももみなそのようになる」。
    


    
      
        7主しゅよ、あなたがわたしを欺あざむかれたので、

        わたしはその欺あざむきに従したがいました。

        あなたはわたしよりも強つよいので、

        わたしを説とき伏ふせられたのです。

        わたしは一日いちにち中ぢゅう、物笑ものわらいとなり、

        人ひとはみなわたしをあざけります。

        8それは、わたしが語かたり、呼よばわるごとに、

        「暴虐ぼうぎゃく、滅亡めつぼう」と叫さけぶからです。

        主しゅの言葉ことばが一日いちにち中ぢゅう、

        わが身みのはずかしめと、あざけりになるからです。

        9もしわたしが、「主しゅのことは、重かさねて言いわない、

        このうえその名なによって語かたる事ことはしない」と言いえば、

        主しゅの言葉ことばがわたしの心こころにあって、燃もえる火ひの

        わが骨ほねのうちに閉とじこめられているようで、

        それを押おさえるのに疲つかれはてて、

        耐たえることができません。

        10多おおくの人ひとのささやくのを聞きくからです。

        恐おそれが四方しほうにあります。

        「告発こくはつせよ。さあ、彼かれを告発こくはつしよう」と言いって、

        わが親したしい友ともは皆みな

        わたしのつまずくのを、うかがっています。

        また、「彼かれは欺あざむかれるだろう。

        そのとき、われわれは彼かれに勝かって、

        あだを返かえすことができる」と言いいます。

        11しかし主しゅは強つよい勇士ゆうしのように

        わたしと共ともにおられる。

        それゆえ、わたしに迫せまりくる者ものはつまずき、

        わたしに打うち勝かつことはできない。

        彼かれらは、なし遂とげることができなくて、

        大おおいに恥はじをかく。

        その恥はじは、いつまでも忘わすれられることはない。

        12正ただしき者ものを試こころみ、

        人ひとの心こころと思おもいを見みられる万軍ばんぐんの主しゅよ、

        あなたが彼かれらに、

        あだを返かえされるのを見みせてください。

        わたしはあなたに、わたしの訴うったえを

        お任まかせしたからです。

      


      
        13主しゅに向むかって歌うたい、主しゅをほめたたえよ。

        主しゅは貧まずしい者ものの命いのちを、

        悪人あくにんの手てから救すくわれたからである。

      


      
        14わたしの生うまれた日ひはのろわれよ。

        母ははがわたしを産うんだ日ひは祝福しゅくふくを受うけるな。

        15わたしの父ちちに「男おとこの子こが、生うまれました」と告つげて、

        彼かれを大おおいに喜よろこばせた人ひとは、のろわれよ。

        16その人ひとは、主しゅのあわれみを受うけることなく、

        滅ほろぼされた町まちのようになれ。

        朝あさには、彼かれに叫さけびを聞きかせ、

        昼ひるには戦たたかいの声こえを聞きかせよ。

        17彼かれがわたしを胎内たいないで殺ころさず、

        わが母ははをわたしの墓場はかばとなさず、

        その胎たいをいつまでも大おおきくしなかったからである。

        18なにゆえにわたしは胎内たいないを出でてきて、

        悩なやみと悲かなしみに会あい、恥はじを受うけて一生いっしょうを過すごすのか。

      

    

  


  


  
    第二十一章


    
      1ゼデキヤ王おうは、マルキヤの子こパシュルと祭司さいしマアセヤの子こゼパニヤを、エレミヤのもとにつかわし、 2「バビロンの王おうネブカデレザルがわれわれを攻せめようとしているゆえ、われわれのために主しゅに尋たずねてほしい。主しゅはそのもろもろの不思議ふしぎなわざをもって、われわれを助たすけ、バビロンの王おうをわれわれから退しりぞかせられるかも知しれない」と言いわせた。その時とき、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ。
    


    
      3エレミヤは彼かれらに答こたえて言いった、「あなたがたはゼデキヤにこのように言いいなさい、 4『イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、あなたがたが、この城壁じょうへきの外そとにあって、あなたがたを攻せめ囲かこむバビロンの王おうおよびカルデヤびとと戦たたかうとき、わたしはあなたがたの手てに持もっている武器ぶきをとりあげ、これを町まちの中なかに集あつめさせる。 5わたしは手てを伸のべ、強つよい腕うでをもって、怒いかり、憤いきどおり、激はげしく怒いかって、あなたがたを攻せめる。 6わたしはまたこの町まちに住すむ人ひとと獣けものとを撃うつ。彼かれらはみな重おもい疫病えきびょうにかかって死しぬ。 7主しゅは言いわれる、この後のち、わたしはユダの王おうゼデキヤとその家来けらいたち、および疫病えきびょうと、つるぎと、ききんを免まぬかれて、この町まちに残のこっている民たみを、バビロンの王おうネブカデレザルの手てと、その敵てきの手て、およびその命いのちを求もとめる者ものの手てに渡わたす。バビロンの王おうはつるぎの刃はにかけて彼かれらを撃うち、彼かれらを惜おしまず、顧かえりみず、またあわれむこともしない』。
    


    
      8あなたはまたこの民たみに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、わたしは命いのちの道みちと死しの道みちとをあなたがたの前まえに置おく。 9この町まちにとどまる者ものは、つるぎと、ききんと、疫病えきびょうとで死しぬ。しかし、出でて行いって、あなたがたを攻せめ囲かこんでいるカルデヤびとに降伏こうふくする者ものは死しを免まぬかれ、その命いのちは自分じぶんのぶんどり物ものとなる。 10主しゅは言いわれる、わたしがこの町まちに顔かおを向むけたのは幸さいわいを与あたえるためではなく、災わざわいを与あたえるためである。この町まちはバビロンの王おうの手てに渡わたされる。彼かれは火ひをもって、これを焼やき払はらう』。
    


    
      11またユダの王おうの家いえに言いいなさい、『主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。 12ダビデの家いえよ、主しゅはこう仰おおせられる、

      
        朝あさごとに、正ただしいさばきを行おこない、

        物ものを奪うばわれた人ひとをしえたげる者ものの手てから救すくえ。

        そうしないと、あなたがたの悪わるい行おこないのために、

        わたしの怒いかりは火ひのように燃もえて、

        それを消けすことはできない』」。

      


      
        13「主しゅは言いわれる、谷たにに住すむ者ものよ、平原へいげんの岩いわよ、

        見みよ、わたしはあなたに敵てきする。

        あなたがたは言いう、

        『だれが下くだってきて、われわれを攻せめるものか、

        だれがわれわれのいる所ところに、はいるものか』と。

        14わたしはあなたがたを、

        その行おこないの実みによって罰ばっする。

        またその林はやしに火ひをつけて、

        その周囲しゅういのものをみな焼やき尽つくすと、主しゅは言いわれる」。

      

    

  


  


  
    第二十二章


    
      1主しゅはこう言いわれる、「ユダの王おうの家いえに下くだり、その所ところにこの言葉ことばをのべて、 2言いいなさい、『ダビデの位くらいにすわるユダの王おうよ、あなたと、あなたの家臣かしん、および、この門もんからはいるあなたの民たみは主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。 3主しゅはこう言いわれる、公平こうへいと正義せいぎを行おこない、物ものを奪うばわれた人ひとを、しえたげる者ものの手てから救すくい、異邦いほうの人ひと、孤児こじ、寡婦かふを悩なやまし、しえたげてはならない。またこの所ところに、罪つみなき者ものの血ちを流ながしてはならない。 4もしあなたがたがこの言葉ことばを真実しんじつに行おこなうならば、ダビデの位くらいにすわる王おうとその家臣かしん、およびその民たみは、車くるまと馬うまに乗のって、この家いえの門もんにはいることができる。 5しかしあなたがたがこの言葉ことばを聞きかないならば、わたしは自身じしんをさして誓ちかうが、この家いえは荒あれ地ちとなると、主しゅは言いわれる。 6主しゅはユダの王おうの家いえについてこう言いわれる、

      
        あなたはわたしに対たいしてギレアデのようであり、

        レバノンの頂いただきのようである。

        しかし、わたしは必かならずあなたを荒あれ地ちにし、

        人ひとの住すまない町まちにする。

        7わたしは滅ほろぼす者ものを設もうけて、あなたを攻せめさせる、

        彼かれらはおのおのその武器ぶきをとり、

        あなたの麗うるわしい香柏こうはくを切きり倒たおし、

        火ひに投なげ入いれる。

      

    


    
      8多おおくの国くにの人ひとはこの町まちを過すぎ、互たがいに語かたって、「なぜ主しゅはこの大おおいなる町まちをこのようにされたのか」と言いうとき、 9人ひとは答こたえて、「これは彼かれらがその神かみ、主しゅの契約けいやくを捨すてて他たの神々かみがみを拝はいし、これに仕つかえたからである」と言いうであろう』」。
    


    
      10死しんだ者もののために泣なくことなく、

      またそのために嘆なげいてはならない。

      捕とらえ移うつされてゆく者もののために、激はげしく泣なけ。

      彼かれはふたたび帰かえってきて、

      その故郷こきょうを見みることがないからである。

    


    
      11ユダの王おうヨシヤの子こシャルムは父ちちヨシヤについで王おうとなったが、ついにこの所ところから出でて行いった。主しゅは彼かれについてこう言いわれる、「彼かれは再ふたたびここに帰かえらない。 12彼かれはその捕とらえ行いかれた所ところで死しに、再ふたたびこの地ちを見みない」。
    


    
      13「不義ふぎをもってその家いえを建たて、

      不法ふほうをもってその高殿たかどのを造つくり、

      隣となり人びとを雇やとって何なにをも与あたえず、

      その賃金ちんぎんを払はらわない者ものはわざわいである。

      14彼かれは言いう、『わたしは自分じぶんのために大おおきな家いえを建たて、

      広ひろい高殿たかどのを造つくろう』と。

      そしてこれがために窓まどを造つくり、

      香柏こうはくの鏡板かがみいたでおおい、それを朱しゅで塗ぬる。

      15あなたは競きそって香柏こうはくを用もちいることによって、

      王おうであると思おもうのか。

      あなたの父ちちは食くい飲のみし、

      公平こうへいと正義せいぎを行おこなって、幸さいわいを得えたのではないか。

      16彼かれは貧まずしい人ひとと乏とぼしい人ひとの訴うったえをただして、

      さいわいを得えた。

      こうすることがわたしを知しることではないかと

      主しゅは言いわれる。

      17しかし、あなたは目めも心こころも、

      不正ふせいな利益りえきのためにのみ用もちい、

      罪つみなき者ものの血ちを流ながそうとし、

      圧制あっせいと暴虐ぼうぎゃくを行おこなおうとする」。

    


    
      18それゆえ、主しゅはユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムについてこう言いわれる、

      
        「人々ひとびとは『悲かなしいかな、わが兄あに』、

        『悲かなしいかな、わが姉あね』と言いって、

        彼かれのために嘆なげかない。

        また『悲かなしいかな、主君しゅくんよ』、

        『悲かなしいかな、陛下へいかよ』と言いって嘆なげかない。

        19ろばが埋うめられるように、彼かれは葬ほうむられる。

        引ひかれて行いって、

        エルサレムの門もんの外そとに投なげ捨すてられる」。

      


      
        20「レバノンに登のぼって呼よばわり、

        バシャンにあなたの声こえをあげ、

        アバリムから呼よばわれ。

        あなたの愛あいする者ものがみな滅ほろぼされるからだ。

        21あなたの栄さかえていた時とき、わたしはあなたに語かたったが

        『聞ききたくはない』と言いった。

        あなたがわたしの声こえに聞きき従したがわないことは、

        あなたの幼おさない時ときからの、ならわしであった。

        22あなたの牧者ぼくしゃはみな、風かぜに追おい立たてられ、

        あなたの愛あいする者ものは捕とらえ移うつされる。

        その時とき、あなたは自分じぶんのもろもろの悪あくのために、

        恥はじ、うろたえる。

        23レバノンに住すみ、

        香柏こうはくの中なかに巣すをつくっている者ものよ、

        子こを産うむ女おんなに臨のぞむ苦くるしみのような苦痛くつうが

        あなたに臨のぞむとき、

        あなたはどんなに嘆なげくことであろうか」。

      

    


    
      24「主しゅは言いわれる、わたしは生いきている。ユダの王おうエホヤキムの子こコニヤが、わたしの右手みぎての指輪ゆびわであっても、わたしはあなたを抜ぬき取とる。 25あなたの命いのちを求もとめる者ものの手て、あなたがその顔かおを恐おそれる者ものの手て、すなわちバビロンの王おうネブカデレザルの手てと、カルデヤびとの手てにあなたを渡わたす。 26わたしは、あなたと、あなたを産うんだ母ははを、あなたがたの生うまれた国くにでない他たの国くにに追おいやる。あなたがたはそこで死しぬ。 27彼かれらが帰かえりたいとせつに願ねがう国くにに、彼かれらは再ふたたび帰かえることができない」。

      
        28この人ひとコニヤは

        卑いやしむべき、こわれたつぼであろうか、

        だれも心こころに留とめない器うつわであろうか。

        なぜ彼かれとその子孫しそんは追おいやられて、

        知しらない地ちに投なげやられるのか。

        29ああ、地ちよ、地ちよ、地ちよ、

        主しゅの言葉ことばを聞きけよ。

        30主しゅはこう言いわれる、

        「この人ひとを、子こなき人ひととして、

        またその一生いっしょうのうち、

        栄さかえることのない人ひととして記録きろくせよ。

        その子孫しそんのうち、ひとりも栄さかえて、

        ダビデの位くらいにすわり、

        ユダを治おさめるものが再ふたたび起おこらないからである」。

      

    

  


  


  
    第二十三章


    
      1主しゅは言いわれる、「わが牧場まきばの羊ひつじを滅ほろぼし散ちらす牧者ぼくしゃはわざわいである」。 2それゆえイスラエルの神かみ、主しゅはわが民たみを養やしなう牧者ぼくしゃについてこう言いわれる、「あなたがたはわたしの群むれを散ちらし、これを追おいやって顧かえりみなかった。見みよ、わたしはあなたがたの悪あしき行おこないによってあなたがたに報むくいると、主しゅは言いわれる。 3わたしの群むれの残のこった者ものを、追おいやったすべての地ちから集あつめ、再ふたたびこれをそのおりに帰かえらせよう。彼かれらは子こを産うんでその数かずが多おおくなる。 4わたしはこれを養やしなう牧者ぼくしゃをその上うえに立たてる、彼かれらは再ふたたび恐おそれることなく、またおののくことなく、いなくなることもないと、主しゅは言いわれる。
    


    
      5主しゅは仰おおせられる、見みよ、わたしがダビデのために一つの正ただしい枝えだを起おこす日ひがくる。彼かれは王おうとなって世よを治おさめ、栄さかえて、公平こうへいと正義せいぎを世よに行おこなう。 6その日ひユダは救すくいを得え、イスラエルは安やすらかにおる。その名なは『主しゅはわれわれの正義せいぎ』ととなえられる。
    


    
      7主しゅは言いわれる、それゆえ見みよ、人々ひとびとは『イスラエルの民たみをエジプトの地ちから導みちびき出だされた主しゅは生いきておられる』とまた言いわないで、 8『イスラエルの家いえの子孫しそんを北きたの地ちと、そのすべて追おいやられた地ちから導みちびき出だされた神かみは生いきておられる』という日ひがくる。その時とき、彼かれらは自分じぶんの地ちに住すんでいる」。
    


    
      9預言者よげんしゃたちについて。

      
        わが心こころはわたしのうちに破やぶれ、

        わが骨ほねはみな震ふるう。

        主しゅとその聖せいなる言葉ことばのために、

        わたしは酔よっている人ひとのよう、

        酒さけに打うち負まかされた人ひとのようである。

        10この地ちに姦淫かんいんを行おこなうものが満みちているからだ。

        のろいによって地ちは嘆なげき、荒野あらのの牧場まきばはかわく。

        彼かれらの道みちは悪わるく、その力ちからは正ただしくない。

        11「預言者よげんしゃと祭司さいしとは共ともに神かみを汚けがす者ものである。

        わたしの家いえにおいてすら

        彼かれらの悪あくを見みたと、主しゅは言いわれる。

        12それゆえ、彼かれらの道みちは、

        おのずから暗黒あんこくの中なかにある

        なめらかな道みちのようになり、

        彼かれらは押おされてその道みちに倒たおれる。

        わたしが彼かれらの罰ばっせられる年としに、

        災わざわいをその上うえに臨のぞませるからであると、主しゅは言いわれる。

        13わたしはサマリヤの預言者よげんしゃのうちに

        不快ふかいな事ことのあるのを見みた。

        彼かれらはバアルによって預言よげんし、

        わが民たみイスラエルを惑まどわした。

        14しかしエルサレムの預言者よげんしゃのうちには、

        恐おそろしい事ことのあるのを見みた。

        彼かれらは姦淫かんいんを行おこない、偽いつわりに歩あゆみ、

        悪人あくにんの手てを強つよくし、

        人ひとをその悪あくから離はなれさせない。

        彼かれらはみなわたしにはソドムのようであり、

        その民たみはゴモラのようである」。

        15それゆえ万軍ばんぐんの主しゅは預言者よげんしゃについてこう言いわれる、

        「見みよ、わたしは彼かれらに、にがよもぎを食たべさせ、

        毒どくの水みずを飲のませる。

        神かみを汚けがすことがエルサレムの預言者よげんしゃから出でて、

        全ぜん地ちに及およんでいるからである」。

      

    


    
      16万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、「あなたがたに預言よげんする預言者よげんしゃの言葉ことばを聞きいてはならない。彼かれらはあなたがたに、むなしい望のぞみをいだかせ、主しゅの口くちから出でたのでない、自分じぶんの心こころの黙示もくしを語かたるのである。 17彼かれらは主しゅの言葉ことばを軽かるんじる者ものに向むかって絶たえず、『あなたがたは平安へいあんを得える』と言いい、また自分じぶんの強情ごうじょうな心こころにしたがって歩あゆむすべての人ひとに向むかって、『あなたがたに災わざわいはこない』と言いう」。
    


    
      
        18彼かれらのうちだれか主しゅの議会ぎかいに立たって、

        その言葉ことばを見聞みききした者ものがあろうか。

        だれか耳みみを傾かたむけてその言葉ことばを聞きいた者ものがあろうか。

        19見みよ、主しゅの暴風ぼうふうがくる。

        憤いきどおりと、つむじ風かぜが出でて、悪人あくにんのこうべをうつ。

        20主しゅの怒いかりは、み心こころに思おもい定さだめられたことを

        なし遂とげられるまで退しりぞくことはない。

        末すえの日ひにあなたがたはそれを明あきらかに悟さとる。

      


      
        21預言者よげんしゃたちはわたしがつかわさなかったのに、

        彼かれらは走はしった。

        わたしが、彼かれらに告つげなかったのに、

        彼かれらは預言よげんした。

        22もし彼かれらがわたしの議会ぎかいに立たったのであれば、

        わたしの民たみにわが言葉ことばを告つげ示しめして、

        その悪わるい道みちと悪わるい行おこないから、離はなれさせたであろうに。

      

    


    
      23「主しゅは言いわれる、わたしはただ近ちかくの神かみであって、遠とおくの神かみではないのであるか。 24主しゅは言いわれる、人ひとは、ひそかな所ところに身みを隠かくして、わたしに見みられないようにすることができようか。主しゅは言いわれる、わたしは天てんと地ちとに満みちているではないか。 25わが名なによって偽いつわりを預言よげんする預言者よげんしゃたちが、『わたしは夢ゆめを見みた、わたしは夢ゆめを見みた』と言いうのを聞きいた。 26偽いつわりを預言よげんする預言者よげんしゃたちの心こころに、いつまで偽いつわりがあるのであるか。彼かれらはその心こころの欺あざむきを預言よげんする。 27彼かれらはその先祖せんぞがバアルに従したがってわが名なを忘わすれたように、互たがいに夢ゆめを語かたって、わたしの民たみにわが名なを忘わすれさせようとする。 28夢ゆめをみた預言者よげんしゃは夢ゆめを語かたるがよい。しかし、わたしの言葉ことばを受うけた者ものは誠実せいじつにわたしの言葉ことばを語かたらなければならない。わらと麦むぎとをくらべることができようかと、主しゅは言いわれる。 29主しゅは仰おおせられる、わたしの言葉ことばは火ひのようではないか。また岩いわを打うち砕くだく鎚つちのようではないか。 30それゆえ見みよ、わたしはわたしの言葉ことばを互たがいに盗ぬすむ預言者よげんしゃの敵てきとなると、主しゅは言いわれる。 31見みよ、わたしは、『主しゅは言いいたもう』と舌したをもって語かたる預言者よげんしゃの敵てきとなると、主しゅは言いわれる。 32主しゅは仰おおせられる、見みよ、わたしは偽いつわりの夢ゆめを預言よげんする者ものの敵てきとなる。彼かれらはそれを語かたり、またその偽いつわりと大言たいげんをもってわたしの民たみを惑まどわす。わたしが彼かれらをつかわしたのではなく、また彼かれらに命めいじたのでもない。それで彼かれらはこの民たみにすこしも益えきにならないと、主しゅは言いわれる。
    


    
      33この民たみのひとり、または預言者よげんしゃ、または祭司さいしがあなたに、『主しゅの重荷おもにはなんですか』と問とうならば、彼かれらに答こたえなさい、『あなたがたがその重荷おもにです。そして主しゅは、あなたがたを捨すてると言いっておられます』と。 34そして、『主しゅの重荷おもに』と言いうその預言者よげんしゃ、祭司さいし、または民たみのひとりを、その家族かぞくと共ともにわたしは罰ばっする。 35あなたがたは、みな互たがいに、隣となり人びとに、また兄弟きょうだいに、こう言いわなければならない、『主しゅはなんと答こたえられましたか』、『主しゅはなんと言いわれましたか』と。 36しかし重かさねて『主しゅの重荷おもに』と言いってはならない。重荷おもには人ひとおのおのの自分じぶんの言葉ことばだからである。あなたがたは生いける神かみ、万軍ばんぐんの主しゅなるわれわれの神かみの言葉ことばを曲まげる者ものである。 37あなたは預言者よげんしゃにこう言いわなければならない、『主しゅはあなたになんと答こたえられましたか』、『主しゅはなんと言いわれましたか』と。 38もしあなたがたが『主しゅの重荷おもに』と言いうならば、主しゅはこう仰おおせられる、『わたしが人ひとをあなたがたにつかわして、あなたがたは「主しゅの重荷おもに」と言いってはならないと言いわせたのに、あなたがたは「主しゅの重荷おもに」という言葉ことばを言いったので、 39わたしは必かならずあなたがたを捕とらえ移うつさせ、あなたがたとあなたがたの先祖せんぞとに与あたえたこの町まちと、あなたがたとを、わたしの前まえから捨すて去さる。 40そして、忘わすれられることのない永遠えいえんのはずかしめと永遠えいえんの恥はじを、あなたがたにこうむらせる』」。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1バビロンの王おうネブカデレザルがユダの王おうエホヤキムの子こエコニヤおよびユダの君きみたちと工匠こうしょうと鍛冶かじをエルサレムからバビロンに移うつして後のち、主しゅはわたしにこの幻まぼろしをお示しめしになった。見みよ、主しゅの宮みやの前まえに置おかれているいちじくを盛もった二つのかごがあった。 2その一つのかごには、はじめて熟じゅくしたような非常ひじょうに良よいいちじくがあり、ほかのかごには非常ひじょうに悪わるくて食たべられないほどの悪わるいいちじくが入いれてあった。 3主しゅはわたしに、「エレミヤよ、何なにを見みるか」と言いわれた。わたしは、「いちじくです。その良よいいちじくは非常ひじょうによく、悪わるいほうのいちじくは非常ひじょうに悪わるくて、食たべられません」と答こたえた。
    


    
      4主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 5「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、この所ところからカルデヤびとの地ちに追おいやったユダの捕とらわれ人びとを、わたしはこの良よいいちじくのように顧かえりみて恵めぐもう。 6わたしは彼かれらに目めをかけてこれを恵めぐみ、彼かれらをこの地ちに返かえし、彼かれらを建たてて倒たおさず、植うえて抜ぬかない。 7わたしは彼かれらにわたしが主しゅであることを知しる心こころを与あたえよう。彼かれらはわたしの民たみとなり、わたしは彼かれらの神かみとなる。彼かれらは一心いっしんにわたしのもとに帰かえってくる。
    


    
      8主しゅはこう仰おおせられる、わたしはユダの王おうゼデキヤとそのつかさたち、およびエルサレムの人ひとの残のこってこの地ちにいる者もの、ならびにエジプトの地ちに住すんでいる者ものを、この悪わるくて食たべられない悪わるいいちじくのようにしよう。 9わたしは彼かれらを地ちのもろもろの国くにで、忌いみきらわれるものとし、またわたしの追おいやるすべての所ところで、はずかしめに会あわせ、ことわざとなり、あざけりと、のろいに会あわせる。 10わたしはつるぎと、ききんと、疫病えきびょうを彼かれらのうちに送おくって、ついに彼かれらをわたしが彼かれらとその先祖せんぞとに与あたえた地ちから絶たえさせる」。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1ユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムの四年ねん（バビロンの王おうネブカデレザルの元年がんねん）にユダのすべての民たみについての言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ。 2預言者よげんしゃエレミヤはこの言葉ことばをユダのすべての民たみとエルサレムに住すむすべての人ひとに告つげて言いった、 3「ユダの王おうアモンの子こヨシヤの十三年ねんから今日こんにちにいたるまで二十三年ねんの間あいだ、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ。わたしはたゆまずにそれをあなたがたに語かたってきたが、あなたがたは聞きかなかった。 4主しゅはたゆまず、そのしもべである預言者よげんしゃを、あなたがたにつかわされたが、あなたがたは聞きかずまた耳みみを傾かたむけて聞きこうともしなかった。 5彼かれらは言いった、『あなたがたはおのおの今いまその悪あくの道みちと悪わるい行おこないを捨すてなさい。そうすれば主しゅが昔むかしからあなたがたと先祖せんぞたちとに与あたえられた地ちに永遠えいえんに住すむことができる。 6あなたがたは、ほかの神かみに従したがって、それに仕つかえ、それを拝おがんではならない。あなたがたの手てで作つくったものをもって、わたしを怒いからせてはならない。このようなことをしないなら、わたしはあなたがたをそこなうことはない』と。 7しかしあなたがたはわたしに聞きき従したがわず、あなたがたの手てで作つくった物ものをもって、わたしを怒いからせて自みずから害がいを招まねいたと、主しゅは言いわれる。
    


    
      8それゆえ万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、あなたがたがわたしの言葉ことばに聞きき従したがわないゆえ、 9見みよ、わたしは北きたの方ほうのすべての種族しゅぞくと、わたしのしもべであるバビロンの王おうネブカデレザルを呼よび寄よせて、この地ちとその民たみと、そのまわりの国々くにぐにを攻せめ滅ほろぼさせ、これを忌いみきらわれるものとし、人ひとの笑わらいものとし、永遠えいえんのはずかしめとすると、主しゅは言いわれる。 10またわたしは喜よろこびの声こえ、楽たのしみの声こえ、花婿はなむこの声こえ、花嫁はなよめの声こえ、ひきうすの音おと、ともしびの光ひかりを彼かれらの中なかに絶たえさせる。 11この地ちはみな滅ほろぼされて荒あれ地ちとなる。そしてその国々くにぐには七十年ねんの間あいだバビロンの王おうに仕つかえる。 12主しゅは言いわれる、七十年ねんの終おわった後のちに、わたしはバビロンの王おうと、その民たみと、カルデヤびとの地ちを、その罪つみのために罰ばっし、永遠えいえんの荒あれ地ちとする。 13わたしはあの地ちについて、わたしが語かたったすべての言葉ことばをその上うえに臨のぞませる。これはエレミヤが、万国ばんこくのことについて預言よげんしたものであって、みなこの書しょにしるされている。 14多おおくの国々くにぐにと偉大いだいな王おうたちとは、彼かれらをさえ奴隷どれいとして仕つかえさせる。わたしは彼かれらの行おこないと、その手てのわざに従したがって報むくいる」。
    


    
      15イスラエルの神かみ、主しゅはわたしにこう仰おおせられた、「わたしの手てから、この怒いかりの杯さかずきを受うけて、わたしがあなたをつかわす国々くにぐにの民たみに飲のませなさい。 16彼かれらは飲のんで、よろめき狂くるう。これはわたしが彼かれらのうちに、つるぎをつかわそうとしているからである」。
    


    
      17こうしてわたしは主しゅの手てから杯さかずきを受うけ、主しゅがわたしをつかわされた国々くにぐにの民たみに飲のませた。 18すなわちエルサレムとユダのすべての町まちと、その王おうたちおよびそのつかさたちに飲のませて、それらを滅ほろぼし、荒あれ地ちとし、人ひとの笑わらいものとし、のろわれるものとした。今日こんにちのとおりである。 19またエジプトの王おうパロとその家来けらいたち、その君きみたち、そのすべての民たみと、 20もろもろの寄留きりゅうの異邦人いほうじん、およびウズの地ちのすべての王おうたち、およびペリシテびとの地ちのすべての王おうたち、（アシケロン、ガザ、エクロン、アシドドの残のこりの者もの）、 21エドム、モアブ、アンモンの子孫しそん、 22ツロのすべての王おうたち、シドンのすべての王おうたち、海うみのかなたの海沿うみぞいの地ちの王おうたち、 23デダン、テマ、ブズおよびすべて髪かみの毛けのすみずみをそる者もの、 24アラビヤのすべての王おうたち、荒野あらのの雑種ざっしゅの民たみのすべての王おうたち、 25ジムリのすべての王おうたち、エラムのすべての王おうたち、メデアのすべての王おうたち、 26北きたのすべての王おうたちの遠とおき者もの、近ちかき者ものもつぎつぎに、またすべて地ちのおもてにある世よの国々くにぐにの王おうたちもこの杯さかずきを飲のむ。そして彼かれらの次つぎにバビロンの王おうもこれを飲のむ。
    


    
      27「それであなたは彼かれらに言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、飲のめ、酔よって吐はけ、倒たおれて再ふたたび立たつな、わたしがあなたがたのうちに、つるぎをつかわすからである』」。
    


    
      28「もし彼かれらがあなたの手てから杯さかずきを受うけて飲のむことをしないならば、あなたは彼かれらに言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、あなたがたは必かならず飲のまなければならない。 29見みよ、わたしの名なをもって呼よばれるこの町まちにさえ災わざわいを下くだすのだ。どうしてあなたがたが罰ばつを免まぬかれることができようか。あなたがたは罰ばつを免まぬかれることはできない。わたしがつるぎを呼よび寄よせて、地ちに住すむすべての者ものを攻せめるからであると、万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられる』。
    


    
      30それゆえ、あなたは彼かれらにこのすべての言葉ことばを預言よげんして言いいなさい、

      
        『主しゅは高たかい所ところから呼よばわり、

        その聖せいなるすまいから声こえを出だし、

        自分じぶんのすみかに向むかって大おおいに呼よばわり、

        地ちに住すむすべての者ものに向むかって

        ぶどうを踏ふむ者もののように叫さけばれる。

        31叫さけびは地ちの果はてにまで響ひびきわたる。

        主しゅが国々くにぐにと争あらそい、

        すべての肉にくなる者ものをさばき、

        悪人あくにんをつるぎに渡わたすからであると、主しゅは言いわれる』。

        32万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、

        見みよ、国くにから国くにへ災わざわいが出でて行いく。

        大おおきなあらしが地ちの果はてからおこる。

      

    


    
      33その日ひ、主しゅに殺ころされる人々ひとびとは、地ちのこの果はてから、かの果はてに及およぶ。彼かれらは悲かなしまれず、集あつめられず、また葬ほうむられずに、地ちのおもてに糞土ふんどとなる。

      
        34牧者ぼくしゃよ、嘆なげき叫さけべ、

        群むれのかしらたちよ、灰はいの中なかにまろべ。

        あなたがたのほふられる日ひ、

        散ちらされる日ひが来きたからだ。

        あなたがたは選えらび分わけられた雄羊おひつじのように倒たおれる。

        35牧者ぼくしゃには、のがれ場ばなく、

        群むれのかしらたちは逃にげる所ところがない。

        36牧者ぼくしゃの叫さけび声ごえと、

        群むれのかしらたちの嘆なげきの声こえが聞きこえる。

        主しゅが彼かれらの牧場まきばを滅ほろぼしておられるからだ。

        37主しゅの激はげしい怒いかりによって、

        平和へいわな牧場まきばは荒あれていく。

        38ししのように彼かれはその巣すを出でた。

        主しゅのつるぎと、その激はげしい怒いかりによって、

        彼かれらの地ちは荒あれ地ちとなった」。

      

    

  


  


  
    第二十六章


    
      1ユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムが世よを治おさめた初はじめのころ、主しゅからこの言葉ことばがあった、 2「主しゅはこう仰おおせられる、主しゅの宮みやの庭にわに立たち、わたしがあなたに命めいじて言いわせるすべての言葉ことばを、主しゅの宮みやで礼れい拝はいするために来きているユダの町々まちまちの人々ひとびとに告つげなさい。ひと言ことをも言いい残のこしておいてはならない。 3彼かれらが聞きいて、おのおのその悪わるい道みちを離はなれることがあるかも知しれない。そのとき、わたしは彼かれらの行おこないの悪わるいために、災わざわいを彼かれらに下くだそうとしたのを思おもいなおす。 4あなたは彼かれらに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、もしあなたがたがわたしに聞きき従したがわず、わたしがあなたがたの前まえに定さだめおいた律法りっぽうを行おこなわず、 5わたしがあなたがたに、しきりにつかわすわたしのしもべである預言者よげんしゃの言葉ことばに聞きき従したがわないならば、（あなたがたは聞きき従したがわなかったが、） 6わたしはこの宮みやをシロのようにし、またこの町まちを地ちの万国ばんこくにのろわれるものとする』」。
    


    
      7祭司さいしと預言者よげんしゃおよびすべての民たみは、エレミヤが主しゅの宮みやでこれらの言葉ことばを語かたるのを聞きいた。 8エレミヤが主しゅに命めいじられたすべての言葉ことばを民たみに告つげ終おわった時とき、祭司さいしと預言者よげんしゃおよび民たみはみな彼かれを捕とらえて言いった、「あなたは死しななければならない。 9なぜあなたは主しゅの名なによって預言よげんし、この宮みやはシロのようになり、この町まちは荒あらされて住すむ人ひともなくなるであろうと言いったのか」と。民たみはみな主しゅの宮みやに集あつまってエレミヤを取とり囲かこんだ。
    


    
      10ユダのつかさたちはこの事ことを聞きいて王おうの宮殿きゅうでんを出でて主しゅの宮みやに上のぼり、主しゅの宮みやの「新あたらしい門もん」の入口いりぐちに座ざした。 11祭司さいしと預言者よげんしゃらは、つかさたちとすべての民たみに訴うったえて言いった、「この人ひとは死刑しけいに処しょすべき者ものです。あなたがたが自分じぶんの耳みみで聞きかれたように、この町まちに逆さからう預言よげんをしたのです」。
    


    
      12その時ときエレミヤは、つかさたちとすべての民たみに言いった、「主しゅはわたしをつかわし、この宮みやとこの町まちにむかって、預言よげんをさせられたので、そのすべての言葉ことばをあなたがたは聞きいた。 13それで、あなたがたは今いま、あなたがたの道みちと行おこないを改あらため、あなたがたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがいなさい。そうするならば主しゅはあなたがたに災わざわいを下くだそうとしたことを思おもいなおされる。 14見みよ、わたしはあなたがたの手ての中なかにある。あなたがたの目めに、良よいと見みえ、正ただしいと思おもうことをわたしに行おこなうがよい。 15ただ明あきらかにこのことを知しっておきなさい。もしあなたがたがわたしを殺ころすならば、罪つみなき者ものの血ちはあなたがたの身みと、この町まちと、その住民じゅうみんとに帰きする。まことに主しゅがわたしをつかわして、このすべての言葉ことばをあなたがたの耳みみに、告つげさせられたからである」。
    


    
      16つかさたちと、すべての民たみとは、祭司さいしと預言者よげんしゃに言いった、「この人ひとは死刑しけいに処しょすべき者ものではない。われわれの神かみ、主しゅの名なによってわれわれに語かたったのである」。 17その時ときこの地ちの長老ちょうろうたち数人すうにんが立たって、そこに集あつまっているすべての者ものに告つげて言いった、 18「ユダの王おうヒゼキヤの世よに、モレシテびとミカはユダのすべての民たみに預言よげんして言いった、『万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、

      
        シオンは畑はたけのように耕たがやされ、

        エルサレムは石塚いしづかとなり、

        宮みやの山やまは木きのおい茂しげる高たかい所ところとなる』。

      
19ユダの王おうヒゼキヤと、すべてのユダの人ひとは彼かれを殺ころそうとしたことがあろうか。ヒゼキヤは主しゅを恐おそれ、主しゅの恵めぐみを求もとめたので、主しゅは彼かれらに災わざわいを下くだすとお告つげになったのを思おもいなおされたではないか。しかし、われわれは、自分じぶんの身みに大おおきな災わざわいを招まねこうとしている」。
    


    
      20主しゅの名なによって預言よげんした人ひとがほかにもあった。すなわちキリアテ・ヤリムのシマヤの子こウリヤである。彼かれはエレミヤとおなじような言葉ことばをもって、この町まちとこの地ちにむかって預言よげんした。 21エホヤキム王おうと、そのすべての勇士ゆうしと、すべてのつかさたちはその言葉ことばを聞きいた。そして王おうは彼かれを殺ころそうと思おもったが、ウリヤはこれを聞きいて恐おそれ、エジプトに逃にげて行いったので、 22エホヤキム王おうは人ひとをエジプトにつかわした。すなわちアクボルの子こエルナタンと他たの数すう名めいの人ひとを、エジプトにつかわした。 23彼かれらはウリヤをエジプトから引ひき出だし、エホヤキム王おうのもとに連つれてきたので、王おうはつるぎをもって彼かれを殺ころし、その死体したいを共同きょうどう墓地ぼちに捨すてさせた。
    


    
      24しかしシャパンの子こアヒカムはエレミヤを助たすけ、民たみの手てに渡わたされて殺ころされることのないようにした。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1ユダの王おうヨシヤの子こゼデキヤが世よを治おさめ始はじめたころ、この言葉ことばが主しゅからエレミヤに臨のぞんだ。 2すなわち主しゅはこうわたしに仰おおせられた、「綱つなと、くびきとを作つくって、それをあなたの首くびにつけ、 3エルサレムにいるユダの王おうゼデキヤの所ところに来きた使者ししゃたちによって、エドムの王おう、モアブの王おう、アンモンびとの王おう、ツロの王おう、シドンの王おうに言いいおくりなさい。 4彼かれらの主君しゅくんにこの命いのちを伝つたえさせなさい、『万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、あなたがたは主君しゅくんにこのように告つげなければならない。 5わたしは大おおいなる力ちからと伸のべた腕うでとをもって、地ちと地ちの上うえにいる人ひとと獣けものとをつくった者ものである。そして心こころのままに地ちを人ひとに与あたえる。 6いまわたしはこのすべての国くにを、わたしのしもべであるバビロンの王おうネブカデネザルの手てに与あたえ、また野のの獣けものをも彼かれに与あたえて彼かれに仕つかえさせた。 7彼かれの地ちに時ときがくるまで、万国民ばんこくみんは彼かれとその子ことその孫まごに仕つかえる。その時ときがくるならば、多おおくの国くにと大おおいなる王おうたちとが彼かれを自分じぶんの奴隷どれいにする。
    


    
      8バビロンの王おうネブカデネザルに仕つかえず、バビロンの王おうのくびきを自分じぶんの首くびに負おわない民たみと国くにとは、わたしがつるぎと、ききんと、疫病えきびょうをもって罰ばっし、ついには彼かれの手てによってことごとく滅ほろぼすと主しゅは言いわれる。 9それで、あなたがたの預言者よげんしゃ、占うらない師し、夢ゆめみる者もの、法ほう術じゅつ師し、魔法使まほうつかいが、「あなたがたはバビロンの王おうに仕つかえることはない」と言いっても、聞きいてはならない。 10彼かれらはあなたがたに偽いつわりを預言よげんして、あなたがたを自分じぶんの国くにから遠とおく離はなれさせ、わたしに、あなたがたを追おい出だしてあなたがたを滅ほろぼさせるのである。 11しかしバビロンの王おうのくびきを首くびに負おって、彼かれに仕つかえる国民こくみんを、わたしはその故国ここくに残のこらせ、それを耕たがやして、そこに住すまわせると主しゅは言いわれる』」。
    


    
      12わたしはユダの王おうゼデキヤにも同おなじように言いった、「あなたがたは、バビロンの王おうのくびきを自分じぶんの首くびに負おって、彼かれとその民たみとに仕つかえ、そして生いきなさい。 13どうしてあなたと、あなたの民たみとが、主しゅがバビロンの王おうに仕つかえない国民こくみんについて言いわれたように、つるぎと、ききんと、疫病えきびょうに死しんでよかろうか。 14あなたがたはバビロンの王おうに仕つかえることはないとあなたがたに告つげる預言者よげんしゃの言葉ことばを聞きいてはならない。彼かれらがあなたがたに預言よげんしていることは偽いつわりであるからだ。 15主しゅは言いわれる、わたしが彼かれらをつかわしたのではないのに、彼かれらはわたしの名なによって偽いつわって預言よげんしている。そのために、わたしはあなたがたを追おい払はらい、あなたがたと、あなたがたに預言よげんする預言者よげんしゃたちを滅ほろぼすようになるのだ」。
    


    
      16わたしはまた祭司さいしとこのすべての民たみとに語かたって言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『見みよ、主しゅの宮みやの器うつわは今いま、すみやかに、バビロンから返かえされてくる』とあなたがたに預言よげんする預言者よげんしゃの言葉ことばを聞きいてはならない。それは、彼かれらがあなたがたに預言よげんしていることは偽いつわりであるからだ。 17彼かれらのいうことを聞きいてはならない。バビロンの王おうに仕つかえ、そして生いきなさい。どうしてこの町まちが荒あれ地ちとなってよかろうか。 18もし彼かれらが預言者よげんしゃであって、主しゅの言葉ことばが彼かれらのうちにあるのであれば、主しゅの宮みやとユダの王おうの宮殿きゅうでんとエルサレムとに残のこされている器うつわが、バビロンに移うつされないように、万軍ばんぐんの主しゅに、とりなしを願ねがうべきだ。 19万軍ばんぐんの主しゅは柱はしらと海うみと台だい、その他たこの町まちに残のこっている器うつわについて、こう仰おおせられる。 20これはバビロンの王おうネブカデネザルが、ユダの王おうエホヤキムの子こエコニヤ、およびユダとエルサレムのすべての身分みぶんの尊たっとい人々ひとびとを捕とらえてエルサレムからバビロンに移うつしたときに、持もち去さらなかった器うつわである。—— 21すなわち万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみは、主しゅの宮みやとユダの王おうの宮殿きゅうでんとエルサレムとに残のこされている器うつわについて、こう仰おおせられる。 22これらはバビロンに携たずさえ行いかれ、わたしが顧かえりみる日ひまでそこにおかれている。その後のち、わたしはこれらのものを、この所ところに携たずさえ帰かえらせると主しゅは言いわれる」。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1その年ねん、すなわちユダの王おうゼデキヤの治世ちせいの初はじめ、その第だい四年ねんの五月がつ、ギベオン出身しゅっしんの預言者よげんしゃであって、アズルの子こであるハナニヤは、主しゅの宮みやで祭司さいしとすべての民たみの前まえでわたしに語かたって言いった、 2「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、わたしはバビロンの王おうのくびきを砕くだいた。 3二年ねんの内うちに、バビロンの王おうネブカデネザルが、この所ところから取とってバビロンに携たずさえて行いった主しゅの宮みやの器うつわを、皆みなこの所ところに帰かえらせる。 4わたしはまたユダの王おうエホヤキムの子こエコニヤと、バビロンに行いったユダのすべての捕とらわれ人びとをこの所ところに帰かえらせる。それは、わたしがバビロンの王おうのくびきを、砕くだくからであると主しゅは言いわれる」。
    


    
      5そこで預言者よげんしゃエレミヤは主しゅの宮みやのうちに立たっている祭司さいしとすべての民たみの前まえで、預言者よげんしゃハナニヤに言いった。 6すなわち預言者よげんしゃエレミヤは言いった、「アァメン。どうか主しゅがこのようにしてくださるように。どうかあなたの預言よげんした言葉ことばが成就じょうじゅして、バビロンに携たずさえて行いった主しゅの宮みやの器うつわとすべての捕とらわれ人びとを、主しゅがバビロンから再ふたたびこの所ところに帰かえらせてくださるように。 7ただし、今いまわたしがあなたとすべての民たみの聞きいている所ところで語かたるこの言葉ことばを聞ききなさい。 8わたしと、あなたの先さきに出でた預言者よげんしゃは、むかしから、多おおくの地ちと大おおきな国くにについて、戦たたかいと、ききんと、疫病えきびょうの事ことを預言よげんした。 9平和へいわを預言よげんする預言者よげんしゃは、その預言者よげんしゃの言葉ことばが成就じょうじゅするとき、真実しんじつに主しゅがその預言者よげんしゃをつかわされたのであることが知しられるのだ」。
    


    
      10そこで預言者よげんしゃハナニヤは預言者よげんしゃエレミヤの首くびから、くびきを取とって、それを砕くだいた。 11そしてハナニヤは、すべての民たみの前まえで語かたり、「主しゅはこう仰おおせられる、『わたしは二年ねんのうちに、このように、万国民ばんこくみんの首くびからバビロンの王おうネブカデネザルのくびきを離はなして砕くだく』」と言いった。預言者よげんしゃエレミヤは去さって行いった。
    


    
      12預言者よげんしゃハナニヤが預言者よげんしゃエレミヤの首くびから、くびきを離はなして砕くだいた後のち、しばらくして主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ、 13「行いって、ハナニヤに告つげなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、あなたは木きのくびきを砕くだいたが、わたしはそれに替かえて鉄てつのくびきを作つくろう。 14万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、わたしは鉄てつのくびきをこの万国民ばんこくみんの首くびに置おいて、バビロンの王おうネブカデネザルに仕つかえさせる。彼かれらはこれに仕つかえる。わたしは野のの獣けものをも彼かれに与あたえた』」。 15預言者よげんしゃエレミヤはまた預言者よげんしゃハナニヤに言いった、「ハナニヤよ、聞ききなさい。主しゅがあなたをつかわされたのではない。あなたはこの民たみに偽いつわりを信しんじさせた。 16それゆえ主しゅは仰おおせられる、『わたしはあなたを地ちのおもてから除のぞく。あなたは主しゅに対たいする反逆はんぎゃくを語かたったので、今いま年としのうちに死しぬのだ』と」。
    


    
      17預言者よげんしゃハナニヤはその年ねんの七月がつに死しんだ。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1これは預言者よげんしゃエレミヤがエルサレムから、かの捕とらえ移うつされた長老ちょうろうたち、およびネブカデネザルによってエルサレムからバビロンに捕とらえ移うつされた祭司さいしと預言者よげんしゃならびにすべての民たみに送おくった手紙てがみに書かきしるした言葉ことばである。 2それはエコニヤ王おうと太后たいこうと宦官かんがんおよびユダとエルサレムのつかさたち、および工匠こうしょうと鍛冶かじとがエルサレムを去さってのちに書かかれたものであって、 3エレミヤはその手紙てがみをシャパンの子こエラサおよびヒルキヤの子こゲマリヤの手てによって送おくった。この人々ひとびとはユダの王おうゼデキヤがバビロンに行いかせ、バビロンの王おうネブカデネザルのもとにつかわしたものであった。その手紙てがみには次つぎのように書かいてあった。 4「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみは、すべて捕とらえ移うつされた者もの、すなわち、わたしがエルサレムから、バビロンに捕とらえ移うつさせた者ものに、こう言いう、 5あなたがたは家いえを建たてて、それに住すみ、畑はたけを作つくってその産物さんぶつを食たべよ。 6妻つまをめとって、むすこ娘むすめを産うみ、また、そのむすこに嫁よめをめとり、娘むすめをとつがせて、むすこ娘むすめを産うむようにせよ。その所ところであなたがたの数かずを増まし、減へってはならない。 7わたしがあなたがたを捕とらえ移うつさせたところの町まちの平安へいあんを求もとめ、そのために主しゅに祈いのるがよい。その町まちが平安へいあんであれば、あなたがたも平安へいあんを得えるからである。 8万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、あなたがたのうちにいる預言者よげんしゃと占うらない師しに惑まどわされてはならない。また彼かれらの見みる夢ゆめに聞きき従したがってはならない。 9それは、彼かれらがわたしの名なによってあなたがたに偽いつわりを預言よげんしているからである。わたしが彼かれらをつかわしたのではないと主しゅは言いわれる。
    


    
      10主しゅはこう言いわれる、バビロンで七十年ねんが満みちるならば、わたしはあなたがたを顧かえりみ、わたしの約束やくそくを果はたし、あなたがたをこの所ところに導みちびき帰かえる。 11主しゅは言いわれる、わたしがあなたがたに対たいしていだいている計画けいかくはわたしが知しっている。それは災わざわいを与あたえようというのではなく、平安へいあんを与あたえようとするものであり、あなたがたに将来しょうらいを与あたえ、希望きぼうを与あたえようとするものである。 12その時とき、あなたがたはわたしに呼よばわり、来きて、わたしに祈いのる。わたしはあなたがたの祈いのりを聞きく。 13あなたがたはわたしを尋たずね求もとめて、わたしに会あう。もしあなたがたが一心いっしんにわたしを尋たずね求もとめるならば、 14わたしはあなたがたに会あうと主しゅは言いわれる。わたしはあなたがたの繁栄はんえいを回復かいふくし、あなたがたを万国ばんこくから、すべてわたしがあなたがたを追おいやった所ところから集あつめ、かつ、わたしがあなたがたを捕とらわれ離はなれさせたそのもとの所ところに、あなたがたを導みちびき帰かえろうと主しゅは言いわれる。
    


    
      15あなたがたは、『主しゅはバビロンでわれわれのために預言者よげんしゃたちを起おこされた』と言いったが、—— 16主しゅはダビデの位くらいに座ざしている王おうと、この町まちに住すむすべての民たみで、あなたがたと共ともに捕とらえ移うつされなかった兄弟きょうだいたちについて、こう言いわれる、 17『万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしは、つるぎと、ききんと、疫病えきびょうを彼かれらに送おくり、彼かれらを悪わるくて食たべられない腐くさったいちじくのようにしてしまう。 18わたしはつるぎと、ききんと、疫病えきびょうをもって彼かれらのあとを追おい、また彼かれらを地ちの万国ばんこくに忌いみきらわれるものとなし、わたしが彼かれらを追おいやる国々くにぐにで、のろいとなり、恐おそれとなり、物笑ものわらいとなり、はずかしめとならせる。 19それは彼かれらがわたしの言葉ことばに聞きき従したがわなかったからであると主しゅは言いわれる。わたしはこの言葉ことばを、わたしのしもべである預言者よげんしゃたちによって、しきりに送おくったが、あなたがたは聞きこうともしなかったと主しゅは言いわれる』。—— 20わたしがエルサレムからバビロンに送おくったあなたがたすべての捕とらわれ人びとよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい、 21『わたしの名なによって、あなたがたに偽いつわりを預言よげんしているコラヤの子こアハブと、マアセヤの子こゼデキヤについて万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、見みよ、わたしは彼かれらをバビロンの王おうネブカデレザルの手てに渡わたす。王おうはあなたがたの目めの前まえで彼かれらを殺ころす。 22バビロンにいるユダの捕とらわれ人びとは皆みな、彼かれらの名なを、のろいの言葉ことばに用もちいて、「主しゅがあなたをバビロンの王おうが火ひで焼やいたゼデキヤとアハブのようにされるように」という。 23それは、彼かれらがイスラエルのうちで愚おろかな事ことをし、隣となりの妻つまと不義ふぎを行おこない、わたしが命めいじたのでない偽いつわりの言葉ことばを、わたしの名なによって語かたったことによるのである。わたしはそれを知しっており、またその証人しょうにんであると主しゅは言いわれる』」。
    


    
      24ネヘラムびとシマヤにあなたは言いいなさい、 25「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、あなたは自分じぶんの名なでエルサレムにいるすべての民たみと、マアセヤの子こ祭司さいしゼパニヤおよびすべての祭司さいしに手紙てがみを送おくって言いう、 26『主しゅは祭司さいしエホヤダに代かわってあなたを祭司さいしとし、主しゅの宮みやをつかさどらせ、すべて狂くるい、かつ預言よげんする者ものを足あしかせと首くびかせにつながせられる。 27そうであるのに、どうしてあなたは、あなたがたに預言よげんしているアナトテのエレミヤを戒いましめないのか。 28彼かれはバビロンにいるわれわれの所ところに手紙てがみを送おくって、捕とらわれの時ときはなお長ながいゆえ、あなたがたは家いえを建たててそこに住すみ、畑はたけを作つくってその産物さんぶつを食たべよと言いってきた』」。
    


    
      29祭司さいしゼパニヤはこの手紙てがみを預言者よげんしゃエレミヤに読よみ聞きかせた。 30その時とき、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ、 31「すべての捕とらわれ人びとに書かき送おくって言いいなさい、ネヘラムびとシマヤの事ことについて主しゅはこう仰おおせられる、わたしはシマヤをつかわさなかったのに、彼かれがあなたがたに預言よげんして偽いつわりを信しんじさせたので、 32主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、わたしはネヘラムびとシマヤとその子孫しそんを罰ばっする。彼かれは主しゅに対たいする反逆はんぎゃくを語かたったゆえ、彼かれに属ぞくする者もので、この民たみのうちに住すみ、わたしが自分じぶんの民たみに行おこなおうとしている良よい事ことを見みるものはひとりもいない」。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことば。 2「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、わたしがあなたに語かたった言葉ことばを、ことごとく書物しょもつにしるしなさい。 3主しゅは言いわれる、見みよ、わたしがわが民たみイスラエルとユダの繁栄はんえいを回復かいふくする日ひが来くる。主しゅがこれを言いわれる。わたしは彼かれらを、その先祖せんぞに与あたえた地ちに帰かえらせ、彼かれらにこれを保たもたせる」。
    


    
      4これは主しゅがイスラエルとユダについて言いわれた言葉ことばである。

      
        5「主しゅはこう仰おおせられる、

        われわれはおののきの声こえを聞きいた。

        恐おそれがあり、平安へいあんはない。

        6子こを産うむ男おとこがあるか、尋たずねてみよ。

        どうして男おとこがみな子こを産うむ女おんなのように

        手てを腰こしにおくのをわたしは見みるのか。

        なぜ、どの人ひとの顔色かおいろも青あおく変かわっているのか。

        7悲かなしいかな、その日ひは大おおいなる日ひであって、

        それに比くらべるべき日ひはない。

        それはヤコブの悩なやみの時ときである。

        しかし彼かれはそれから救すくい出だされる。

      

    


    
      8万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられる、その日ひわたしは彼かれらの首くびからそのくびきを砕くだき離はなし、彼かれらの束縛そくばくを解とく。異邦いほうの人ひとはもはや、彼かれらを使役しえきすることをしない。 9彼かれらはその神かみ、主しゅと、わたしが彼かれらのために立たてるその王おうダビデに仕つかえる。

      
        10主しゅは仰おおせられる、

        わがしもべヤコブよ、恐おそれることはない、

        イスラエルよ、驚おどろくことはない。

        見みよ、わたしがあなたを救すくって、遠とおくからかえし、

        あなたの子孫しそんを救すくって、

        その捕とらえ移うつされた地ちからかえすからだ。

        ヤコブは帰かえってきて、穏おだやかに安やすらかにおり、

        彼かれを恐おそれさせる者ものはない。

        11主しゅは言いわれる、

        わたしはあなたと共ともにいて、あなたを救すくう。

        わたしはあなたを散ちらした国々くにぐにを

        ことごとく滅ほろぼし尽つくす。

        しかし、あなたを滅ほろぼし尽つくすことはしない。

        わたしは正ただしい道みちに従したがってあなたを懲こらしめる。

        決けっして罰ばっしないではおかない。

      


      
        12主しゅはこう仰おおせられる、

        あなたの痛いたみはいえず、あなたの傷きずは重おもい。

        13あなたの訴うったえを支持しじする者ものはなく、

        あなたの傷きずをつつむ薬くすりはなく、

        あなたをいやすものもない。

        14あなたの愛あいする者ものは皆みなあなたを忘わすれて

        あなたの事ことを心こころに留とめない。

        それは、あなたのとがが多おおく、

        あなたの罪つみがはなはだしいので、

        わたしがあだを撃うつようにあなたを撃うち、

        残忍ざんにんな敵てきのように懲こらしたからだ。

        15なぜ、あなたの傷きずのために叫さけぶのか、

        あなたの悩なやみはいえることはない。

        あなたのとがが多おおく、

        あなたの罪つみがはなはだしいので、

        これらの事ことをわたしはあなたにしたのである。

        16しかし、すべてあなたを食くい滅ほろぼす者ものは

        食くい滅ほろぼされ、

        あなたをしえたげる者ものは、

        ひとり残のこらず、捕とらえ移うつされ、

        あなたをかすめる者ものは、かすめられ、

        すべてあなたの物ものを奪うばう者ものは奪うばわれる者ものとなる。

        17主しゅは言いわれる、

        わたしはあなたの健康けんこうを回復かいふくさせ、

        あなたの傷きずをいやす。

        それは、人ひとがあなたを捨すてられた者ものとよび、

        『だれも心こころに留とめないシオン』というからである。

      


      
        18主しゅはこう仰おおせられる、

        見みよ、わたしはヤコブの天幕てんまくを再ふたたび栄さかえさせ、

        そのすまいにあわれみを施ほどこす。

        町まちは、その丘おかに建たてなおされ、

        宮殿きゅうでんはもと立たっていた所ところに立たつ。

        19感謝かんしゃの歌うたと喜よろこぶ者ものの声こえとが、その中なかから出でる。

        わたしが彼かれらを増ますゆえ、彼かれらは少すくなくはなく、

        また彼かれらを尊たっとばれしめるゆえ、

        卑いやしめられることはない。

        20その子こらは、いにしえのようになり、

        その会衆かいしゅうはわたしの前まえに堅かたく立たつ。

        すべて彼かれらをしえたげる者ものをわたしは罰ばっする。

        21その君きみは彼かれら自身じしんのうちのひとりであり、

        そのつかさは、そのうちから出でる。

        わたしは彼かれをわたしに近ちかづけ、彼かれはわたしに近ちかづく。

        だれか自分じぶんの命いのちをかけて

        わたしに近ちかづく者ものがあろうかと

        主しゅは言いわれる。

        22あなたがたは、わたしの民たみとなり、

        わたしはあなたがたの神かみとなる」。

      


      
        23見みよ、主しゅの暴風ぼうふうがくる。

        憤いきどおりと、つむじ風かぜが出でて、悪人あくにんのこうべをうつ。

        24主しゅの激はげしい怒いかりは、

        み心こころに思おもい定さだめられたことを行おこなって、

        これを遂とげるまで、退しりぞくことはない。

        末すえの日ひにあなたがたはこれを悟さとるのである。

      

    

  


  


  
    第三十一章


    
      1「主しゅは言いわれる、その時ときわたしはイスラエルの全部ぜんぶ族ぞくの神かみとなり、彼かれらはわたしの民たみとなる」。

      
        2主しゅはこう言いわれる、

        「つるぎをのがれて生いき残のこった民たみは、

        荒野あらので恵めぐみを得えた。

        イスラエルが安息あんそくを求もとめた時とき、

        3主しゅは遠とおくから彼かれに現あらわれた。

        わたしは限かぎりなき愛あいをもってあなたを愛あいしている。

        それゆえ、わたしは絶たえずあなたに

        真実しんじつをつくしてきた。

        4イスラエルのおとめよ、

        再ふたたびわたしはあなたを建たてる、あなたは建たてられる。

        あなたは再ふたたび鼓つづみをもって身みを飾かざり、

        出でて行いって、喜よろこび楽たのしむ者ものと共ともに踊おどる。

        5またあなたはぶどうの木きをサマリヤの山やまに植うえる。

        植うえる者ものは、植うえてその実みを食たべることができる。

        6見守みまもる者ものがエフライムの山やまの上うえに立たって

        呼よばわる日ひが来くる。

        『立たって、シオンに上のぼり、

        われわれの神かみ、主しゅに、もうでよう』と」。

      


      
        7主しゅはこう仰おおせられる、

        「ヤコブのために喜よろこんで声こえ高たかく歌うたい、

        万国ばんこくのかしらのために叫さけび声ごえをあげよ。

        告つげ示しめし、ほめたたえて言いえ、

        『主しゅはその民たみイスラエルの残のこりの者ものを救すくわれた』と。

        8見みよ、わたしは彼かれらを北きたの国くにから連つれ帰かえり、

        彼かれらを地ちの果はてから集あつめる。

        彼かれらのうちには、盲人もうじんやあしなえ、

        妊婦にんぷ、産婦さんぷも共ともにいる。

        彼かれらは大おおきな群むれとなって、ここに帰かえってくる。

        9彼かれらは泣なき悲かなしんで帰かえってくる。

        わたしは慰なぐさめながら彼かれらを導みちびき帰かえる。

        彼かれらがつまずかないように、まっすぐな道みちにより、

        水みずの流ながれのそばを通とおらせる。

        それは、わたしがイスラエルの父ちちであり、

        エフライムはわたしの長子ちょうしだからである。

      


      
        10万国ばんこくの民たみよ、あなたがたは主しゅの言葉ことばを聞きき、

        これを遠とおい、海沿うみぞいの地ちに示しめして言いいなさい、

        『イスラエルを散ちらした者ものがこれを集あつめられる。

        牧者ぼくしゃがその群むれを守まもるようにこれを守まもられる』と。

        11すなわち主しゅはヤコブをあがない、

        彼かれらよりも強つよい者ものの手てから彼かれを救すくいだされた。

        12彼かれらは来きてシオンの山やまで声こえ高たかく歌うたい、

        主しゅから賜たまわった良よい物もののために、

        穀物こくもつと酒さけと油あぶらおよび若わかき羊ひつじと牛うしのために、

        喜よろこびに輝かがやく。

        その魂たましいは潤うるおう園そののようになり、

        彼かれらは重かさねて憂うれえることがない。

        13その時ときおとめたちは舞まって楽たのしみ、

        若わかい者ものも老おいた者ものも共ともに楽たのしむ。

        わたしは彼かれらの悲かなしみを喜よろこびにかえ、

        彼かれらを慰なぐさめ、憂うれいの代かわりに喜よろこびを与あたえる。

        14わたしは多おおくのささげ物もので、祭司さいしの心こころを飽あかせ、

        わたしの良よき物もので、わたしの民たみを満みち足たらせると

        主しゅは言いわれる」。

      


      
        15主しゅはこう仰おおせられる、

        「嘆なげき悲かなしみ、いたく泣なく声こえがラマで聞きこえる。

        ラケルがその子こらのために嘆なげくのである。

        子こらがもはやいないので、

        彼女かのじょはその子こらのことで慰なぐさめられるのを願ねがわない」。

        16主しゅはこう仰おおせられる、

        「あなたは泣なく声こえをとどめ、

        目めから涙なみだをながすことをやめよ。

        あなたのわざに報むくいがある。

        彼かれらは敵てきの地ちから帰かえってくると主しゅは言いわれる。

        17あなたの将来しょうらいには希望きぼうがあり、

        あなたの子供こどもたちは自分じぶんの国くにに帰かえってくると

        主しゅは言いわれる。

        18わたしは確たしかに、エフライムが

        こう言いって嘆なげくの聞きいた、

        『あなたはわたしを懲こらしめられた、

        わたしはくびきに慣なれない子こ牛うしのように

        懲こらしめをうけた。

        主しゅよ、あなたはわたしの神かみ、主しゅでいらせられる、

        わたしを連つれ帰かえって、もとにかえしてください。

        19わたしはそむき去さった後のち、悔くい、

        教おしえをうけた後のち、ももを打うった。

        若わかい時ときのはずかしめが身みにあるので、

        わたしは恥はじ、うろたえた』。

        20主しゅは言いわれる、

        エフライムはわたしの愛あいする子こ、

        わたしの喜よろこぶ子こであろうか。

        わたしは彼かれについて語かたるごとに、

        なお彼かれを忘わすれることができない。

        それゆえ、わたしの心こころは彼かれをしたっている。

        わたしは必かならず彼かれをあわれむ。

        21みずからのために道みちしるべを置おき、

        みずからのために標柱ひょうちゅうを立たてよ。

        大路おおじに、あなたの通とおって行いった道みちに心こころを留とめよ。

        イスラエルのおとめよ、帰かえれ、

        これらの、あなたの町々まちまちに帰かえれ。

        22不信ふしんの娘むすめよ、いつまでさまようのか。

        主しゅは地ちの上うえに新あたらしい事ことを創造そうぞうされたのだ、

        女おんなが男おとこを保護ほごする事ことである」。

      

    


    
      23万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、「わたしが彼かれらを再ふたたび栄さかえさせる時とき、人々ひとびとはまたユダの地ちとその町々まちまちでこの言葉ことばを言いう、

      
        『正義せいぎのすみかよ、聖せいなる山やまよ、

        どうか主しゅがおまえを祝福しゅくふくしてくださるように』。

      
24ユダとそのすべての町まちの人ひと、および農夫のうふと群むれを飼かって歩あるき回まわる者ものは共ともにそこに住すむ。 25わたしが疲つかれた魂たましいを飽あき足たらせ、すべて悩なやんでいる魂たましいを慰なぐさめるからである」。
    


    
      26ここでわたしは目めをさましたが、わたしの眠ねむりは、ここちよかった。
    


    
      27「主しゅは言いわれる、見みよ、わたしが人ひとの種たねと獣けものの種たねとをイスラエルの家いえとユダの家いえとにまく日ひが来くる。 28わたしは彼かれらを抜ぬき、砕くだき、倒たおし、滅ほろぼし、悩なやまそうと待まちかまえていたように、また彼かれらを建たて、植うえようと待まちかまえていると主しゅは言いわれる。 29その時とき、彼かれらはもはや、

      
        『父ちちがすっぱいぶどうを食たべたので、

        子こどもの歯はがうく』

      
とは言いわない。 30人ひとはめいめい自分じぶんの罪つみによって死しぬ。すっぱいぶどうを食たべる人ひとはみな、その歯はがうく。
    


    
      31主しゅは言いわれる、見みよ、わたしがイスラエルの家いえとユダの家いえとに新あたらしい契約けいやくを立たてる日ひが来くる。 32この契約けいやくはわたしが彼かれらの先祖せんぞをその手てをとってエジプトの地ちから導みちびき出だした日ひに立たてたようなものではない。わたしは彼かれらの夫おっとであったのだが、彼かれらはそのわたしの契約けいやくを破やぶったと主しゅは言いわれる。 33しかし、それらの日ひの後のちにわたしがイスラエルの家いえに立たてる契約けいやくはこれである。すなわちわたしは、わたしの律法りっぽうを彼かれらのうちに置おき、その心こころにしるす。わたしは彼かれらの神かみとなり、彼かれらはわたしの民たみとなると主しゅは言いわれる。 34人ひとはもはや、おのおのその隣となりとその兄弟きょうだいに教おしえて、『あなたは主しゅを知しりなさい』とは言いわない。それは、彼かれらが小しょうより大だいに至いたるまで皆みな、わたしを知しるようになるからであると主しゅは言いわれる。わたしは彼かれらの不義ふぎをゆるし、もはやその罪つみを思おもわない」。

      
        35主しゅはこう言いわれる、すなわち

        太陽たいようを与あたえて昼ひるの光ひかりとし、

        月つきと星ほしとを定さだめて夜よるの光ひかりとし、

        海うみをかき立たてて、その波なみを鳴なりとどろかせる者もの——

        その名なは万軍ばんぐんの主しゅという。

        36主しゅは言いわれる、

        「もしこの定さだめがわたしの前まえですたれてしまうなら、

        イスラエルの子孫しそんもすたって、

        永久えいきゅうにわたしの前まえで民たみであることはできない」。

        37主しゅはこう言いわれる、

        「もし上うえの天てんを量はかることができ、

        下したの地ちの基もといを探さぐることができるなら、

        そのとき、わたしはイスラエルのすべての子孫しそんを

        そのもろもろの行おこないのために捨すて去さると

        主しゅは言いわれる」。

      
38主しゅは言いわれる、「見みよ、この町まちが、ハナネルの塔とうから隅すみの門もんまで、主しゅのために再建さいけんされる時ときが来くる。 39測はかりなわはそれよりも遠とおくまっすぐに延のびて、ガレブの丘おかに達たっし、ゴアのほうに向むかう。 40死体したいと灰はいとの谷たにの全部ぜんぶ、またキデロンの谷たにに行いくまでと、東ひがしのほうの馬うまの門もんのすみに行いくまでとのすべての畑はたけはみな主しゅの聖せいなる所ところとなり、永遠えいえんにわたって、ふたたび抜ぬかれ、また倒たおされることはない」。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1ユダの王おうゼデキヤの十年ねん、すなわちネブカデレザルの十八年ねんに、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ。 2その時とき、バビロンの王おうの軍勢ぐんぜいがエルサレムを攻せめ囲かこんでいて、預言者よげんしゃエレミヤはユダの王おうの宮殿きゅうでんにある監視かんしの庭にわのうちに監禁かんきんされていた。 3ユダの王おうゼデキヤが彼かれを閉とじ込こめたのであるが、王おうは言いった、「なぜあなたは預言よげんして言いうのか、『主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、わたしはこの町まちをバビロンの王おうの手てに渡わたし、彼かれはこれを取とる。 4またユダの王おうゼデキヤはカルデヤびとの手てをのがれることなく、かならずバビロンの王おうの手てに渡わたされ、顔かおと顔かおを合あわせて彼かれと語かたり、目めと目めは相あいまみえる。 5そして彼かれはゼデキヤをバビロンに引ひいていき、ゼデキヤは、わたしが彼かれを顧かえりみる時ときまで、そこにいると主しゅは言いわれる。あなたがたは、カルデヤびとと戦たたかっても勝かつことはできない』と」。
    


    
      6エレミヤは言いった、「主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いわれる、 7『見みよ、あなたのおじシャルムの子こハナメルがあなたの所ところに来きて言いう、「アナトテにあるわたしの畑はたけを買かいなさい。それは、これを買かい取とり、あがなう権利けんりがあなたにあるから」と』。 8はたして主しゅの言葉ことばのように、わたしのいとこであるハナメルが監視かんしの庭にわのうちにいるわたしの所ところに来きて言いった、『ベニヤミンの地ちのアナトテにあるわたしの畑はたけを買かってください。所有しょゆうするのも、あがなうのも、あなたの権利けんりなのです。買かい取とってあなたの物ものにしてください。これが主しゅの言葉ことばであるのをわたしは知しっていました』。
    


    
      9そこでわたしは、いとこのハナメルからアナトテにある畑はたけを買かい取とり、銀ぎん十七シケルを量はかって彼かれに支払しはらった。 10すなわち、わたしはその証書しょうしょをつくって、これに記名きめいし、それを封印ふういんし、証人しょうにんを立たて、はかりをもって銀ぎんを量はかって与あたえた。 11そしてわたしはその約定やくじょうをしるして封印ふういんした買収ばいしゅう証書しょうしょと、封印ふういんのない写うつしとを取とり、 12いとこのハナメルと、買収ばいしゅう証書しょうしょに記名きめいした証人しょうにんたち、および監視かんしの庭にわにすわっているすべてのユダヤ人ひとの前まえで、その証書しょうしょをマアセヤの子こであるネリヤの子こバルクに与あたえ、 13彼かれらの前まえで、わたしはバルクに命めいじて言いった、 14『万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、これらの証書しょうしょすなわち、この買収ばいしゅう証書しょうしょの封印ふういんしたものと、封印ふういんのない写うつしとを取とり、これらを土つちの器うつわに入いれて、長ながく保存ほぞんせよ。 15万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみがこう言いわれるからである、「この地ちで人々ひとびとはまた家いえと畑はたけとぶどう畑はたけを買かうようになる」と』。
    


    
      16わたしは買収ばいしゅう証書しょうしょをネリヤの子こバルクに渡わたしたあとで主しゅに祈いのって言いった、 17『ああ主しゅなる神かみよ、あなたは大おおいなる力ちからと、伸のべた腕うでをもって天てんと地ちをお造つくりになったのです。あなたのできないことは、ひとつもありません。 18あなたはいつくしみを千万人にんに施ほどこし、また父ちちの罪つみをそののちの子孫しそんに報むくいられるのです。あなたは大おおいなる全能ぜんのうの神かみでいらせられ、その名なは万軍ばんぐんの主しゅと申もうされます。 19あなたの計はかりごとは大おおきく、また、事ことを行おこなうのに力ちからがあり、あなたの目めは人々ひとびとの歩あゆむすべての道みちを見みて、おのおのの道みちにしたがい、その行おこないの実みによってこれに報むくいられます。 20あなたは、しるしと、不思議ふしぎなわざとをエジプトの地ちに行おこない、また今日こんにちに至いたるまでイスラエルと全ぜん人類じんるいのうちに行おこない、そして今日こんにちのように名なをあげられました。 21あなたは、しるしと、不思議ふしぎなわざと、強つよい手てと、伸のべた腕うでと、大おおいなる恐おそるべき事ことをもって、あなたの民たみイスラエルをエジプトの地ちから導みちびき出だし、 22この地ちを彼かれらに賜たまわりました。これはあなたが彼かれらの先祖せんぞたちに与あたえようと誓ちかわれた乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちです。 23こうして彼かれらは、はいってこれを獲えたのですが、あなたの声こえに聞きき従したがわず、あなたの律法りっぽうを行おこなわず、すべてあなたがせよと命めいじられたことをしなかったので、あなたはこの災わざわいを彼かれらの上うえにお下くだしになりました。 24見みよ、塁るいが築きずきあげられたのは、この町まちを取とるためです。つるぎと、ききんと、疫病えきびょうのために、町まちはこれを攻せめているカルデヤびとの手てに渡わたされます。あなたの言いわれたようになりましたのは、ごらんのとおりであります。 25主しゅなる神かみよ、あなたはわたしに言いわれました、「銀ぎんをもって畑はたけを買かい、証人しょうにんを立たてよ」と。そうであるのに、町まちはカルデヤびとの手てに渡わたされています』」。
    


    
      26主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ、 27「見みよ、わたしは主しゅである、すべて命いのちある者ものの神かみである。わたしにできない事ことがあろうか。 28それゆえ、主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしはこの町まちをカルデヤびとと、バビロンの王おうネブカデレザルの手てに渡わたす。彼かれはこれを取とる。 29この町まちを攻せめているカルデヤびとがきて、この町まちに火ひをつけて焼やき払はらう。屋根やねの上うえで人々ひとびとが、バアルに香こうをたき、ほかの神々かみがみに酒さけをそそいで、わたしを怒いからせたその家いえをも彼かれらは焼やく。 30それは、イスラエルの人々ひとびととユダの人々ひとびととは、その若わかい時ときから、わたしの前まえに悪わるいことのみを行おこない、またイスラエルの民たみはその手てのわざをもって、わたしを怒いからせることばかりをしたからであると主しゅは言いわれる。 31この町まちはそれが建たった日ひからきょうまで、わたしの怒いかりと憤いきどおりとをひき起おこしてきたので、わたしの前まえからこれを除のぞき去さるのである。 32それは、イスラエルの民たみとユダの民たみとが、もろもろの悪あくを行いって、わたしを怒いからせたことによるのである。——彼かれらの王おうたちと、そのつかさたち、祭司さいしたち、預言者よげんしゃたち、またユダの人々ひとびととエルサレムの住民じゅうみんたちが皆みなそうである。 33彼かれらはその背中せなかをわたしに向むけて顔かおをわたしに向むけず、わたしがたゆまず教おしえたにもかかわらず、彼かれらは教おしえを聞きかず、またうけないのである。 34彼かれらは憎にくむべき物ものを、わが名なをもって呼よばれている家いえにすえつけて、そこを汚けがし、 35またベンヒンノムの谷たににバアルの高たかき所ところを築きずいて、むすこ娘むすめをモレクにささげた。わたしは彼かれらにこのようなことを命めいじたことはなく、また彼かれらがこの憎にくむべきことを行いって、ユダに罪つみを犯おかさせようとは考かんがえもしなかった。
    


    
      36それゆえ今いまイスラエルの神かみ、主しゅは、この町まち、すなわちあなたがたが、『つるぎと、ききんと、疫病えきびょうのためにバビロンの王おうの手てに渡わたされる』といっている町まちについてこう仰おおせられる、 37見みよ、わたしは、わたしの怒いかりと憤いきどおりと大おおいなる怒いかりをもって、彼かれらを追おいやったもろもろの国くにから彼かれらを集あつめ、この所ところへ導みちびきかえって、安やすらかに住すまわせる。 38そして彼かれらはわたしの民たみとなり、わたしは彼かれらの神かみとなる。 39わたしは彼かれらに一つの心こころと一つの道みちを与あたえて常つねにわたしを恐おそれさせる。これは彼かれらが彼かれら自身じしんとその後のちの子孫しそんの幸さいわいを得えるためである。 40わたしは彼かれらと永遠えいえんの契約けいやくを立たてて、彼かれらを見捨みすてずに恵めぐみを施ほどこすことを誓ちかい、またわたしを恐おそれる恐おそれを彼かれらの心こころに置おいて、わたしを離はなれることのないようにしよう。 41わたしは彼かれらに恵めぐみを施ほどこすことを喜よろこびとし、心こころをつくし、精神せいしんをつくし、真実しんじつをもって彼かれらをこの地ちに植うえる。 42主しゅはこう仰おおせられる、わたしがこのもろもろの大おおきな災わざわいをこの民たみに下くだしたように、わたしが彼かれらに約束やくそくするもろもろの幸さいわいを彼かれらの上うえに下くだす。 43人々ひとびとはこの地ちに畑はたけを買かうようになる。あなたがたが、『それは荒あれて人ひとも獣けものもいなくなり、カルデヤびとの手てに渡わたされてしまう』といっている地ちである。 44人々ひとびとはベニヤミンの地ちと、エルサレムの周囲しゅういと、ユダの町々まちまちと、山地さんちの町々まちまちと、平地へいちの町々まちまちと、ネゲブの町々まちまちで、銀ぎんをもって畑はたけを買かい、証書しょうしょをつくって、これに記名きめいし封印ふういんし、また証人しょうにんを立たてる。それは、わたしが彼かれらを再ふたたび栄さかえさせるからであると主しゅは言いわれる」。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1エレミヤがなお監視かんしの庭にわに閉とじ込こめられている時とき、主しゅの言葉ことばはふたたび彼かれに臨のぞんだ、 2「地ちを造つくられた主しゅ、それを形かたち造つくって堅かたく立たたせられた主しゅ、その名なを主しゅと名なのっておられる者ものがこう仰おおせられる、 3わたしに呼よび求もとめよ、そうすれば、わたしはあなたに答こたえる。そしてあなたの知しらない大おおきな隠かくされている事ことを、あなたに示しめす。 4イスラエルの神かみ、主しゅは塁るいと、つるぎとを防ふせぐために破壊はかいされたこの町まちの家いえと、ユダの王おうの家いえについてこう言いわれる、 5カルデヤびとは来きて戦たたかい、わたしが怒いかりと憤いきどおりをもって殺ころす人々ひとびとの死体したいを、それに満みたす。わたしは人々ひとびとのもろもろの悪あくのために、この町まちにわたしの顔かおをおおい隠かくした。 6見みよ、わたしは健康けんこうと、いやしとを、ここにもたらして人々ひとびとをいやし、豊ゆたかな繁栄はんえいと安全あんぜんとを彼かれらに示しめす。 7わたしはユダとイスラエルを再ふたたび栄さかえさせ、彼かれらを建たてて、もとのようにする。 8わたしは彼かれらがわたしに向むかって犯おかした罪つみのすべてのとがを清きよめ、彼かれらがわたしに向むかって犯おかした罪つみと反逆はんぎゃくのすべてのとがをゆるす。 9この町まちは地ちのもろもろの民たみの前まえに、わたしのために喜よろこびの名なとなり、誉ほまれとなり、栄さかえとなる。彼かれらはわたしがわたしの民たみに施ほどこすもろもろの恵めぐみのことを聞きく。そして、わたしがこの町まちに施ほどこすもろもろの恵めぐみと、もろもろの繁栄はんえいのために恐おそれて身みをふるわす。
    


    
      10主しゅはこう言いわれる、あなたがたが、『それは荒あれて、人ひともおらず獣けものもいない』というこの所ところ、すなわち、荒あれて、人ひともおらず住すむ者ものもなく、獣けものもいないユダの町まちとエルサレムのちまたに、 11再ふたたび喜よろこびの声こえ、楽たのしみの声こえ、花婿はなむこの声こえ、花嫁はなよめの声こえ、および

      
        『万軍ばんぐんの主しゅに感謝かんしゃせよ、

        主しゅは恵めぐみふかく、

        そのいつくしみは、いつまでも絶たえることがない』

      
といって、感謝かんしゃの供そなえ物ものを主しゅの宮みやに携たずさえてくる者ものの声こえが聞きこえる。それは、わたしがこの地ちを再ふたたび栄さかえさせて初はじめのようにするからであると主しゅは言いわれる。
    


    
      12万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、荒あれて、人ひともおらず獣けものもいないこの所ところと、そのすべての町々まちまちに再ふたたびその群むれを伏ふさせる牧者ぼくしゃのすまいがあるようになる。 13山地さんちの町々まちまちと、平地へいちの町々まちまちと、ネゲブの町々まちまちと、ベニヤミンの地ち、エルサレムの周囲しゅういと、ユダの町々まちまちで、群むれは再ふたたびそれを数かぞえる者ものの手ての下したを通とおりすぎると主しゅは言いわれる。
    


    
      14主しゅは言いわれる、見みよ、わたしがイスラエルの家いえとユダの家いえに約束やくそくしたことをなし遂とげる日ひが来くる。 15その日ひ、その時ときになるならば、わたしはダビデのために一つの正ただしい枝えだを生しょうじさせよう。彼かれは公平こうへいと正義せいぎを地ちに行おこなう。 16その日ひ、ユダは救すくいを得え、エルサレムは安やすらかにおる。その名なは『主しゅはわれわれの正義せいぎ』ととなえられる。
    


    
      17主しゅはこう仰おおせられる、イスラエルの家いえの位くらいに座ざする人ひとがダビデの子孫しそんのうちに欠かけることはない。 18またわたしの前まえに燔祭はんさいをささげ、素祭そさいを焼やき、つねに犠牲ぎせいをささげる人ひとが、レビびとである祭司さいしのうちに絶たえることはない」。
    


    
      19主しゅの言葉ことばはエレミヤに臨のぞんだ、 20「主しゅはこう仰おおせられる、もしあなたがたが、昼ひると結むすんだわたしの契約けいやくを破やぶり、また夜よると結むすんだわたしの契約けいやくを破やぶり、昼ひると夜よるが定さだめられた時ときに来きないようにすることができるならば、 21しもべダビデとわたしが結むすんだ契約けいやくもまた破やぶれ、彼かれはその位くらいに座ざして王おうとなる子こを与あたえられない。またわたしがわたしに仕つかえるレビびとである祭司さいしに立たてた契約けいやくも破やぶれる。 22天てんの星ほしは数かぞえることができず、浜はまの砂すなは量はかることができない。そのようにわたしは、しもべダビデの子孫しそんと、わたしに仕つかえるレビびとである祭司さいしの数かずを増まそう」。
    


    
      23主しゅの言葉ことばはエレミヤに臨のぞんだ、 24「あなたはこの民たみが、『主しゅは自みずから選えらんだ二つのやからを捨すてた』といっているのを聞きかないか。彼かれらはこのようにわたしの民たみを侮あなどって、これを国くにとみなさないのである。 25主しゅはこう言いわれる、もしわたしが昼ひると夜よるとに契約けいやくを立たてず、また天地てんちのおきてを定さだめなかったのであれば、 26わたしは、ヤコブとわたしのしもべダビデとの子孫しそんを捨すてて、再ふたたび彼かれの子孫しそんのうちからアブラハム、イサク、ヤコブの子孫しそんを治おさめる者ものを選えらばない。わたしは彼かれらを再ふたたび栄さかえさせ、彼かれらにあわれみをたれよう」。
    

  


  


  
    第三十四章


    
      1バビロンの王おうネブカデレザルがその全ぜん軍ぐんと、彼かれに従したがっている地ちのすべての国くにの人々ひとびと、およびもろもろの民たみを率ひきいて、エルサレムとその町々まちまちを攻せめて戦たたかっていた時ときに、主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことば、 2「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、行いってユダの王おうゼデキヤに告つげて言いいなさい、『主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしはこの町まちをバビロンの王おうの手てに渡わたす。彼かれは火ひでこれを焼やく。 3あなたはその手てをのがれることはできない、必かならず捕とらえられてその手てに渡わたされる。あなたはまのあたりバビロンの王おうを見み、顔かおと顔かおを合あわせて彼かれと語かたる。それからバビロンへ行いく』。 4しかしユダの王おうゼデキヤよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。主しゅはあなたの事ことについてこう言いわれる、『あなたはつるぎで死しぬことはない。 5あなたは安やすらかに死しぬ。民たみはあなたの先祖せんぞであるあなたの先さきの王おうたちのために香こうをたいたように、あなたのためにも香こうをたき、またあなたのために嘆なげいて「ああ、主君しゅくんよ」と言いう』。わたしがこの言葉ことばをいうのであると主しゅは言いわれる」。
    


    
      6そこで預言者よげんしゃエレミヤはこの言葉ことばをことごとくエルサレムでユダの王おうゼデキヤに告つげた。 7その時ときバビロンの王おうの軍勢ぐんぜいはエルサレム、および残のこっているユダのすべての町まち、すなわちラキシとアゼカを攻せめて戦たたかっていた。それはユダの町々まちまちのうちに、これらの堅固けんごな町まちがなお残のこっていたからである。
    


    
      8ゼデキヤ王おうがエルサレムにいるすべての民たみと契約けいやくを立たてて、彼かれらに釈放しゃくほうのことを告つげ示しめした後のちに、主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことば。 9その契約けいやくはすなわち人ひとがおのおのそのヘブルびとである男女だんじょの奴隷どれいを解放かいほうし、その兄弟きょうだいであるユダヤ人ひとを奴隷どれいとしないことを定さだめたものであった。 10この契約けいやくをしたつかさたちと、すべての民たみは人ひとがおのおのその男女だんじょの奴隷どれいを解放かいほうし、再ふたたびこれを奴隷どれいとしないということに聞きき従したがって、これを解放かいほうしたが、 11後のちに心こころを翻ひるがえし、解放かいほうした男女だんじょの奴隷どれいをひきかえさせ、再ふたたびこれを従したがわせて奴隷どれいとした。 12そこで主しゅの言葉ことばが主しゅからエレミヤに臨のぞんだ、 13「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、わたしはあなたがたの先祖せんぞをエジプトの地ち、その奴隷どれいであった家いえから導みちびき出だした時とき、彼かれらと契約けいやくを立たてて言いった、 14『あなたがたの兄弟きょうだいであるヘブルびとで、あなたがたに身みを売うり、六年ねんの間あいだあなたがたに仕つかえた者ものは、六年ねんの終おわりに、あなたがたおのおのがこれを解放かいほうしなければならない。あなたがたは彼かれを解放かいほうして、あなたがたに仕つかえることをやめさせなければならない』。ところがあなたがたの先祖せんぞたちはわたしに聞きき従したがわず、またその耳みみを傾かたむけなかった。 15しかしあなたがたは今日こんにち、心こころを改あらため、おのおのその隣となり人びとに釈放しゃくほうのことを告つげ示しめして、わたしの見みて正ただしいとすることを行おこない、かつわたしの名なをもってとなえられる家いえで、わたしの前まえに契約けいやくを立たてた。 16ところがあなたがたは再ふたたび心こころを翻ひるがえして、わたしの名なを汚けがし、おのおの男女だんじょの奴隷どれいをその願ねがいのままに解放かいほうしたのをひきかえさせ、再ふたたびこれを従したがわせて、あなたがたの奴隷どれいとした。 17それゆえに、主しゅはこう仰おおせられる、あなたがたがわたしに聞きき従したがわず、おのおのその兄弟きょうだいとその隣となりに釈放しゃくほうのことを告つげ示しめさなかったので、見みよ、わたしはあなたがたのために釈放しゃくほうを告つげ示しめして、あなたがたをつるぎと、疫病えきびょうと、ききんとに渡わたすと主しゅは言いわれる。わたしはあなたがたを地ちのもろもろの国くにに忌いみきらわれるものとする。 18わたしの契約けいやくを破やぶり、わたしの前まえに立たてた契約けいやくの定さだめに従したがわない人々ひとびとを、わたしは彼かれらが二つに裂さいて、その二つの間あいだを通とおった子こ牛うしのようにする。—— 19すなわち二つに分わけた子こ牛うしの間あいだを通とおったユダのつかさたち、エルサレムのつかさたちと宦官かんがんと祭司さいしと、この地ちのすべての民たみを、 20わたしはその敵てきの手てと、その命いのちを求もとめる者ものの手てに渡わたす。その死体したいは空そらの鳥とりと野のの獣けものの食物しょくもつとなる。 21わたしはまたユダの王おうゼデキヤと、そのつかさたちをその敵てきの手て、その命いのちを求もとめる者ものの手て、あなたがたを離はなれて去さったバビロンの王おうの軍勢ぐんぜいの手てに渡わたす。 22主しゅは言いわれる、見みよ、わたしは彼かれらに命めいじて、この町まちに引ひきかえしてこさせる。彼かれらはこの町まちを攻せめて戦たたかい、これを取とり、火ひを放はなって焼やき払はらう。わたしはユダの町々まちまちを住すむ人ひとのない荒あれ地ちとする」。
    

  


  


  
    第三十五章


    
      1ユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムの時とき、主しゅからエレミヤに臨のぞんだ言葉ことば。 2「レカブびとの家いえに行いって、彼かれらと語かたり、彼かれらを主しゅの宮みやの一室いっしつに連つれてきて、酒さけを飲のませなさい」。 3そこでわたしはハバジニヤの子こエレミヤの子こであるヤザニヤと、その兄弟きょうだいと、そのむすこたち、およびレカブびとの全家ぜんかを連つれ、 4これを主しゅの宮みやにあるハナンの子こたちの室しつに連つれてきた。ハナンはイグダリヤの子こであって神かみの人ひとであった。その室しつは、つかさたちの室しつの次つぎにあって、門もんを守まもるシャルムの子こマアセヤの室しつの上うえにあった。 5わたしはレカブびとの前まえに酒さけを満みたしたつぼと杯さかずきを置おき、彼かれらに、「酒さけを飲のみなさい」と言いったが、 6彼かれらは答こたえた、「われわれは酒さけを飲のみません。それは、レカブの子こであるわれわれの先祖せんぞヨナダブがわれわれに命めいじて、『あなたがたとあなたがたの子孫しそんはいつまでも酒さけを飲のんではならない。 7また家いえを建たてず、種たねをまかず、またぶどう畑はたけを植うえてはならない。またこれを所有しょゆうしてはならない。あなたがたは生いきながらえる間あいだは幕屋まくやに住すんでいなさい。そうするならば、あなたがたはその宿やどっている地ちに長ながく生いきることができると言いったからです』。 8こうしてわれわれは、レカブの子こであるわれわれの先祖せんぞヨナダブがすべて命めいじた言葉ことばに従したがって、われわれも、妻つまも、むすこ娘むすめも生いきながらえる間あいだ、酒さけを飲のまず、 9住すむ家いえを建たてず、ぶどう畑はたけも畑はたけも種たねも持もたないで、 10幕屋まくやに住すみ、すべてわれわれの先祖せんぞヨナダブがわれわれに命めいじたところに従したがい、そのように行おこないました。 11しかしバビロンの王おうネブカデレザルがこの地ちに上のぼってきた時とき、われわれは言いいました、『さあ、われわれはエルサレムへ行いこう。カルデヤびとの軍勢ぐんぜいとスリヤびとの軍勢ぐんぜいが恐おそろしい』と。こうしてわれわれはエルサレムに住すんでいるのです」。
    


    
      12その時とき、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ、 13「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、行いって、ユダの人々ひとびととエルサレムに住すむ者ものとに告つげよ。主しゅは仰おおせられる、あなたがたはわたしの言葉ことばを聞きいて教おしえを受うけないのか。 14レカブの子こヨナダブがその子孫しそんに酒さけを飲のむなと命めいじた言葉ことばは守まもられてきた。彼かれらは今日こんにちに至いたるまで酒さけを飲のまず、その先祖せんぞの命いのちに従したがってきた。ところがあなたがたはわたしがしきりに語かたったけれども、わたしに聞きき従したがわなかった。 15わたしはまた、わたしのしもべである預言者よげんしゃたちを、しきりにあなたがたにつかわして言いわせた、『あなたがたは今いまおのおのその悪わるい道みちを離はなれ、その行おこないを改あらためなさい。ほかの神々かみがみに従したがい仕つかえてはならない。そうすれば、あなたがたはわたしがあなたがたと、あなたがたの先祖せんぞに与あたえたこの地ちに住すむことができる』と。しかしあなたがたは耳みみを傾かたむけず、わたしに聞きかなかった。 16レカブの子こヨナダブの子孫しそんは、その先祖せんぞが彼かれらに命めいじた命令めいれいを守まもっているのである。しかしこの民たみはわたしに従したがわなかった。 17それゆえ万軍ばんぐんの神かみ、主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、見みよ、わたしはユダとエルサレムに住すむ者ものとに、わたしが彼かれらの上うえに宣告せんこくした災わざわいを下くだす。わたしが彼かれらに語かたっても聞きかず、彼かれらを呼よんでも答こたえなかったからである」。
    


    
      18ところでエレミヤはレカブびとの家いえの人々ひとびとに言いった、「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう仰おおせられる、あなたがたは先祖せんぞヨナダブの命いのちに従したがい、そのすべての戒いましめを守まもり、彼かれがあなたがたに命めいじた事ことを行おこなった。 19それゆえ、万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、レカブの子こヨナダブには、わたしの前まえに立たつ人ひとがいつまでも欠かけることはない」。
    

  


  


  
    第三十六章


    
      1ユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムの四年ねんに主しゅからこの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ、 2「あなたは巻物まきものを取とり、わたしがあなたに語かたった日ひ、すなわちヨシヤの日ひから今日こんにちに至いたるまで、イスラエルとユダと万国ばんこくとに関かんしてあなたに語かたったすべての言葉ことばを、それにしるしなさい。 3ユダの家いえがわたしの下くだそうとしているすべての災わざわいを聞きいて、おのおのその悪わるい道みちを離はなれて帰かえることもあろう。そうすれば、わたしはそのとがとその罪つみをゆるすかも知しれない」。
    


    
      4そこでエレミヤはネリヤの子こバルクを呼よんだ。バルクはエレミヤの口述こうじゅつにしたがって、主しゅが彼かれにお告つげになった言葉ことばをことごとく巻物まきものに書かきしるした。 5そしてエレミヤはバルクに命めいじて言いった、「わたしは主しゅの宮みやに行いくことを妨さまたげられている。 6それで、あなたが行いって、断食だんじきの日ひに主しゅの宮みやで、すべての民たみが聞きいているところで、あなたがわたしの口述こうじゅつにしたがって、巻物まきものに筆記ひっきした主しゅの言葉ことばを読よみなさい。またユダの人々ひとびとがその町々まちまちから来きて聞きいているところで、それを読よみなさい。 7彼かれらは主しゅの前まえに祈願きがんをささげ、おのおのその悪わるい道みちを離はなれて帰かえることもあろう。主しゅがこの民たみに対たいして宣告せんこくされた怒いかりと憤いきどおりは大おおきいからである」。 8こうしてネリヤの子こバルクはすべて預言者よげんしゃエレミヤが自分じぶんに命めいじたように、主しゅの宮みやで、その巻物まきものに書かかれた主しゅの言葉ことばを読よんだ。
    


    
      9ユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムの五年ねん九月がつ、エルサレムのすべての民たみと、ユダの町々まちまちからエルサレムに来きたすべての民たみとは、主しゅの前まえに断食だんじきを行おこなうべきことを告つげ示しめされた。 10バルクは主しゅの宮みやの上うえの庭にわで、主しゅの宮みやの新あたらしい門もんの入口いりぐちのかたわらにある書記しょきシャパンの子こであるゲマリヤのへやで、巻物まきものに書かかれたエレミヤの言葉ことばをすべての民たみに読よみ聞きかせた。
    


    
      11シャパンの子こであるゲマリヤの子こミカヤはその巻物まきものにある主しゅの言葉ことばをことごとく聞きいて、 12王おうの家いえにある書記しょきのへやに下くだって行いくと、もろもろのつかさたち、すなわち書記しょきエリシャマ、シマヤの子こデラヤ、アカボルの子こエルナタン、シャパンの子こゲマリヤ、ハナニヤの子こゼデキヤおよびすべてのつかさたちがそこに座ざしていた。 13ミカヤはバルクが民たみに巻物まきものを読よんで聞きかせたとき、自分じぶんの聞きいたすべての言葉ことばを彼かれらに告つげたので、 14つかさたちはクシの子こセレミヤの子こであるネタニヤの子こエホデをバルクのもとにつかわして言いわせた、「あなたが民たみに読よみ聞きかせたその巻物まきものを手てに取とって、来きてください」。そこでネリヤの子こバルクは巻物まきものを手てに取とって、彼かれらのもとに来きたので、 15彼かれらはバルクに言いった、「座ざしてそれを読よんでください」。バルクはそれを彼かれらに読よみきかせた。 16彼かれらはそのすべての言葉ことばを聞きき、恐おそれて互たがいに見みかわし、バルクに言いった、「われわれはこのすべての言葉ことばを、王おうに報告ほうこくしなければならない」。 17そしてバルクに尋たずねて言いった、「このすべての言葉ことばを、あなたがどのようにして書かいたのか話はなしてください。彼かれの口述こうじゅつによるのですか」。 18バルクは彼かれらに答こたえた、「彼かれがわたしにこのすべての言葉ことばを口述こうじゅつしたので、わたしはそれを墨汁ぼくじゅうで巻物まきものに書かいたのです」。 19つかさたちはバルクに言いった、「行いって、エレミヤと一緒いっしょに身みを隠かくしなさい。人ひとに所在しょざいを知しられてはなりません」。
    


    
      20そこで彼かれらは巻物まきものを書記しょきエリシャマのへやに置おいて庭にわにはいり、王おうのもとへ行いって、このすべての言葉ことばを王おうに告つげたので、 21王おうはその巻物まきものを持もってこさせるためにエホデをつかわした。エホデは書記しょきエリシャマのへやから巻物まきものを取とってきて、それを王おうと王おうのかたわらに立たっているすべてのつかさたちに読よみきかせた。 22時ときは九月がつであって、王おうは冬ふゆの家いえに座ざしていた。その前まえに炉ろがあって火ひが燃もえていた。 23エホデが三段だんか四段だんを読よむと、王おうは小刀こがたなをもってそれを切きり取とり、炉ろの火ひに投なげいれ、ついに巻物まきもの全部ぜんぶを炉ろの火ひで焼やきつくした。 24王おうとその家来けらいたちはこのすべての言葉ことばを聞きいても恐おそれず、またその着物きものを裂さくこともしなかった。 25エルナタン、デラヤおよびゲマリヤが王おうにその巻物まきものを焼やかないようにと願ねがったときにも彼かれは聞ききいれなかった。 26そして王おうは王子おうじエラメルとアヅリエルの子こセラヤとアブデルの子こセレミヤに、書記しょきバルクと預言者よげんしゃエレミヤを捕とらえるようにと命めいじたが、主しゅは彼かれらを隠かくされた。
    


    
      27バルクがエレミヤの口述こうじゅつにしたがって筆記ひっきした言葉ことばを載のせた巻物まきものを王おうが焼やいた後のち、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ、 28「他たの巻物まきものを取とり、ユダの王おうエホヤキムが焼やいた、前まえの巻物まきもののうちにある言葉ことばを皆みなそれに書かきしるしなさい。 29またユダの王おうエホヤキムについて言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、あなたはこの巻物まきものを焼やいて言いった、「どうしてあなたはこの巻物まきものに、バビロンの王おうが必かならず来きてこの地ちを滅ほろぼし、ここから人ひとと獣けものとを絶たやす、と書かいたのか」と。 30それゆえ主しゅはユダの王おうエホヤキムについてこう言いわれる、彼かれの子孫しそんにはダビデの位くらいにすわる者ものがなくなる。また彼かれの死体したいは捨すてられて昼ひるは暑あつさにあい、夜よるは霜しもにあう。 31わたしはまた彼かれとその子孫しそんとその家来けらいたちをその罪つみのために罰ばっする。また彼かれらとエルサレムの民たみとユダの人々ひとびとには災わざわいを下くだす。この災わざわいのことについては、すでに語かたったけれども、彼かれらは聞きくことをしなかった』」。
    


    
      32そこでエレミヤは他たの巻物まきものを取とり、ネリヤの子こ書記しょきバルクに与あたえたので、バルクはユダの王おうエホヤキムが火ひにくべて焼やいた巻物まきもののすべての言葉ことばを、エレミヤの口述こうじゅつにしたがってそれに書かきしるし、また同おなじような言葉ことばを多おおくそれに加くわえた。
    

  


  


  
    第三十七章


    
      1ヨシヤの子こゼデキヤはエホヤキムの子こコニヤに代かわって王おうとなった。バビロンの王おうネブカデレザルが彼かれをユダの地ちの王おうとしたのである。 2彼かれもその家来けらいたちも、その地ちの人々ひとびとも、主しゅが預言者よげんしゃエレミヤによって語かたられた言葉ことばに聞きき従したがわなかった。
    


    
      3ゼデキヤ王おうはセレミヤの子こユカルと、マアセヤの子こ祭司さいしゼパニヤを預言者よげんしゃエレミヤにつかわして、「われわれのために、われわれの神かみ、主しゅに祈いのってください」と言いわせた。 4エレミヤは民たみの中なかに出入でいりしていた。まだ獄屋ごくやに入いれられなかったからである。 5パロの軍勢ぐんぜいがエジプトから出でて来きたので、エルサレムを攻せめ囲かこんでいたカルデヤびとはその情報じょうほうを聞きいてエルサレムを退しりぞいた。 6その時とき、主しゅの言葉ことばは預言者よげんしゃエレミヤに臨のぞんだ、 7「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、あなたがたをつかわしてわたしに求もとめたユダの王おうにこう言いいなさい、『あなたがたを救すくうために出でてきたパロの軍勢ぐんぜいはその国くにエジプトに帰かえろうとしている。 8カルデヤびとが再ふたたび来きてこの町まちを攻せめて戦たたかい、これを取とって火ひで焼やき滅ほろぼす。 9主しゅはこう言いわれる、あなたがたは、「カルデヤびとはきっとわれわれを離はなれ去さる」といって自分じぶんを欺あざむいてはならない。彼かれらは去さることはない。 10たといあなたがたが自分じぶんを攻せめて戦たたかうカルデヤびとの全ぜん軍ぐんを撃うち破やぶって、その天幕てんまくのうちに負傷ふしょう者もののみを残のこしても、彼かれらは立たち上あがって火ひでこの町まちを焼やき滅ほろぼす』」。
    


    
      11さてカルデヤびとの軍勢ぐんぜいがパロの軍勢ぐんぜいの来くるのを聞きいてエルサレムを退しりぞいたとき、 12エレミヤは、ベニヤミンの地ちで民たみのうちに自分じぶんの分わけ前まえを受うけ取とるため、エルサレムを立たってその地ちへ行いこうと、 13ベニヤミンの門もんに着ついたとき、そこにハナニヤの子こセレミヤの子こでイリヤという名なの番兵ばんぺいがいて、預言者よげんしゃエレミヤを捕とらえ、「あなたはカルデヤびとの側がわに脱走だっそうしようとしている」と言いった。 14エレミヤは言いった、「それはまちがいだ。わたしはカルデヤびとの側がわに脱走だっそうしようとしていない」。しかしイリヤは聞きかず、エレミヤを捕とらえて、つかさたちのもとへ引ひいて行いった。 15つかさたちは怒いかって、エレミヤを打うちたたき、書記しょきヨナタンの家いえの獄屋ごくやにいれた。この家いえが獄屋ごくやになっていたからである。
    


    
      16エレミヤが地下ちかの獄屋ごくやにはいって、そこに多おおくの日ひを送おくってのち、 17ゼデキヤ王おうは人ひとをつかわし、彼かれを連つれてこさせた。王おうは自分じぶんの家いえでひそかに彼かれに尋たずねて言いった、「主しゅから何なにかお言葉ことばがあったか」。エレミヤはあったと答こたえた。そして言いった、「あなたはバビロンの王おうの手てに引ひき渡わたされます」。 18エレミヤはまたゼデキヤ王おうに言いった、「わたしが獄屋ごくやにいれられたのは、あなたに、またはあなたの家来けらいに、あるいはこの民たみに、どのような罪つみを犯おかしたからなのですか。 19あなたがたに預言よげんして、『バビロンの王おうはあなたがたをも、この地ちをも攻せめにこない』と言いっていたあなたがたの預言者よげんしゃは今いまどこにいるのですか。 20王おうなるわが君きみよ、どうぞ今いまお聞ききください。わたしの願ねがいをお聞ききとどけください。わたしを書記しょきヨナタンの家いえへ帰かえらせないでください。そうでないと、わたしはそこで殺ころされるでしょう」。 21そこでゼデキヤ王おうは命めいを下くだし、エレミヤを監視かんしの庭にわに入いれさせ、かつ、パンを造つくる者ものの町まちから毎日まいにちパン一個こを彼かれに与あたえさせた。これは町まちにパンがなくなるまで続つづいた。こうしてエレミヤは監視かんしの庭にわにいた。
    

  


  


  
    第三十八章


    
      1マッタンの子こシパテヤ、パシュルの子こゲダリヤ、セレミヤの子こユカル、マルキヤの子こパシュルはエレミヤがすべての民たみに告つげていたその言葉ことばを聞きいた。 2彼かれは言いった、「主しゅはこう言いわれる、この町まちにとどまる者ものは、つるぎや、ききんや、疫病えきびょうで死しぬ。しかし出でてカルデヤびとにくだる者ものは死しを免まぬかれる。すなわちその命いのちを自分じぶんのぶんどり物ものとして生いきることができる。 3主しゅはこう言いわれる、この町まちは必かならずバビロンの王おうの軍勢ぐんぜいの手てに渡わたされる。彼かれはこれを取とる」。 4すると、つかさたちは王おうに言いった、「この人ひとを殺ころしてください。このような言葉ことばをのべて、この町まちに残のこっている兵士へいしの手てと、すべての民たみの手てを弱よわくしているからです。この人ひとは民たみの安泰あんたいを求もとめないで、その災わざわいを求もとめているのです」。 5ゼデキヤ王おうは言いった、「見みよ、彼かれはあなたがたの手てにある。王おうはあなたがたに逆さからって何事なにごとをもなし得えない」。 6そこで彼かれらはエレミヤを捕とらえ、監視かんしの庭にわにある王子おうじマルキヤの穴あなに投なげ入いれた。すなわち、綱つなをもってエレミヤをつり降おろしたが、その穴あなには水みずがなく、泥どろだけであったので、エレミヤは泥どろの中なかに沈しずんだ。
    


    
      7王おうの家いえの宦官かんがんエチオピヤびとエベデメレクは、彼かれらがエレミヤを穴あなに投なげ入いれたことを聞きいた。その時とき、王おうはベニヤミンの門もんに座ざしていたので、 8エベデメレクは王おうの家いえから出でて行いって王おうに言いった、 9「王おうなるわが君きみよ、この人々ひとびとが預言者よげんしゃエレミヤにしたことはみな良よいことではありません。彼かれを穴あなに投なげ入いれました。町まちに食物しょくもつがなくなりましたから、彼かれはそこで餓死がしするでしょう」。 10王おうはエチオピヤびとエベデメレクに命めいじて言いった、「ここから三人にんのひとを連つれて行いって、預言者よげんしゃエレミヤを、死しなないうちに穴あなから引ひき上あげなさい」。 11そこでエベデメレクはその人々ひとびとを連つれて王おうの家いえの倉くらの衣服いふく室しつに行いき、そこから古ふるい布ぬの切きれや、着きふるした着物きものを取とり、これを穴あなの中なかにいるエレミヤのところへ、綱つなをもってつり降おろした。 12そしてエチオピヤびとエベデメレクは、「この布ぬの切きれや着物きものを、あなたのわきの下したにはさんで、綱つなに当あてなさい」とエレミヤに言いった。エレミヤはそのようにした。 13すると彼かれらは綱つなをもってエレミヤを穴あなから引ひき上あげた。そしてエレミヤは監視かんしの庭にわにとどまった。
    


    
      14ゼデキヤ王おうは人ひとをつかわして預言者よげんしゃエレミヤを主しゅの宮みやの第だい三の門もんに連つれてこさせ、王おうはエレミヤに言いった、「あなたに尋たずねたいことがある。何事なにごともわたしに隠かくしてはならない」。 15エレミヤはゼデキヤに言いった、「もしわたしがお話はなするなら、あなたは必かならずわたしを殺ころされるではありませんか。たといわたしが忠告ちゅうこくをしても、あなたはお聞ききにならないでしょう」。 16その時ときゼデキヤ王おうは、ひそかにエレミヤに誓ちかって言いった、「われわれの魂たましいを造つくられた主しゅは生いきておられる。わたしはあなたを殺ころさない、またあなたの命いのちを求もとめる者ものの手てに、あなたを渡わたすこともしない」。
    


    
      17そこでエレミヤはゼデキヤに言いった、「万軍ばんぐんの神かみ、イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、もしあなたがバビロンの王おうのつかさたちに降伏こうふくするならば、あなたの命いのちは助たすかり、またこの町まちは火ひで焼やかれることなく、あなたも、あなたの家いえの者ものも生いきながらえることができる。 18しかし、もしあなたが出でてバビロンの王おうのつかさたちに降伏こうふくしないならば、この町まちはカルデヤびとの手てに渡わたされる。彼かれらは火ひでこれを焼やく。あなたはその手てをのがれることができない」。 19ゼデキヤ王おうはエレミヤに言いった、「わたしはカルデヤびとに脱走だっそうしたユダヤ人ひとを恐おそれている。カルデヤびとはわたしを彼かれらの手てに渡わたし、彼かれらはわたしをはずかしめる」。 20エレミヤは言いった、「彼かれらはあなたを渡わたさないでしょう。どうか、わたしがあなたに告つげた主しゅの声こえに聞きき従したがってください。そうすれば幸さいわいを得え、また命いのちが助たすかります。 21しかし降伏こうふくすることを拒こばむならば、主しゅがわたしに示しめされた幻まぼろしを申もうしましょう。 22すなわち、ユダの王おうの家いえに残のこっている女おんなたちは、みなバビロンの王おうのつかさたちの所ところへ引ひいて行いかれます。その女おんなたちは言いうのです、

      
        『あなたの親したしい友ともだちがあなたを欺あざむいた、

        そしてあなたに勝かった。

        今いまあなたの足あしは泥どろに沈しずんでいるので、

        彼かれらはあなたを捨すてて去さる』。

      
23あなたの妻つまたちと子供こどもたちは皆みなカルデヤびとの所ところへひき出だされる。あなた自身じしんもその手てをのがれることができず、バビロンの王おうに捕とらえられる。そしてこの町まちは火ひで焼やかれるでしょう」。
    


    
      24ゼデキヤはエレミヤに言いった、「これらの言葉ことばを人ひとに知しらせてはならない。そうすればあなたは殺ころされることはない。 25わたしがあなたと話はなしをしたことを、つかさたちが聞きいて、彼かれらがあなたの所ところに来きて、『あなたが王おうに話はなしたこと、王おうがあなたに話はなしたことをわれわれに告つげなさい。何事なにごとも隠かくしてはならない。われわれはあなたを殺ころしはしない』と言いうならば、 26あなたは彼かれらに、『わたしは王おうに願ねがって、わたしをヨナタンの家いえに送おくり返かえさず、そこで死しぬことのないようにしてくださいと言いった』と答こたえなさい」。 27さて、つかさたちは皆みなエレミヤのところへ来きて尋たずねたが、王おうが彼かれに教おしえたように彼かれらに答こたえたので、彼かれらは彼かれと話はなすことをやめた。その会話かいわを聞きいた者ものがなかったからである。 28エレミヤはエルサレムの取とられる日ひまで監視かんしの庭にわにとどまっていた。
    

  


  


  
    第三十九章


    
      1ユダの王おうゼデキヤの九年ねん十月がつ、バビロンの王おうネブカデレザルはその全ぜん軍ぐんを率ひきい、エルサレムに来きてこれを攻せめ囲かこんだが、 2ゼデキヤの十一年ねん四月がつ九日かになって町まちの一角いっかくが破やぶれた。 3エルサレムが取とられたので、バビロンの王おうのつかさたち、すなわちネルガル・シャレゼル、サムガル・ネボ、ラブサリスのサルセキム、ラブマグのネルガル・シャレゼルおよびバビロンの王おうのその他たのつかさたちは皆みなともに来きて中なかの門もんに座ざした。 4ユダの王おうゼデキヤとすべての兵士へいしたちはこれを見みて逃にげ、夜よるのうちに、王おうの庭園ていえんの道みちを通とおって、二つの城壁じょうへきの間あいだの門もんから町まちを出でて、アラバの方ほうへ行いったが、 5カルデヤびとの軍勢ぐんぜいはこれを追おって、エリコの平地へいちでゼデキヤに追おいつき、これを捕とらえて、ハマテの地ちリブラにいるバビロンの王おうネブカデレザルのもとに引ひいて行いったので、王おうはそこで彼かれの罪つみをさだめた。 6バビロンの王おうはリブラで、ゼデキヤの子こたちを彼かれの目めの前まえで殺ころした。バビロンの王おうはまたユダのすべての貴族きぞくたちを殺ころした。 7王おうはまたゼデキヤの目めをつぶさせ、彼かれをバビロンに引ひいて行いくために、鎖くさりにつないだ。 8またカルデヤびとは王宮おうきゅうと民家みんかを火ひで焼やき、エルサレムの城壁じょうへきを破壊はかいした。 9そして侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは町まちのうちに残のこっている民たみと、自分じぶんに降伏こうふくした者もの、およびその他たの残のこっている民たみをバビロンに捕とらえ移うつした。 10しかし侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは、民たみの貧まずしい無産むさん者ものをユダの地ちに残のこし、同時どうじにぶどう畑はたけと田地でんちをこれに与あたえた。
    


    
      11さてバビロンの王おうネブカデレザルはエレミヤの事ことについて侍衛じえいの長ちょうネブザラダンに命めいじて言いった、 12「彼かれをとり、よく世話せわをせよ。害がいを加くわえることなく、彼かれがあなたに言いうようにしてやりなさい」。 13そこで侍衛じえいの長ちょうネブザラダン、ラブサリスのネブシャズバン、ラブマグのネルガル・シャレゼル、およびバビロンの王おうのつかさたちは、 14人ひとをつかわして、エレミヤを監視かんしの庭にわから連つれてこさせ、シャパンの子こアヒカムの子こであるゲダリヤに託たくして、家いえにつれて行いかせた。こうして彼かれは民たみのうちにいた。
    


    
      15エレミヤが監視かんしの庭にわに閉とじこめられていた時とき、主しゅの言葉ことばが彼かれに臨のぞんだ、 16「行いって、エチオピヤびとエベデメレクに告つげなさい、『万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、わたしの言いった災わざわいをわたしはこの町まちに下くだす、幸さいわいをこれに下くだすのではない。その日ひ、この事ことがあなたの目めの前まえで成就じょうじゅする。 17主しゅは言いわれる、その日ひわたしはあなたを救すくう。あなたは自分じぶんの恐おそれている人々ひとびとの手てに渡わたされることはない。 18わたしが必かならずあなたを救すくい、つるぎに倒たおれることのないようにするからである。あなたの命いのちはあなたのぶんどり物ものとなる。あなたがわたしに寄より頼たよんだからであると主しゅは言いわれる』」。
    

  


  


  
    第四十章


    
      1侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは、バビロンに移うつされるエルサレムとユダの人々ひとびとのうちにエレミヤを鎖くさりにつないでおいて、これを捕とらえて行いったが、ついにラマで彼かれを釈放しゃくほうした。その後のち、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ。 2侍衛じえいの長ちょうはエレミヤを召めして彼かれに言いった、「あなたの神かみ、主しゅはこの所ところにこの災わざわいを下くだすと告つげ示しめされた。 3主しゅはこれを下くだし、自みずから言いわれたとおりに行おこなわれた。あなたがたが主しゅに対たいして罪つみを犯おかし、み声こえに従したがわなかったから、この事ことがあなたがたの上うえに臨のぞんだのだ。 4見みよ、わたしはきょう、あなたの手ての鎖くさりを解といてあなたを釈放しゃくほうする。もしあなたがわたしと一緒いっしょにバビロンへ行いくのが良よいと思おもわれるなら、おいでなさい。わたしは、じゅうぶんあなたの世話せわをします。もしあなたがわたしと一緒いっしょにバビロンには行いきたくないなら、行いかなくてもよろしい。見みよ、この地ちはみなあなたの前まえにあります、あなたが良よいと思おもい、正ただしいと思おもう所ところに行いきなさい。 5あなたがとどまるならば、バビロンの王おうがユダの町々まちまちの総督そうとくとして立たてたシャパンの子こアヒカムの子こであるゲダリヤの所ところへ帰かえり、彼かれと共ともに民たみのうちに住すみなさい。あるいはまたあなたが正ただしいと思おもう所ところへ行いきなさい」。こうして侍衛じえいの長ちょうは彼かれに糧食りょうしょくと贈おくり物ものを与あたえて去さらせた。 6そこでエレミヤはミヅパへ行いき、アヒカムの子こゲダリヤの所ところへ行いって、彼かれと共ともにその地ちに残のこっている民たみのうちに住すんだ。
    


    
      7さて野外やがいにいた軍勢ぐんぜいの長ちょうたちと、その配下はいかの人々ひとびとは、バビロンの王おうがアヒカムの子こゲダリヤを立たてて、その地ちの総督そうとくとし、男おとこ、女おんな、子供こども、および国くにのうちのバビロンに移うつされない貧まずしい者ものを彼かれに委託いたくした事ことを聞きいたので、 8ネタニヤの子こイシマエルと、カレヤの子こヨハナンおよびタンホメテの子こセラヤと、ネトパびとであるエパイの子こたちと、マアカびとの子こヤザニヤおよびその配下はいかの人々ひとびとは、ミヅパにいるゲダリヤのもとへ行いった。 9シャパンの子こであるアヒカムの子こゲダリヤは、彼かれらとその配下はいかの人々ひとびとに誓ちかって言いった、「カルデヤびとに仕つかえることを恐おそれるに及およばない。この地ちに住すんでバビロンの王おうに仕つかえるならば、あなたがたは幸福こうふくになる。 10わたしはミヅパにいて、われわれの所ところに来くるカルデヤびとの前まえに、あなたがたのために立たちましょう。あなたがたは、ぶどう酒しゅや夏なつのくだもの、油あぶらを集あつめて、それを器うつわにたくわえ、あなたがたの獲えた町々まちまちに住すみなさい」。 11同おなじように、モアブとアンモンびとのうち、またエドムおよび他たの国々くにぐににいるユダヤ人ひとは、バビロンの王おうがユダに人ひとを残のこしたことと、シャパンの子こであるアヒカムの子こゲダリヤを立たててその総督そうとくとしたこととを聞きいた。 12そこでそのユダヤ人ひとらはみなその追おいやられたもろもろの所ところから帰かえってきて、ユダの地ちのミヅパにいるゲダリヤのもとにきた。そして多おおくのぶどう酒しゅと夏なつのくだものを集あつめた。
    


    
      13またカレヤの子こヨハナンと、野外やがいにいた軍勢ぐんぜいの長ちょうたちはみなミヅパにいるゲダリヤのもとにきて、 14彼かれに言いった、「アンモンびとの王おうバアリスがあなたを殺ころすためにネタニヤの子こイシマエルをつかわしたことを知しっていますか」。しかしアヒカムの子こゲダリヤは彼かれらの言いうことを信しんじなかったので、 15カレヤの子こヨハナンはミヅパでひそかにゲダリヤに言いった、「わたしが行いって、人ひとに知しれないように、ネタニヤの子こイシマエルを殺ころしましょう。どうして彼かれがあなたを殺ころして、あなたの周囲しゅういに集あつまっているユダヤ人ひとを散ちらし、ユダの残のこった者ものを滅ほろぼしてよいでしょう」。 16しかしアヒカムの子こゲダリヤはカレヤの子こヨハナンに言いった、「この事ことをしてはならない。あなたはイシマエルについて偽いつわりを言いっているのです」。
    

  


  


  
    第四十一章


    
      1七月がつのころ、王おう家いえのもので、エリシャマの子こネタニヤの子こであり、また王おうの高官こうかんのひとりであるイシマエルは、王おうの十人にんのつかさたちと共ともにミヅパにいたアヒカムの子こゲダリヤのもとにきて、ミヅパで食しょくを共ともにしたが、 2ネタニヤの子こイシマエルおよび共ともにいた十人にんの者ものは立たち上あがって、バビロンの王おうがこの地ちの総督そうとくとしたシャパンの子こアヒカムの子こであるゲダリヤを刀かたなで殺ころし、 3イシマエルはまたミヅパでゲダリヤと共ともにいたすべてのユダヤ人ひとと、たまたまそこにいたカルデヤびとの兵士へいしたちを殺ころした。
    


    
      4ゲダリヤが殺ころされた次つぎの日ひ、まだだれもその事ことを知しらないうちに、 5八十人にんの人々ひとびとがそのひげをそり、衣服いふくをさき、身みに傷きずをつけ、手てには素祭そさいのささげ物ものと香こうを携たずさえ、シケム、シロ、サマリヤからきて、主しゅの宮みやにささげようとした。 6ネタニヤの子こイシマエルはミヅパから泣なきながら出でてきて彼かれらを迎むかえ、彼かれらに会あって、「アヒカムの子こゲダリヤのもとにおいでなさい」と言いった。 7そして彼かれらが町まちの中なかにはいったとき、ネタニヤの子こイシマエルは自分じぶんと一緒いっしょにいた人々ひとびとと共ともに彼かれらを殺ころして、その死体したいを穴あなに投なげ入いれた。 8しかしそのうちの十人にんはイシマエルに向むかい、「わたしたちは畑はたけに小麦こむぎ、大麦おおむぎ、油あぶら、および蜜みつを隠かくしています、わたしたちを殺ころさないでください」と言いったので、彼かれらをその仲間なかまと共ともに殺ころさないでしまった。
    


    
      9イシマエルが自分じぶんの殺ころした人々ひとびとの死体したいを投なげ入いれた穴あなは、アサ王おうがイスラエルの王おうバアシャを恐おそれて掘ほった穴あなであった。ネタニヤの子こイシマエルは殺ころした人々ひとびとをこれに満みたした。 10次ついでイシマエルはミヅパに残のこっているすべての民たみ、すなわち王おうの娘むすめたちと侍衛じえいの長ちょうネブザラダンがアヒカムの子こゲダリヤに託たくしたミヅパに残のこっているすべての民たみとを捕虜ほりょとした。ネタニヤの子こイシマエルは彼かれらを捕虜ほりょとし、アンモンびとのもとに渡わたり行いこうとして立たち去さった。
    


    
      11カレヤの子こヨハナンおよび彼かれと共ともにいる軍勢ぐんぜいの長ちょうたちはネタニヤの子こイシマエルの行いった悪事あくじをみな聞きき、 12その兵士へいしたちを率ひきいて、ネタニヤの子こイシマエルと戦たたかうために出でて行いき、ギベオンの大池おおいけのほとりで彼かれに会あった。 13イシマエルと共ともにいる人々ひとびとは、カレヤの子こヨハナンおよび彼かれと共ともにいる軍勢ぐんぜいの長ちょうたちを見みて喜よろこんだ。 14そしてイシマエルがミヅパから捕虜ほりょにしてきた人々ひとびとは身みをめぐらしてカレヤの子こヨハナンのもとへ行いった。 15ネタニヤの子こイシマエルは八人にんの者ものと共ともにヨハナンを避さけて逃にげ、アンモンびとの所ところへ行いった。 16そこでカレヤの子こヨハナンおよび彼かれと共ともにいる軍勢ぐんぜいの長ちょうたちはネタニヤの子こイシマエルがアヒカムの子こゲダリヤを殺ころして、ミヅパから捕虜ほりょとして連つれてきた、あの残のこっていた民たみ、すなわち兵士へいしや女おんな、子供こども、宦官かんがんをギベオンから連つれ帰かえったが、 17彼かれらはエジプトへ行いこうとしてベツレヘムの近ちかくにあるゲルテ・キムハムへ行いって、そこにとどまった。 18これは、ネタニヤの子こイシマエルが、バビロンの王おうによってこの地ちの総督そうとくに任にんじられたアヒカムの子こゲダリヤを殺ころしたことにより、カルデヤびとを恐おそれたからである。
    

  


  


  
    第四十二章


    
      1そのとき軍勢ぐんぜいの長ちょうたち、およびカレヤの子こヨハナンと、ホシャヤの子こアザリヤ、ならびに民たみの最もっとも小ちいさい者ものから最もっとも大おおいなる者ものにいたるまで、 2みな預言者よげんしゃエレミヤの所ところに来きて言いった、「どうかあなたの前まえにわれわれの求もとめが受うけいれられますように。われわれのため、この残のこっている者ものすべてのために、あなたの神かみ、主しゅに祈いのってください、（今いまごらんのとおり、われわれは多おおくのうち、わずかに残のこっている者ものです） 3そうすれば、あなたの神かみ、主しゅは、われわれの行いくべき道みちと、なすべき事ことをお示しめしになるでしょう」。 4預言者よげんしゃエレミヤは彼かれらに言いった、「よくわかりました。あなたがたの求もとめにしたがって、あなたがたの神かみ、主しゅに祈いのりましょう。主しゅがあなたがたに答こたえられることを、何事なにごとも隠かくさないであなたがたに言いいましょう」。 5彼かれらはエレミヤに言いった、「もし、あなたの神かみ、主しゅがあなたをつかわしてお告つげになるすべての言葉ことばを、われわれが行おこなわないときは、どうか主しゅがわれわれに対たいしてまことの真実しんじつな証人しょうにんとなられるように。 6われわれは良よくても悪わるくても、われわれがあなたをつかわそうとするわれわれの神かみ、主しゅの声こえに従したがいます。われわれの神かみ、主しゅの声こえに従したがうとき、われわれは幸さいわいを得えるでしょう」。
    


    
      7十日かの後のち、主しゅの言葉ことばがエレミヤに臨のぞんだ。 8エレミヤはカレヤの子こヨハナンおよび彼かれと共ともにいる軍勢ぐんぜいの長ちょうたち、ならびに民たみの最もっとも小ちいさい者ものから最もっとも大おおいなる者ものまでことごとく招まねいて、 9彼かれらに言いった、「あなたがたがわたしをつかわして、あなたの祈願きがんをその前まえにのべさせたイスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれます、 10もしあなたがたがこの地ちにとどまるならば、わたしはあなたがたを建たてて倒たおすことなく、あなたがたを植うえて抜ぬくことはしない。わたしはあなたがたに災わざわいを下くだしたことを悔くいているからである。 11主しゅは言いわれる、あなたが恐おそれているバビロンの王おうを恐おそれてはならない。彼かれを恐おそれてはならない、わたしが共ともにいて、あなたがたを救すくい、彼かれの手てから助たすけ出だすからである。 12わたしはあなたがたをあわれみ、また彼かれにあなたがたをあわれませ、あなたがたを自分じぶんの地ちにとどまらせる。 13しかし、もしあなたがたが、『われわれはこの地ちにとどまらない』といって、あなたがたの神かみ、主しゅの声こえにしたがわず、 14また、『いいえ、われわれはあの戦争せんそうを見みず、ラッパの声こえを聞きかず、食物しょくもつも乏とぼしくないエジプトの地ちへ行いって、あそこに住すまおう』と言いうならば、 15あなたがた、ユダの残のこっている者ものたちよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、もしあなたがたがむりにエジプトへ行いってそこに住すむならば、 16あなたがたの恐おそれているつるぎはエジプトの地ちであなたがたに追おいつき、あなたがたの恐おそれているききんは、すぐあとを追おってエジプトまで行いき、その所ところであなたがたは死しぬ。 17すべてむりにエジプトへ行いってそこに住すむ者ものは、つるぎと、ききんと、疫病えきびょうで死しぬ。わたしが彼かれらに下くだそうとしている災わざわいをのがれて残のこる者ものはそのうちにない。
    


    
      18万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、わたしの怒いかりと憤いきどおりとをエルサレムの住民じゅうみんの上うえに注そそいだように、わたしの憤いきどおりは、あなたがたがエジプトへ行いくとき、あなたがたの上うえに注そそぐ。あなたがたは、のろいとなり、恐怖きょうふとなり、ののしりとなり、はずかしめとなる。あなたがたは再ふたたびこの所ところを見みることができない。 19ユダの残のこっている者ものたちよ、『エジプトへ行いってはならない』と主しゅはあなたがたに言いわれた。わたしがきょう警告けいこくしたことを、あなたがたは確たしかに知しらなければならない。 20あなたがたはみずからそむき去さって、命いのちを失うしなった。なぜなら、あなたがたがわたしをあなたがたの神かみ、主しゅにつかわし、『われわれの神かみ、主しゅに祈いのり、われわれの神かみ、主しゅの言いわれることをことごとく示しめしてください。われわれはそれを行おこないます』と言いったので、 21わたしはきょうそれを示しめしたが、あなたがたはあなたがたの神かみ、主しゅの声こえを聞きかず、主しゅがわたしをつかわして命めいじさせられた事ことには、すこしも従したがわなかったからである。 22それゆえ、あなたがたが行いって住すまうことを願ねがっているその所ところで、あなたがたはつるぎと、ききんと、疫病えきびょうで死しぬことを確たしかに知しらなければならない」。
    

  


  


  
    第四十三章


    
      1エレミヤがすべての民たみにむかって、彼かれらの神かみ、主しゅの言葉ことばをことごとく語かたり、彼かれらの神かみ、主しゅが自分じぶんをつかわして言いわせられるその言葉ことばをみな告つげ終おわった時とき、 2ホシャヤの子こアザリヤと、カレヤの子こヨハナンおよび高慢こうまんな人々ひとびとはみなエレミヤに言いった、「あなたは偽いつわりを言いっている。われわれの神かみ、主しゅが、『エジプトへ行いってそこに住すむな』と言いわせるためにあなたをつかわされたのではない。 3ネリヤの子こバルクがあなたをそそのかして、われわれに逆さからわせ、われわれをカルデヤびとの手てに渡わたして殺ころすか、あるいはバビロンに捕とらえ移うつさせるのだ」。 4こうしてカレヤの子こヨハナンと軍勢ぐんぜいの長ちょうたちおよび民たみらは皆みな、主しゅの声こえにしたがわず、ユダの地ちにとどまろうとしなかった。 5そしてカレヤの子こヨハナンと軍勢ぐんぜいの長ちょうたちは、ユダに残のこっている者ものすなわち追おいやられた国々くにぐにからユダの地ちに住すむために帰かえってきた者もの、—— 6男おとこ、女おんな、子供こども、王おうの娘むすめたち、およびすべて侍衛じえいの長ちょうネブザラダンがシャパンの子こであるアヒカムの子こゲダリヤに渡わたしておいた者もの、ならびに預言者よげんしゃエレミヤとネリヤの子こバルクをつれて、 7エジプトの地ちへ行いった。彼かれらは主しゅの声こえにしたがわなかったのである。そして彼かれらはついにタパネスに行いった。
    


    
      8主しゅの言葉ことばはタパネスでエレミヤに臨のぞんだ、 9「大おおきな石いしを手てに取とり、ユダの人々ひとびとの目めの前まえで、これをタパネスにあるパロの宮殿きゅうでんの入口いりぐちの敷石しきいしのしっくいの中なかに隠かくして、 10彼かれらに言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしは使者ししゃをつかわして、わたしのしもべであるバビロンの王おうネブカデレザルを招まねく。彼かれはその位くらいをこの隠かくした石いしの上うえにすえ、その上うえに王おうの天蓋てんがいを張はる。 11彼かれは来きてエジプトの地ちを撃うち、疫病えきびょうに定さだまっている者ものを疫病えきびょうに渡わたし、とりこに定さだまっている者ものをとりこにし、つるぎに定さだまっている者ものをつるぎにかける。 12彼かれはエジプトの神々かみがみの宮みやに火ひをつけてこれを焼やき、彼かれらをとりこにする。そして羊ひつじを飼かう者ものが着物きものの虫むしをはらいきよめるように、エジプトの地ちをきよめる。彼かれは安やすらかにそこを去さる。 13彼かれはエジプトの地ちにあるヘリオポリスのオベリスクをこわし、エジプトの神々かみがみの宮みやを火ひで焼やく』」。
    

  


  


  
    第四十四章


    
      1エジプトの地ちに住すんでいるユダヤ人ひとすなわちミグドル、タパネス、メンピス、パテロスの地ちに住すむ者ものの事ことについてエレミヤに臨のぞんだ言葉ことば、 2「万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、あなたがたはわたしがエルサレムとユダの町々まちまちに下くだした災わざわいを見みた。見みよ、これらは今日こんにち、すでに荒あれ地ちとなって住すむ人ひともない。 3これは彼かれらが悪あくを行いって、わたしを怒いからせたことによるのである。すなわち彼かれらは自分じぶんも、あなたがたも、あなたがたの先祖せんぞたちも知しらなかった、ほかの神々かみがみに行いって、香こうをたき、これに仕つかえた。 4わたしは自分じぶんのしもべであるすべての預言者よげんしゃたちを、しきりにあなたがたにつかわして、『どうか、わたしの忌いみきらうこの憎にくむべき事ことをしないように』と言いわせたけれども、 5彼かれらは聞きかず、耳みみを傾かたむけず、ほかの神々かみがみに香こうをたいて、その悪あくを離はなれなかった。 6それゆえ、わたしは怒いかりと憤いきどおりをユダの町々まちまちとエルサレムのちまたに注そそぎ、それを焼やいたので、それらは今日こんにちのように荒あれ、滅ほろびてしまった。 7万軍ばんぐんの神かみ、イスラエルの神かみ、主しゅは今いまこう言いわれる、あなたがたはなぜ大おおいなる悪あくを行いって自分じぶん自身じしんを害がいし、ユダのうちから、あなたがたの男おとこと女おんなと、子供こどもと乳ちのみ子ごを断たって、ひとりも残のこらないようにしようとするのか。 8なぜあなたがたはその手てのわざをもってわたしを怒いからせ、あなたがたが行いって住すまうエジプトの地ちで、ほかの神々かみがみに香こうをたいて自分じぶんの身みを滅ほろぼし、地ちの万国ばんこくのうちに、のろいとなり、はずかしめとなろうとするのか。 9ユダの地ちとエルサレムのちまたで行いったあなたがたの先祖せんぞたちの悪あく、ユダの王おうたちの悪あく、その妻つまたちの悪あく、およびあなたがた自身じしんの悪あく、あなたがたの妻つまたちの悪あくをあなたがたは忘わすれたのか。 10彼かれらは今日こんにちに至いたるまで悔くいず、また恐おそれず、あなたがたとあなたがたの先祖せんぞたちの前まえに立たてた、わたしの律法りっぽうとわたしの定さだめとに従したがって歩あゆまないのである。
    


    
      11それゆえ万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしは顔かおをあなたがたに向むけて災わざわいを下くだし、ユダの人々ひとびとをことごとく断たつ。 12またわたしは、エジプトの地ちに住すむために、むりに行いったあのユダの残のこりの者ものを取とり除のぞく。彼かれらはみな滅ほろぼされてエジプトの地ちに倒たおれる。彼かれらは、つるぎとききんに滅ほろぼされ、最もっとも小ちいさい者ものから最もっとも大おおいなる者ものまで、つるぎとききんによって死しぬ。そして、のろいとなり、恐怖きょうふとなり、ののしりとなり、はずかしめとなる。 13わたしはエルサレムを罰ばっしたように、つるぎと、ききんと、疫病えきびょうをもってエジプトに住すんでいる者ものを罰ばっする。 14それゆえ、エジプトの地ちへ行いってそこに住すんでいるユダの残のこりの者もののうち、のがれ、または残のこって、帰かえり住すまおうと願ねがうユダの地ちへ帰かえる者ものはひとりもない。少数しょうすうののがれる者もののほかには、帰かえってくる者ものはない」。
    


    
      15その時とき、自分じぶんの妻つまがほかの神々かみがみに香こうをたいたことを知しっている人々ひとびと、およびその所ところに立たっている女おんなたちの大おおいなる群衆ぐんしゅう、ならびにエジプトの地ちのパテロスに住すんでいる民たみはエレミヤに答こたえて言いった、 16「あなたが主しゅの名なによってわたしたちに述のべられた言葉ことばは、わたしたちは聞きくことができません。 17わたしたちは誓ちかったことをみな行おこない、わたしたちが、もと行いっていたように香こうを天后てんこうにたき、また酒さけをその前まえに注そそぎます。すなわち、ユダの町々まちまちとエルサレムのちまたで、わたしたちとわたしたちの先祖せんぞたちおよびわたしたちの王おうたちと、わたしたちのつかさたちが行いったようにいたします。その時ときには、わたしたちは糧食りょうしょくには飽あき、しあわせで、災わざわいに会あいませんでした。 18ところが、わたしたちが、天后てんこうに香こうをたくことをやめ、酒さけをその前まえに注そそがなくなった時ときから、すべての物ものに乏とぼしくなり、つるぎとききんに滅ほろぼされました」。 19また女おんなたちは言いった、「わたしたちが天后てんこうに香こうをたき、酒さけをその前まえに注そそぐに当あたって、これにかたどってパンを造つくり、酒さけを注そそいだのは、わたしたちの夫おっとが許ゆるしたことではありませんか」。
    


    
      20そこでエレミヤは男女だんじょのすべての人ひと、およびこの答こたえをしたすべての民たみに言いった、 21「ユダの町々まちまちとエルサレムのちまたで、あなたがたとあなたがたの先祖せんぞたち、およびあなたがたの王おうたちとあなたがたのつかさたち、およびその地ちの民たみが香こうをたいたことは、主しゅがこれを忘わすれず、また、心こころにとどめておられることではないか。 22主しゅはあなたがたの悪あしきわざのため、あなたがたの憎にくむべき行おこないのために、もはや忍しのぶことができなくなられた。それゆえ、あなたがたの地ちは今日こんにちのごとく荒あれ地ちとなり、驚おどろきとなり、のろいとなり、住すむ人ひとのない地ちとなった。 23あなたがたが香こうをたき、主しゅに罪つみを犯おかし、主しゅの声こえに聞きき従したがわず、その律法りっぽうと、定さだめと、あかしに従したがって歩あゆまなかったので、今日こんにちのようにこの災わざわいがあなたがたに臨のぞんだのである」。
    


    
      24エレミヤはまたすべての民たみと女おんなたちに言いった、「あなたがたすべてエジプトの地ちにいるユダの人々ひとびとよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。 25万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、あなたがたとあなたがたの妻つまたちは口くちで言いい、手てで行おこない、『わたしたちは天后てんこうに香こうをたき、酒さけを注そそいで立たてた誓ちかいを必かならずなし遂とげる』と言いう。それならば、あなたがたの誓ちかいをかため、あなたがたの誓ちかいをなし遂とげなさい。 26それゆえ、あなたがたすべてエジプトの地ちにいるユダの人々ひとびとよ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。主しゅは言いわれる、わたしは自分じぶんの大おおいなる名なをさして誓ちかう、すなわちエジプトの全ぜん地ちに、ユダの人々ひとびとで、その口くちに、『主しゅなる神かみは生いきておられる』と言いって、わたしの名なをとなえるものは、もはやひとりもないようになる。 27見みよ、わたしは彼かれらを見守みまもっている、それは幸さいわいを与あたえるためではなく、災わざわいを下くだすためである。エジプトの地ちにいるユダの人々ひとびとは、つるぎとききんによって滅ほろび絶たえる。 28しかし、つるぎをのがれるわずかの者ものはエジプトの地ちを出でてユダの地ちに帰かえる。そしてユダの残のこっている民たみでエジプトに来きて住すんだ者ものは、わたしの言葉ことばが立たつか、彼かれらの言葉ことばが立たつか、いずれであるかを知しるようになる。 29主しゅは言いわれる、わたしがこの所ところであなたがたを罰ばっするしるしはこれである。わたしはこのようにしてわたしがあなたがたに災わざわいを下くだそうと言いった事ことの必かならず立たつことを知しらせよう。 30すなわち主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしはユダの王おうゼデキヤを、その命いのちを求もとめる敵てきであるバビロンの王おうネブカデレザルの手てに渡わたしたように、エジプトの王おうパロ・ホフラをその敵てきの手て、その命いのちを求もとめる者ものの手てに渡わたす」。
    

  


  


  
    第四十五章


    
      1ユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムの四年ねんに、ネリヤの子こバルクがこれらの言葉ことばをエレミヤの口述こうじゅつにしたがって書しょにしるした時とき、預言者よげんしゃエレミヤが彼かれに語かたった言葉ことば、 2「バルクよ、イスラエルの神かみ、主しゅはあなたについてこう言いわれる、 3あなたはかつて、『ああ、わたしはわざわいだ、主しゅがわたしの苦くるしみに悲かなしみをお加くわえになった。わたしは嘆なげき疲つかれて、安息あんそくが得えられない』と言いった。 4あなたはこう彼かれに言いいなさい、主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしは自分じぶんで建たてたものをこわし、自分じぶんで植うえたものを抜ぬいている——それは、この全ぜん地ちである。 5あなたは自分じぶんのために大おおいなる事ことを求もとめるのか、これを求もとめてはならない。見みよ、わたしはすべての人ひとに災わざわいを下くだそうとしている。しかしあなたの命いのちはあなたの行ゆくすべての所ところで、ぶんどり物ものとしてあなたに与あたえると主しゅは言いわれる」。
    

  


  


  
    第四十六章


    
      1もろもろの国くにの事ことについて預言者よげんしゃエレミヤに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。
    


    
      2エジプトの事こと、すなわちユフラテ川かわのほとりにあるカルケミシの近ちかくにいるエジプトの王おうパロ・ネコの軍勢ぐんぜいの事ことについて。これはユダの王おうヨシヤの子こエホヤキムの四年ねんに、バビロンの王おうネブカデレザルが撃うち破やぶったものである。その言葉ことばは次つぎのとおりである、

      
        3「大盾おおだてと小盾こだてとを備そなえ、進すすんで戦たたかえ。

        4騎兵きへいよ、馬うまを戦車せんしゃにつなぎ、馬うまに乗のれ。

        かぶとをかぶって立たて。

        ほこをみがき、よろいを着きよ。

        5わたしは見みたが、何なにゆえか彼かれらは恐おそれて退しりぞき、

        その勇士ゆうしたちは打うち敗やぶられ、あわてて逃にげて、

        うしろをふり向むくこともしない、——

        恐おそれが彼かれらの周囲しゅういにあると主しゅは言いわれる。

        6足早あしばやき者ものも逃にげることができず、

        勇士ゆうしものがれることができない。

        北きたの方ほう、ユフラテ川かわのほとりで

        彼かれらはつまずき倒たおれた。

      


      
        7あのナイル川かわのようにわきあがり、

        川々かわがわのように、その水みずのさかまく者ものはだれか。

        8エジプトはナイル川かわのようにわきあがり、

        その水みずは川々かわがわのようにさかまく。

        そしてこれは言いう、わたしは上のぼって、地ちをおおい、

        町々まちまちとそのうちに住すむ者ものを滅ほろぼそう。

        9馬うまよ、進すすめ、車くるまよ、激はげしく走はしれ。

        勇士ゆうしよ、盾たてを取とるエチオピヤびとと、プテびとよ、

        弓ゆみを巧たくみに引ひくルデびとよ、進すすみ出でよ。

        10その日ひは万軍ばんぐんの神かみ、主しゅの日ひであって、

        主しゅがあだを報むくいられる日ひ、

        その敵てきにあだをかえされる日ひだ。

        つるぎは食たべて飽あき、

        彼かれらの血ちに酔よう。

        万軍ばんぐんの神かみ、主しゅが、北きたの地ちで、ユフラテ川かわのほとりで、

        ほふることをなされるからだ。

        11おとめなるエジプトの娘むすめよ、

        ギレアデに上のぼって乳香にゅうこうを取とれ。

        あなたは多おおくの薬くすりを用もちいても、むだだ。

        あなたは、いやされることはない。

        12あなたの恥はじは国々くにぐにに聞きこえている、

        あなたの叫さけびは地ちに満みちている。

        勇士ゆうしが勇士ゆうしにつまずいて、共ともに倒たおれたからである」。

      

    


    
      13バビロンの王おうネブカデレザルが来きて、エジプトの地ちを撃うとうとする事ことについて、主しゅが預言者よげんしゃエレミヤにお告つげになった言葉ことば、

      
        14「エジプトで宣のべ、ミグドルで告つげ示しめし、

        またメンピスとタパネスに告つげ示しめして言いえ、

        『堅かたく立たって、備そなえせよ、

        つるぎがあなたの周囲しゅういを、滅ほろぼし尽つくすからだ』。

        15なぜ、アピスはのがれたのか。

        あなたの雄牛おうしは、なぜ立たたなかったのか。

        それは主しゅがこれを倒たおされたからだ。

        16あなたに属ぞくする多おおくの兵へいは、つまずいて倒たおれた。

        そして互たがいに言いった、『立たてよ、

        われわれは、しえたげる者もののつるぎを避さけて、

        われわれの民たみに帰かえり、故郷こきょうの地ちへ行いこう』と。

        17エジプトの王おうパロの名なを、

        『好機こうきを逸いっする騒さわがしい者もの』と呼よべ。

      


      
        18万軍ばんぐんの主しゅという名なの王おうは言いわれる、

        わたしは生いきている、

        彼かれは山々やまやまのうちのタボルのように、

        海うみのほとりのカルメルのように来きたり臨のぞむ。

        19エジプトに住すむ民たみよ、

        捕とらわれのために荷物にもつを備そなえよ。

        メンピスは荒あれ地ちとなり、

        廃虚はいきょとなって住すむ人ひともなくなる。

        20エジプトは美うつくしい雌めすの子こ牛うしだ、

        しかし北きたから、牛うしばえが来きて、それにとまった。

        21そのうちにいる雇やとい兵へいでさえ、肥こえた子こ牛うしのようだ。

        彼かれらはふり返かえって共ともに逃にげ、立たつことをしなかった。

        彼かれらの災難さいなんの日ひ、その罰ばっせられる時ときが来きたからだ。

        22彼かれは逃にげ去さるへびのような音おとをたてる。

        その敵てきが軍勢ぐんぜいを率ひきいて彼かれに臨のぞみ、

        きこりのように、おのをもって来くるからだ。

        23彼かれらは彼かれの林はやしがいかに入いり込こみがたくとも、

        それを切きり倒たおす。

        彼かれらはいなごよりも多おおく、

        数かぞえがたいからであると、主しゅは言いわれる。

        24エジプトの娘むすめははずかしめを受うけ、

        北きたからくる民たみの手てに渡わたされる」。

      

    


    
      25万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみは言いわれた、「見みよ、わたしはテーベのアモンと、パロと、エジプトとその神々かみがみとその王おうたち、すなわちパロと彼かれを頼たのむ者ものとを罰ばっする。 26わたしは彼かれらを、その命いのちを求もとめる者ものの手てと、バビロンの王おうネブカデレザルの手てと、その家来けらいたちの手てに渡わたす。その後のち、エジプトは昔むかしのように人ひとの住すむ所ところとなると、主しゅは言いわれる。

      
        27わたしのしもべヤコブよ、恐おそれることはない、

        イスラエルよ、驚おどろくことはない。

        見みよ、わたしがあなたを遠とおくから救すくい、

        あなたの子孫しそんをその捕とらえ移うつされた地ちから

        救すくうからだ。

        ヤコブは帰かえってきて、おだやかに、安やすらかになり、

        彼かれを恐おそれさせる者ものはない。

        28主しゅは言いわれる、わたしのしもべヤコブよ、

        恐おそれることはない、わたしが共ともにいるからだ。

        わたしはあなたを追おいやった国々くにぐにを

        ことごとく滅ほろぼし尽つくす。

        しかしあなたを滅ほろぼし尽つくすことはしない。

        わたしは正ただしい道みちに従したがって、あなたを懲こらしめる、

        決けっして罰ばっしないではおかない」。

      

    

  


  


  
    第四十七章


    
      1パロがまだガザを撃うたなかったころ、ペリシテびとの事ことについて預言者よげんしゃエレミヤに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。

      
        2「主しゅはこう言いわれる、

        見みよ、水みずは北きたから起おこり、あふれ流ながれて、

        この地ちと、そこにあるすべての物もの、

        その町まちと、その中なかに住すむ者ものとにあふれかかる。

        その時とき、人々ひとびとは叫さけび、この地ちに住すむ者ものはみな嘆なげく。

        3そのたくましい馬うまのひずめの踏ふみ鳴ならす音おとのため、

        その戦車せんしゃの響ひびきのため、

        その車輪しゃりんのとどろきのために、

        父ちちはその手てが弱よわくなって、

        自分じぶんの子こをも顧かえりみない。

        4これは、ペリシテびとを滅ほろぼし尽つくし、

        ツロとシドンに残のこって助たすけをなす者ものを

        ことごとく絶たやす日ひが来くるからである。

        主しゅはカフトルの海岸かいがんに残のこっている

        ペリシテびとを滅ほろぼされる。

        5ガザには髪かみをそることが始はじまっている。

        アシケロンは滅ほろびた。

        アナクびとの残のこりの民たみよ、

        いつまで自分じぶんの身みに傷きずつけるのか。

        6主しゅのつるぎよ、

        おまえはいつになれば静しずかになるのか。

        おまえのさやに帰かえり、休やすんで静しずかにしておれ。

        7主しゅがこれに命いのちを下くだされたのだ、

        どうして静しずかにしておれようか。

        アシケロンと海岸かいがんの地ちを攻せめることを

        定さだめられたのだ」。

      

    

  


  


  
    第四十八章


    
      1モアブの事ことについて、万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、

      
        「ああ、ネボはわざわいだ、これは滅ほろぼされた。

        キリヤタイムははずかしめられて取とられ、

        とりでは、はずかしめられてこわされた。

        2モアブの誉ほまれは、消きえ去さった。

        ヘシボンで人々ひとびとはモアブの害がいを図はかり、

        『さあ、この国くにを断たち滅ほろぼそう』という。

        マデメンよ、おまえもまた滅ほろぼされる、

        つるぎがおまえを追おう。

      


      
        3ホロナイムから叫さけび声ごえが聞きこえる、

        『荒廃こうはいと大おおいなる滅亡めつぼうだ』という。

        4モアブは滅ほろぼされ、

        叫さけびはゾアルにまで聞きこえる。

        5彼かれらは泣なきながらルヒテの坂さかを登のぼる。

        彼かれらはホロナイムの下くだり坂ざかで、

        『滅亡めつぼう』の叫さけびを聞きいたからだ。

        6逃にげて、自分じぶんの身みを救すくえ、

        荒野あらのの野のろばのようになれ。

        7おまえが、とりでと財宝ざいほうとを頼たのみにしたので、

        おまえも捕とらえられるからだ。

        またケモシは、その祭司さいしとつかさたちと共ともに、

        捕とらえられて行いく。

        8滅ほろぼす者ものはすべての町まちに来くる、

        一つの町まちものがれることができない。

        谷たには滅ほろび、平地へいちは荒あらされる、

        主しゅの言いわれたとおりである。

        9モアブに翼つばさを与あたえて、飛とび去さらせよ。

        その町々まちまちは荒あれて、住すむ者ものはなくなる。

      

    


    
      10主しゅのわざを行おこなうことを怠おこたる者ものはのろわれる。またそのつるぎを押おさえて血ちを流ながさない者ものはのろわれる。
    


    
      11モアブはその幼おさない時ときから安やすらかで、

      酒さけが、沈しずんだおりの上うえにとどまって、

      器うつわから器うつわに、くみ移うつされなかったように、

      捕とらえ移うつされなかったので、

      その味あじはなお存そんし、その香気こうきも変かわることがない。

    


    
      12主しゅは言いわれる、それゆえ見みよ、わたしがこれを傾かたむける者ものどもをつかわす日ひが来くる。彼かれらはこれを傾かたむけ、その器うつわをあけ、そのかめを砕くだく。 13その時ときモアブはケモシのために恥はじをかく。ちょうどイスラエルの家いえがその頼たのみとしたベテルのために恥はじをかいたようになる。
    


    
      
        14あなたがたはどうして

        『われわれは勇士ゆうしだ。強つよい戦士せんしだ』というのか。

        15モアブとその町々まちまちを滅ほろぼす者ものは上のぼって来き、

        モアブのえり抜ぬきの若者わかものたちは下くだって殺ころされたと

        万軍ばんぐんの主しゅと名なのる王おうが言いわれる。

        16モアブの災難さいなんは近ちかづいている、

        その苦難くなんはすみやかに来くる。

        17すべてその周囲しゅういにある者ものよ、

        またその名なを知しる者ものよ、

        彼かれのために嘆なげいて、

        『ああ、強つよき笏しゃく、麗うるわしきつえは、

        ついに折おれた』と言いえ。

      


      
        18デボンに住すむ者ものよ、ああなたの栄さかえを離はなれて下くだり、かわいた地ちに座ざせよ。

        モアブを滅ほろぼす者ものがあなたに攻せめのぼって来きて、

        あなたの城しろを滅ほろぼしたからだ。

        19アロエルに住すむ者ものよ、

        道みちのかたわらに立たって見張みはりし、

        逃にげてくる男おとこ、のがれてくる女おんなに尋たずねて、

        『何なにが起おこったのか』と言いえ。

        20モアブは敗やぶれて、恥はじをこうむっている。

        嘆なげき呼よばわれ。

        アルノン川かわのほとりで、

        モアブは滅ほろぼされたと告つげよ。

      

    


    
      21さばきは高原こうげんの地ちに臨のぞみ、ホロン、ヤハズ、メパアテ、 22デボン、ネボ、ベテ・デブラタイム、 23キリヤタイム、ベテ・ガムル、ベテ・メオン、 24ケリオテ、ボズラなどモアブの地ちのすべての町まちの、遠とおいものにも近ちかいものにも、臨のぞんだ。 25モアブの角つのは砕くだけ、その腕うでは折おれたと主しゅは言いわれる。
    


    
      26モアブを酔よわせよ、彼かれが主しゅに敵てきして自みずから高たかぶったからである。モアブは自分じぶんの吐はいた物ものの中なかにころがって、笑わらい草ぐさとなる。 27イスラエルはあなたの笑わらい草ぐさではなかったか。あなたが、彼かれのことを語かたるごとに首くびを振ふったのは、彼かれが盗賊とうぞくの中なかにいたとでもいうのか。
    


    
      28モアブに住すむ者ものよ、町まちを去さって岩いわの間あいだに住すめ。

      谷たにの入口いりぐちのかたわらに巣すを作つくる

      山やまばとのようにせよ。

      29われわれはモアブの高慢こうまんな事ことを聞きいた、

      その高慢こうまんは、はなはだしい。

      すなわち、その尊大そんだい、高慢こうまん、横柄おうへい、

      およびその心こころの高たかぶりのことを聞きいた。

      30主しゅは言いわれる、わたしは彼かれの横着おうちゃくなのを知しる、

      彼かれの自慢じまんは偽いつわりで、その行おこないも偽いつわりである。

      31それゆえ、わたしはモアブのために嘆なげき、

      モアブの全ぜん地ちのために呼よばわる。

      キルヘレスの人々ひとびとのためにわたしは悲かなしむ。

      32シブマのぶどうの木きよ、

      わたしはヤゼルのために泣なくのにまさって

      おまえのために泣なく。

      おまえのつるは延のびて海うみを越こえ、ヤゼルに及およんだ。

      おまえの夏なつの実みと、その収穫しゅうかくを滅ほろぼす者ものが

      襲おそってきた。

      33喜よろこびと楽たのしみは、実みのり多おおいモアブの地ちを去さった。

      わたしは、ぶどうをしぼる所ところにも酒さけをなくした。

      楽たのしく呼よばわって、ぶどうを踏ふむ者ものもなくなった。

      呼よばわっても、喜よろこんで呼よばわる声こえではない。

    


    
      34ヘシボンとエレアレは叫さけぶ。ヤハヅに至いたるまで、ゾアルからホロナイムとエグラテ・シリシヤに至いたるまで、彼かれらはその声こえをあげる。ニムリムの水みずも絶たえたからである。 35主しゅは言いわれる、わたしは犠牲ぎせいを高たかき所ところにささげ、香こうをその神かみにたく者ものをモアブのうちに滅ほろぼす。 36それゆえ、わたしの心こころはモアブのために笛ふえのように嘆なげき、わたしの心こころはキルヘレスの人々ひとびとのために笛ふえのように嘆なげく。彼かれらの獲えた富とみが消きえうせたからである。
    


    
      37人ひとはみな髪かみをそり、皆みなひげをそり、みな手てに傷きずをつけ、腰こしに荒布あらぬのを着つける。 38モアブではどこの屋根やねの上うえも、広場ひろばも、ただ悲かなしみに包つつまれている。これは、わたしが、だれもほしがらない器うつわのようにモアブを砕くだいたからであると主しゅは言いわれる。 39ああ、モアブはついに滅ほろびた。人々ひとびとは嘆なげく。ああ、モアブは恥はじて顔かおをそむけた。モアブはその周囲しゅういのすべての者ものの笑わらい草ぐさとなり恐おそれとなった」。

      
        40主しゅはこう言いわれる、

        「見みよ、敵てきはわしのように速はやく飛とんできて、

        モアブに向むかって翼つばさをのべる。

        41町々まちまちは取とられ、城しろは奪うばわれる。

        その日ひモアブの勇士ゆうしの心こころは

        子こを産うむ女おんなの心こころのようになる。

        42モアブは滅ほろぼされて、国くにを成なさないようになる。

        主しゅに敵てきして自みずから誇ほこったからである。

        43主しゅは言いわれる、

        モアブに住すむ者ものよ、

        恐おそれと、穴あなと、わなとがあなたに臨のぞんでいる。

        44恐おそれをさけて逃にげる者ものは穴あなにおちいり、

        穴あなをよじ上のぼって出でる者ものは、わなに捕とらえられる。

        わたしがモアブに、その罰ばっせられる年としに、

        これらのものを臨のぞませるからであると

        主しゅは言いわれる。

      


      
        45逃にげた者ものはヘシボンの陰かげに、力ちからなく立たちどまる。

        ヘシボンから火ひが出で、シホンの家いえから炎ほのおが出でて、

        モアブの額ひたい、騒さわぐ人々ひとびとの頭あたまの頂いただきを焼やいたからだ。

        46モアブよ、おまえはわざわいだ。

        ケモシの民たみは滅ほろびた。

        おまえのむすこらは捕とらえ移うつされ、

        おまえの娘むすめらも捕とらえ行ゆかれたからである。

        47しかし末すえの日ひにわたしは再ふたたびモアブを栄さかえさせると

        主しゅは言いわれる」。

        ここまではモアブのさばきの事ことをいったのである。

      

    

  


  


  
    第四十九章


    
      
        1アンモンびとについて、

        主しゅはこう言いわれる、

        「イスラエルには子こがないのか、世継よつぎがないのか。

        どうしてミルコムがガドを追おい出だして、

        その民たみがその町々まちまちに住すんでいるのか。

        2主しゅは言いわれる、

        それゆえ、見みよ、アンモンびとのラバを攻せめる

        戦たたかいの叫さけびを、わたしが聞きこえさせる日ひが来くる。

        ラバは荒塚あれづかとなり、その村々むらむらは火ひで焼やかれる。

        そのときイスラエルは自分じぶんを追おい出だした者ものどもを

        追おい出だすと主しゅは言いわれる。

      


      
        3ヘシボンよ嘆なげけ、アイは滅ほろぼされた。

        ラバの娘むすめたちよ呼よばわれ。

        荒布あらぬのを身みにまとい、悲かなしんで、

        まがきのうちを走はしりまわれ。

        ミルコムとその祭司さいしおよびつかさが

        共ともに捕とらえ移うつされるからだ。

        4不信ふしんの娘むすめよ、

        あなたはなぜ自分じぶんの谷たにの事ことを誇ほこるのか。

        あなたは自分じぶんの富とみに寄より頼たよんで、

        『だれがわたしに攻せめてくるものか』と言いう。

        5主しゅなる万軍ばんぐんの神かみは言いわれる、

        見みよ、わたしはあなたの上うえに恐おそれを臨のぞませる、

        それはあなたの周囲しゅういの者ものから来くる。

        あなたは追おわれて、おのおの直ただちに他人たにんに続つづき、

        逃にげる者ものを集あつめる人ひともない。

      
6しかし、のちになって、わたしはアンモンびとを再ふたたび栄さかえさせると、主しゅは言いわれる」。
    


    
      7エドムの事ことについて、万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

      「テマンには、もはや知恵ちえがないのか。

      さとい者ものには計はかりごとがなくなったのか。

      その知恵ちえは消きえうせたのか。

      8デダンに住すむ者ものよ、

      逃にげよ、のがれよ、深ふかい所ところに隠かくれよ。

      わたしがエサウの災難さいなんを彼かれの上うえに臨のぞませ、

      彼かれを罰ばっする時ときをこさせるからだ。

      9ぶどうを集あつめる者ものがあなたの所ところに来きたならば、

      すこしの実みをも残のこさないであろうか。

      夜よる、盗ぬすびとが来きたならば、

      自分じぶんたちの満足まんぞくするだけ滅ほろぼさないであろうか。

      10しかしわたしはエサウを裸はだかにし、

      その隠かくれる所ところを現あらわしたので、

      彼かれはその身みを隠かくすことができない。

      その子こどもたちも、兄弟きょうだいも、隣となり人びとも滅ほろぼされる。

      そして彼かれは、いなくなる。

      11あなたのみなしごを残のこせ、

      わたしがそれを生いきながらえさせる。

      あなたのやもめには、わたしに寄より頼たのませよ」。

    


    
      12主しゅはこう言いわれる、「もし、杯さかずきを飲のむべきでない者ものもそれを飲のまなければならなかったとすれば、あなたは罰ばつを免まぬかれることができようか。あなたは罰ばつを免まぬかれない。それを飲のまなければならない。 13主しゅは言いわれる、わたしは自分じぶんをさして誓ちかった、ボズラは驚おどろきとなり、ののしりとなり、荒あれ地ちとなり、のろいとなる。その町々まちまちは長ながく荒あれ地ちとなる」。

      
        14わたしは主しゅからのおとずれを聞きいた。

        ひとりの使者ししゃがつかわされて万国ばんこくに行いき、

        そして言いった、

        「あなたがたは集あつまり、行いって彼かれを攻せめ、立たって戦たたかえ。

        15見みよ、わたしはあなたを万国ばんこくのうちに小ちいさい者ものとし、

        人々ひとびとのうちに卑いやしめられる者ものとする。

        16岩いわの割われ目めに住すみ、山やまの高たかみを占しめる者ものよ、

        あなたの恐おそろしい事ことと、あなたの心こころの高たかぶりが、

        あなたを欺あざむいた。

        あなたは、わたしのように巣すを高たかい所ところに作つくっているが、

        わたしはその所ところからあなたを取とりおろすと

        主しゅは言いわれる。

      

    


    
      17エドムは恐おそれとなる。そのかたわらを通とおり過すぎる者ものはみな恐おそれ、その災わざわいのために、舌打したうちする。 18主しゅは言いわれる、ソドムとゴモラとその隣となりの町々まちまちがくつがえされた時ときのように、そこに住すむ人ひとはなく、そこに宿やどる人ひともなくなる。 19見みよ、ししがヨルダンの密林みつりんから上のぼってきて、じょうぶな羊ひつじのおりを襲おそうように、わたしは、たちまち彼かれらをそこから逃にげ走はしらせ、わたしの選えらぶ者ものをその上うえに立たてる。だれかわたしのような者ものがあるであろうか。だれがわたしを呼よびつけることができようか。どの牧者ぼくしゃがわたしの前まえに立たつことができようか。 20それゆえ、エドムに対たいして主しゅが立たてた計はかりごとと、テマンに住すむ者ものに対たいしてしようとする事ことを聞きくがよい。彼かれらの群むれのうちの小ちいさいものまでも皆みな、引ひかれて行いく。彼かれらのおりのものもその終おわりを見みて恐おそれる。 21その倒たおれる音おとを聞きいて、地ちは震ふるい、彼かれらの叫さけび声ごえは紅海こうかいにも聞きこえる。 22見みよ、敵てきはわしのように上のぼり、すみやかに飛とびかけり、その翼つばさをボズラの上うえに張はり広ひろげる。その日ひエドムの勇士ゆうしの心こころは子こを産うむ女おんなの心こころのようになる」。
    


    
      23ダマスコの事ことについて、

      「ハマテとアルパデは、うろたえている、

      彼かれらは悪わるいおとずれを聞きいたからだ。

      彼かれらは勇気ゆうきを失うしない、

      穏おだやかになることのできない海うみのように悩なやむ。

      24ダマスコは弱よわり、身みをめぐらして逃にげた、

      恐怖きょうふに襲おそわれている。

      子こを産うむ女おんなに臨のぞむように痛いたみと悲かなしみと彼かれに臨のぞむ。

      25ああ、名なある町まち、楽たのしい町まちは捨すてられる。

      26それゆえ、その日ひに、若わかい者ものは、広場ひろばに倒たおれ、

      兵士へいしはことごとく滅ほろぼされると

      万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。

      27わたしはダマスコの城壁じょうへきの上うえに火ひを燃もやし、

      ベネハダデの宮殿きゅうでんを焼やき尽つくす」。

    


    
      28バビロンの王おうネブカデレザルが攻せめ撃うったケダルとハゾルの諸国しょこくの事ことについて、

      
        主しゅはこう言いわれる、「立たって、ケダルに向むかって進すすみ、

        東ひがしの人々ひとびとを滅ほろぼせ。

        29彼かれらの天幕てんまくと、その羊ひつじの群むれとは取とられ、

        その垂幕たれまくとそのもろもろの器うつわと、

        らくだとは彼かれらの所ところから運はこび去さられ、

        人々ひとびとは彼かれらに向むかって叫さけぶ、

        『恐おそろしいことが四方しほうにある』と。

        30主しゅは言いわれる、ハゾルに住すむ者ものよ、

        逃にげよ、遠とおくさまよい行いき、深ふかい所ところに隠かくれよ。

        バビロンの王おうネブカデレザルが

        あなたがたを攻せめる計はかりごとをめぐらし、

        あなたがたを攻せめる、てだてを設もうけたからだ。

      


      
        31主しゅは言いわれる、

        立たって進すすみ、安全あんぜんな所ところに住すむきらくな民たみを攻せめよ、

        彼かれらは門もんもなく、貫かんの木きもなく、ひとり離はなれて住すむ。

        32彼かれらのらくだは、ぶんどり物ものとなり、

        家畜かちくの群むれは奪うばわれる。

        わたしは、かの髪かみの毛けのすみずみを切きる者ものを

        四方しほうに散ちらし、

        その災難さいなんを八方はっぽうからこさせると主しゅは言いわれる。

        33ハゾルは山犬やまいぬのすまいとなり、

        いつまでも荒あれ地ちとなっている。

        だれもそこに住すむ人ひとはなく、

        そこに宿やどる人ひともない」。

      

    


    
      34ユダの王おうゼデキヤの治世ちせいの初はじめのころに、エラムの事ことについて預言者よげんしゃエレミヤに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。
    


    
      35万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、「見みよ、わたしはエラムが力ちからとして頼たよんでいる弓ゆみを折おる。 36わたしは天てんの四方しほうから、四方しほうの風かぜをエラムにこさせ、彼かれらを四方しほうの風かぜに散ちらす。エラムから追おい出だされる者ものの行いかない国くにはない。 37主しゅは言いわれる、わたしはエラムをしてその敵てきの前まえ、またその命いのちを求もとめる者ものの前まえに恐おそれさせる。わたしは災わざわいをくだし、激はげしい怒いかりをその上うえにくだす。彼かれらのうしろに、つるぎを送おくって滅ほろぼし尽つくす。 38そしてわたしの位くらいをエラムにすえ、王おうとつかさたちとを滅ほろぼすと主しゅは言いわれる。
    


    
      39しかし末すえの日ひに、わたしはエラムを再ふたたび栄さかえさせると、主しゅは言いわれる」。
    

  


  


  
    第五十章


    
      1主しゅが預言者よげんしゃエレミヤによって語かたられたバビロンとカルデヤびとの地ちの事ことについての言葉ことば。

      
        2「国々くにぐにのうちに告つげ、また触ふれ示しめせよ、

        旗はたを立たてて、隠かくすことなく触ふれ示しめして言いえ、

        『バビロンは取とられ、ベルははずかしめられ、

        メロダクは砕くだかれ、その像ぞうははずかしめられ、

        その偶像ぐうぞうは砕くだかれる』と。

      

    


    
      3それは、北きたの方ほうから一つの国民こくみんがきて、これを攻せめ、その地ちを荒あらして、住すむ人ひともないようにするからである。人ひとも獣けものもみな逃にげ去さってしまう。
    


    
      4主しゅは言いわれる、その日ひその時とき、イスラエルの民たみとユダの民たみは共ともに帰かえってくる。彼かれらは嘆なげきながら帰かえってくる。そしてその神かみ、主しゅを求もとめる。 5彼かれらは顔かおをシオンに向むけて、その道みちを問とい、『さあ、われわれは、永遠えいえんに忘わすれられることのない契約けいやくを結むすんで主しゅに連つらなろう』と言いう。
    


    
      6わたしの民たみは迷まよえる羊ひつじの群むれである、その牧者ぼくしゃがこれをいざなって、山やまに踏ふみ迷まよわせたので、山やまから丘おかへと行いきめぐり、その休やすむ所ところを忘わすれた。 7これに会あう者ものはみなこれを食たべた。その敵てきは言いった、『われわれに罪つみはない。彼かれらがそのまことのすみかである主しゅ、先祖せんぞたちの希望きぼうであった主しゅに対たいして罪つみを犯おかしたのだ』と。
    


    
      8バビロンのうちから逃にげよ。カルデヤびとの地ちから出でよ。群むれの前まえに行いく雄おやぎのようにせよ。 9見みよ、わたしは大おおきい国々くにぐにを起おこし集あつめて、北きたの地ちからバビロンに攻せめこさせる。彼かれらはこれに向むかって勢せいぞろいをし、これをその所ところから取とる。彼かれらの矢やはむなしく帰かえらない老練ろうれんな勇士ゆうしのようである。 10カルデヤは人ひとにかすめられる。これをかすめる者ものはみな飽あくことができると、主しゅは言いわれる。

      
        11わたしの嗣し業ぎょうをかすめる者ものどもよ、

        あなたがたは喜よろこび楽たのしみ、

        雌めすの子こ牛うしのように草くさに戯たわむれ、

        雄お馬うまのように、いなないているが、

        12あなたがたの母はははいたくはずかしめられ、

        あなたがたを産うんだ者ものは恥はじをこうむる。

        見みよ、彼女かのじょは国々くにぐにのうちの最もっともあとなるものとなり、

        かわいた砂原すなはらの荒野あらのとなる。

        13主しゅの怒いかりによって、ここに住すむ者ものはなく、

        完全かんぜんに荒あれ地ちとなる。

        バビロンのかたわらを通とおる者ものは、

        みなその傷きずを見みて驚おどろき、かつあざ笑わらう。

        14あなたがたすべて弓ゆみを張はる者ものよ、

        バビロンの周囲しゅういに勢せいぞろいして、これを攻せめ、

        矢やを惜おしまずに、これを射いよ、

        彼女かのじょが主しゅに罪つみを犯おかしたからだ。

        15その周囲しゅういに叫さけび声ごえをあげよ、彼女かのじょは降伏こうふくした。

        そのとりでは倒たおれ、その城壁じょうへきはくずれた、

        主しゅがあだをかえされたからだ。

        彼女かのじょに報復ほうふくせよ、彼女かのじょがおこなったように、

        これに行おこなえ。

        16種たねまく者ものと、刈入かりいれどきに、かまを取とる者ものを

        バビロンに絶たやせ。

        滅ほろぼす者もののつるぎを恐おそれて、

        人ひとはおのおの自分じぶんの民たみの所ところに帰かえり、

        そのふるさとに逃にげて行いく。

      

    


    
      17イスラエルは、ししに追おわれて散ちった羊ひつじである。初はじめにアッスリヤの王おうがこれを食くい、そして今いまはついにバビロンの王おうネブカデレザルがその骨ほねをかじった。 18それゆえ万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみは、こう言いわれる、見みよ、わたしはアッスリヤの王おうを罰ばっしたように、バビロンの王おうとその国くにに罰ばつを下くだす。 19わたしはイスラエルを再ふたたびその牧場まきばに帰かえらせる。彼かれはカルメルとバシャンで草くさを食たべる。またエフライムの山やまとギレアデでその望のぞみが満みたされる。 20主しゅは言いわれる、その日ひその時ときには、イスラエルのとがを探さがしても見当みあたらず、ユダの罪つみを探さがしてもない。それはわたしが残のこしておく人々ひとびとを、ゆるすからである。
    


    
      21主しゅは言いわれる、

      上のぼって行いって、メラタイムの地ちを攻せめ、

      ペコデの民たみを攻せめ、

      彼かれらを殺ころして全まったく滅ほろぼし、

      わたしがあなたがたに命めいじたことを皆みな、行おこないなさい。

      22その地ちに、いくさの叫さけびと、大おおいなる滅ほろびがある。

      23ああ、全ぜん地ちを砕くだいた鎚つちはついに折おれ砕くだける。

      ああ、バビロンはついに国々くにぐにのうちの

      恐おそるべき見みものとなる。

      24バビロンよ、

      わたしは、おまえを捕とらえるためにわなをかけたが、

      おまえはそれにかかった。

      そしておまえはそれを知しらなかった。

      おまえは主しゅに敵てきしたので、尋たずね出だされ、捕とらえられた。

      25主しゅは武器ぶきの倉くらを開ひらいて

      その怒いかりの武器ぶきを取とり出だされた。

      主しゅなる万軍ばんぐんの神かみが、

      カルデヤびとの地ちに事ことを行おこなわれるからである。

      26あらゆる方面ほうめんからきて、これを攻せめ、

      その穀倉こくぐらを開ひらき、

      これを穀物こくもつの山やまのように積つみ上あげ、

      完全かんぜんに滅ほろぼし尽つくし、そこに残のこる者もののないようにせよ。

      27その雄牛おうしをことごとく殺ころせ、

      それを、ほふり場ばに下くだらせよ。

      それらのものはわざわいだ、

      その日ひ、その罰ばつを受うける時ときがきたからだ。

    


    
      28聞きけよ、バビロンの地ちから逃にげ、のがれてきた者ものの声こえがする。われわれの神かみ、主しゅの報復ほうふく、その宮みやの報復ほうふくの事ことをシオンに告つげ示しめす。
    


    
      29弓ゆみを張はる射手いてをことごとく呼よび集あつめて、バビロンを攻せめよ。その周囲しゅういに陣じんを敷しけ。ひとりも逃がにがすな。そのしわざにしたがってバビロンに報むくい、これがおこなった所ところにしたがってこれに行おこなえ。彼かれがイスラエルの聖者せいじゃである主しゅに向むかって高慢こうまんにふるまったからだ。 30それゆえ、その日ひ、若わかい者ものは、広場ひろばに倒たおれ、兵士へいしはみな絶たやされると主しゅは言いわれる。

      
        31主しゅなる万軍ばんぐんの神かみは言いわれる、

        高たかぶる者ものよ、見みよ、わたしはおまえの敵てきとなる、

        あなたの日ひ、わたしがおまえを罰ばっする時ときが来きた。

        32高たかぶる者ものはつまずき倒たおれる、

        これを助たすけ起おこすものはない。

        わたしはその町々まちまちに火ひを燃もやして、

        その周囲しゅういの者ものをことごとく焼やき尽つくす。

      

    


    
      33万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、イスラエルの民たみとユダの民たみは共ともにしえたげられている。彼かれらをとりこにした者ものはみな彼かれらを固かたく守まもって釈放しゃくほうすることを拒こばむ。 34彼かれらをあがなう者ものは強つよく、その名なは万軍ばんぐんの主しゅといわれる。彼かれは必かならず彼かれらの訴うったえをただし、この地ちに安やすきを与あたえるが、バビロンに住すむ者ものには不安ふあんを与あたえられる。

      
        35主しゅは言いわれる、

        カルデヤびとの上うえとバビロンに住すむ者ものの上うえ、

        そのつかさたち、その知者ちしゃたちの上うえにつるぎが臨のぞむ。

        36占うらない師しの上うえにつるぎが臨のぞみ、彼かれらは愚おろか者ものとなる。

        その勇士ゆうしの上うえにつるぎが臨のぞみ、彼かれらは滅ほろぼされる。

        37その馬うまの上うえと、その車くるまの上うえにつるぎが臨のぞみ、

        またそのうちにあるすべての雇やとい兵へいの上うえに臨のぞみ、

        彼かれらは女おんなのようになる。

        その財宝ざいほうの上うえにつるぎが臨のぞみ、それはかすめられる。

        38その水みずの上うえに、ひでりが来きて、それはかわく。

        それは、この地ちが偶像ぐうぞうの地ちであって、

        人々ひとびとが偶像ぐうぞうに心こころが狂くるっているからだ。

      

    


    
      39それゆえ、野のの獣けものと山犬やまいぬとは共ともにバビロンにおり、だちょうもそこに住すむ。しかし、いつまでもその地ちに住すむ人ひとはなく、世々よよここに住すむ人ひとはない。 40主しゅは言いわれる、神かみがソドムとゴモラと、その隣となりの町々まちまちを滅ほろぼされたように、そこに住すむ人ひとはなく、そこに宿やどる人ひとの子こはない。
    


    
      41見みよ、一つの民たみが北きたの方ほうから来くる。

      大おおいなる国くにと多おおくの王おうが

      地ちの果はてから立たち上あがっている。

      42彼かれらは弓ゆみと、やりを取とる。

      残忍ざんにんで、あわれみがなく、

      その響ひびきは海うみの鳴なりとどろくようである。

      バビロンの娘むすめよ、彼かれらは馬うまに乗のり、

      いくさびとのように身みをよろって、

      あなたを攻せめる。

      43バビロンの王おうはそのうわさを聞きいて、

      その手ては弱よわり、子こを産うむ女おんなに臨のぞむような

      痛いたみと苦くるしみに迫せまられた。

    


    
      44見みよ、ししがヨルダンの密林みつりんから上のぼってきて、じょうぶな羊ひつじのおりを襲おそうように、わたしは、たちまち彼かれらをそこから逃にげ去さらせる。そしてわたしの選えらぶ者ものをその上うえに立たてる。だれかわたしのような者ものがあるであろうか。だれがわたしを呼よびつけることができようか。どの牧者ぼくしゃがわたしの前まえに立たつことができようか。 45それゆえ、バビロンに対たいして主しゅが立たてた計はかりごとと、カルデヤびとの地ちに対たいしてしようとする事ことを聞きくがよい。彼かれらの群むれのうちの小ちいさい者ものは、かならず引ひかれて行いく。彼かれらのおりのものも必かならずその終おわりを見みて恐おそれる。 46バビロンが取とられたとの声こえによって地ちは震ふるい、その叫さけびは国々くにぐにのうちに聞きこえる」。
    

  


  


  
    第五十一章


    
      
        1主しゅはこう言いわれる、

        「見みよ、わたしは、滅ほろぼす者ものの心こころを奮ふるい起おこして、

        バビロンを攻せめ、カルデヤに住すむ者ものを攻せめさせる。

        2わたしはバビロンに、あおぎ分わける者ものをつかわす。

        彼かれらは、その災わざわいの日ひに、四方しほうからこれを攻せめ、

        それをあおぎ分わけて、その地ちをむなしくする。

        3射手いてにはその弓ゆみを張はらせることなく、

        よろいを着きて立たち上あがらせるな。

        その若わかき者ものをあわれむことなく、その軍勢ぐんぜいをことごとく滅ほろぼせ。

        4彼かれらはカルデヤびとの地ちに殺ころされて倒たおれ、

        そのちまたに傷きずついて倒たおれる。

        5イスラエルとユダは

        その神かみ、万軍ばんぐんの主しゅに捨すてられてはいないが、

        しかしカルデヤびとの地ちには

        イスラエルの聖者せいじゃに向むかって犯おかした罪つみが

        満みちている。

      


      
        6バビロンのうちからのがれ出でて、

        おのおのその命いのちを救すくえ。

        その罰ばつにまきこまれて断たち滅ほろぼされてはならない。

        今いまは主しゅがあだを返かえされる時ときだから、

        それに報復ほうふくをされるのである。

        7バビロンは主しゅの手てのうちにある金きんの杯さかずきであって、

        すべての地ちを酔よわせた。

        国々くにぐにはその酒さけを飲のんだので、国々くにぐには狂くるった。

        8バビロンはたちまち倒たおれて破やぶれた。

        これがために嘆なげけ。

        その傷きずのために乳香にゅうこうを取とれ。

        あるいは、いえるかも知しれない。

        9われわれはバビロンをいやそうとしたが、

        これはいえなかった。

        われわれはこれを捨すてて、

        おのおの自分じぶんの国くにに帰かえろう。

        その罰ばつが天てんに達たっし、

        雲くもにまで及およんでいるからだ。

        10主しゅはわれわれの正ただしいことを明あきらかにされた。

        さあ、われわれはシオンで、

        われわれの神かみ、主しゅのみわざを告つげ示しめそう。

      

    


    
      11矢やをとぎ、
    


    
      盾たてを取とれ。主しゅはメデアびとの王おうたちの心こころを引ひき立たてられる。主しゅのバビロンに思おもい図はかることは、これを滅ほろぼすことであり、主しゅがあだを返かえし、その宮みやのあだを返かえされるのである。

      
        12バビロンの城壁じょうへきに向むかって旗はたを立たて、

        見張みはりを強固きょうこにし、番兵ばんぺいを置おき、伏兵ふくへいを備そなえよ。

        主しゅがバビロンに住すむ者ものを攻せめようと図はかり、

        その言いわれたことを、いま行おこなわれるからだ。

        13多おおくの水みずのほとりに住すみ、

        多おおくの財宝ざいほうを持もつ者ものよ、

        あなたの終おわりが来きて、その命いのちの糸いとは断たたれる。

        14万軍ばんぐんの主しゅはみずからをさして誓ちかい、言いわれる、

        わたしは必かならずあなたのうちに、

        人ひとをいなごのように満みたす。

        彼かれらはあなたに向むかって、かちどきの声こえをあげる。

      


      
        15主しゅはその力ちからをもって地ちを造つくり、

        その知恵ちえをもって世界せかいを建たて、

        その悟さとりをもって天てんをのべられた。

        16彼かれが声こえを出だされると、

        天てんに多おおくの水みずのざわめきがあり、

        また地ちの果はてから霧きりを立たちあがらせられる。

        彼かれは雨あめのためにいなびかりをおこし、

        その倉くらから風かぜを取とり出だされる。

        17すべての人ひとは愚おろかで知恵ちえがなく、

        すべての金きん細工人ざいくにんは

        その造つくった偶像ぐうぞうのために恥はじをこうむる。

        その偶像ぐうぞうは偽いつわり物もので、

        そのうちに息いきがないからだ。

        18それらは、むなしいもの、迷まよいのわざである。

        罰ばっせられる時ときになれば滅ほろびるものである。

        19ヤコブの分ぶんである彼かれはこのようなものではない、

        彼かれは万物ばんぶつの造つくり主ぬしだからである。

        イスラエルは彼かれの嗣し業ぎょうとしての部族ぶぞくである。

        彼かれの名なは万軍ばんぐんの主しゅという。

      


      
        20おまえはわたしの鎚つちであり、戦たたかいの武器ぶきである。

        わたしはおまえをもってすべての国くにを砕くだき、

        おまえをもって万国ばんこくを滅ほろぼす。

        21おまえをもってわたしは馬うまと、その騎手きしゅとを砕くだき、

        おまえをもって戦車せんしゃとそれに乗のる者ものとを砕くだく。

        22わたしはおまえをもって男おとこと女おんなとを砕くだき、

        おまえをもって老おいた者ものと幼おさない者ものとを砕くだき、

        おまえをもって若わかい者ものと、おとめとを砕くだく。

        23わたしはおまえをもって、

        羊飼ひつじかいと、その群むれとを砕くだき、

        おまえをもって農夫のうふと、くびきを負おう家畜かちくとを砕くだき、

        おまえをもっておさたちと、つかさたちとを砕くだく。

      

    


    
      24わたしはバビロンとカルデヤに住すむすべての者ものとに、彼かれらがシオンで行いったもろもろの悪あしき事ことのために、あなたがたの目めの前まえで報むくいをすると、主しゅは言いわれる。
    


    
      
        25主しゅは言いわれる、

        全ぜん地ちを滅ほろぼし尽つくす滅ほろぼしの山やまよ、

        見みよ、わたしはおまえの敵てきとなる、

        わたしは手てをおまえの上うえに伸のべて、

        おまえを岩いわからころばし、

        おまえを焼やけ山やまにする。

        26主しゅは言いわれる、

        人ひとがおまえから石いしを取とって、隅すみの石いしとすることなく、

        また礎いしずえとすることもない。

        おまえはいつまでも荒あれ地ちとなっている。

        27地ちに旗はたを立たて、国々くにぐにのうちにラッパを吹ふき、

        国々くにぐにの民たみを集あつめてそれを攻せめ、

        アララテ、ミンニ、アシケナズの国々くにぐにをまねいて

        それを攻せめ、

        軍ぐんの長ちょうを立たててそれを攻せめ、

        群むらがるいなごのように馬うまを上のぼり行いかせよ。

        28国々くにぐにの民たみを集あつめてそれを攻せめ、

        メデアびとの王おうたちと、

        そのおさたち、つかさたち、

        およびすべての領地りょうちの人々ひとびとを集あつめてこれを攻せめよ。

        29その地ちは震ふるい、かつもだえ苦くるしむ、

        主しゅがその思おもい図はかることをバビロンにおこない、

        バビロンの地ちを、住すむ人ひとなき荒あれ地ちとされるからだ。

        30バビロンの勇士ゆうしたちは戦たたかいをやめて、

        その城しろにこもり、力ちからはうせて、女おんなのようになる。

        その家いえは焼やけ、その貫かんの木きは砕くだかれる。

        31飛脚ひきゃくは走はしって飛脚ひきゃくに会あい、使者ししゃは走はしって使者ししゃに会あい、

        バビロンの王おうに告つげて、町まちはことごとく取とられ、

        32渡わたし場ばは奪うばわれ、とりでは火ひで焼やかれ、

        兵士へいしはおびえていると言いう。

        33万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみはこう言いわれる、

        バビロンの娘むすめは、打うち場ばのようだ、

        その踏ふまれる時ときが来きたのだ。

        しばらくしてその刈かり取とられる時ときが来くる」。

      


      
        34「バビロンの王おうネブカデレザルはわたしを食くい尽つくし、

        わたしを滅ほろぼし、わたしを、からの器うつわのようにし、

        龍りゅうのようにわたしを飲のみ、

        わたしのうまい物ものでその腹はらを満みたし、

        わたしを洗あらいざらいにした。

        35わたしとわたしの肉親にくしんにおこなった暴虐ぼうぎゃくは、

        バビロンにふりかかる」と

        シオンに住すむ者ものは言いわなければならない。

        「わたしの血ちはカルデヤに住すむ者ものにふりかかる」と

        エルサレムは言いわなければならない。

        36それゆえ主しゅはこう言いわれる、

        「見みよ、わたしはあなたの訴うったえをただし、

        あなたのためにあだを返かえす。

        わたしはバビロンの海うみをかわかし、

        その泉いずみをかわかす。

        37バビロンは荒塚あれづかとなり、山犬やまいぬのすまいとなり、

        驚おどろきとなり、笑わらいとなり、

        住すむ人ひとのない所ところとなる。

        38彼かれらはししのように共ともにほえ、

        若わかいししのようにほえる。

        39彼かれらの欲よくの燃もえている時とき、

        わたしは宴うたげを設もうけて彼かれらを酔よわせ、

        彼かれらがついに気きを失うしなって、ながい眠ねむりにいり、

        もはや目めをさますことのないようにしようと

        主しゅは言いわれる。

        40わたしは彼かれらを小羊こひつじのように、

        また雄羊おひつじや雄おやぎのように、ほふり場ばに下くだらせよう。

      


      
        41ああ、バビロンはついに取とられた、

        全ぜん地ちの人ひとの、ほめたたえた者ものは捕とらえられた。

        ああ、バビロンはついに国々くにぐにのうちに驚おどろきとなった。

        42海うみはバビロンにあふれかかり、

        どよめく波なみにおおわれた。

        43その町々まちまちは荒あれて、

        かわいた地ちとなり、砂原すなはらとなり、

        住すむ人ひとのない地ちとなる。

        人ひとの子こはひとりとしてそこを過すぎることはない。

        44わたしはバビロンでベルを罰ばっし、

        そののみこんだものを口くちから取とり出だす。

        国々くにぐにが川かわのように彼かれに流ながれ入いることはなくなる。

        バビロンの城壁じょうへきは倒たおれた。

        45わが民たみよ、あなたがたはその中なかから出でて、

        おのおの主しゅの激はげしい怒いかりを免まぬかれ、その命いのちを救すくえ。

        46心こころを弱よわくしてはならない、

        この地ちで聞きくうわさを恐おそれてはならない。

        うわさはこの年としにもくれば、また次つぎの年としにもくる。

        この地ちに暴虐ぼうぎゃくがあり、

        つかさとつかさとが攻せめあうことがある。

        47それゆえ見みよ、

        わたしがバビロンの偶像ぐうぞうを罰ばっする日ひが来くる。

        その全ぜん地ちははずかしめられ、

        その殺ころされる者ものはみなその中なかに倒たおれる。

        48天てんと地ちとそのうちにあるすべてのものは

        バビロンの事ことで喜よろこび歌うたう。

        滅ほろぼす者ものが北きたの方ほうからここに来くるからであると

        主しゅは言いわれる。

        49イスラエルの殺ころされた者ものたちのために、

        バビロンは倒たおれなければならない、

        バビロンのために全ぜん地ちの殺ころされた者ものは倒たおれたのだ。

      


      
        50つるぎをのがれてきたあなたがたは、

        行いけ、立たちとどまってはならない。

        遠とおくから主しゅを覚おぼえ、

        エルサレムを心こころにとめよ。

        51『われわれはののしりを聞きいたので、恥はじている。

        異邦人いほうじんが主しゅの宮みやの聖所せいじょにはいったので、

        恥はじがわれわれの顔かおをおおった』。

      


      
        52主しゅは言いわれる、

        それゆえ見みよ、わたしがその偶像ぐうぞうを罰ばっする日ひが来くる、

        傷きずつけられた者ものが、その全国ぜんこくにうめくようになる。

        53たといバビロンが天てんに上のぼっても、

        その城しろを高たかくして固かためても、

        滅ほろぼす者ものはわたしから出でて、

        これに臨のぞむと主しゅは言いわれる。

      


      
        54聞きけ、バビロンの叫さけびを、

        カルデヤびとの地ちに起おこる大おおいなる滅ほろびの騒さわぎ声こえを。

        55主しゅがバビロンを滅ほろぼし、

        その大おおいなる声こえを絶たやされるのだ。

        その波なみは大水おおみずのように鳴なりとどろき、

        その声こえはひびき渡わたる。

        56滅ほろぼす者ものがこれに臨のぞみ、バビロンに来きた。

        その勇士ゆうしたちは捕とらえられ、その弓ゆみは折おられる。

        主しゅは報むくいをする神かみであるから必かならず報むくいられるのだ。

        57わたしはその君きみたちと知者ちしゃたち、

        おさたち、つかさたち、および勇士ゆうしたちを酔よわせる。

        彼かれらは、ながい眠ねむりにいり、目めをさますことはない。

        万軍ばんぐんの主しゅと呼よばれる王おうがこれを言いわせる。

        58万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

        バビロンの広ひろい城壁じょうへきは地ちにくずされ、

        その高たかい門もんは火ひに焼やかれる。

        こうして民たみの労苦ろうくはむなしくなり、

        国民こくみんはただ火ひのために疲つかれる」。

      

    


    
      59マアセヤの子こであるネリヤの子こセラヤが、ユダの王おうゼデキヤと共ともに、その治世ちせいの四年ねんにバビロンへ行いくとき、預言者よげんしゃエレミヤがセラヤに命めいじた言葉ことば。セラヤは宿営しゅくえいの長ちょうであった。 60エレミヤはバビロンに臨のぞもうとするすべての災わざわいを巻物まきものにしるした。これはすなわちバビロンの事ことについてしるしたすべての言葉ことばである。 61エレミヤはセラヤに言いった、「あなたはバビロンへ行いったならば、忘わすれることなくこのすべての言葉ことばを読よみ、 62そして言いいなさい、『主しゅよ、あなたはこの所ところを滅ほろぼし、人ひとと獣けものとを問とわず、すべてここに住すむ者もののないようにし、永久えいきゅうにここを荒あれ地ちとしようと、この所ところについて語かたられました』と。 63あなたがこの巻物まきものを読よみ終おわったならば、これに石いしをむすびつけてユフラテ川かわの中なかに投なげこみ、 64そして言いいなさい、『バビロンはこのように沈しずんで、二度どと上あがってこない。わたしがこれに災わざわいを下くだすからである』と」。ここまではエレミヤの言葉ことばである。
    

  


  


  
    第五十二章


    
      1ゼデキヤは王おうとなったとき二十一歳さいであったが、エルサレムで十一年ねん世よを治おさめた。母ははの名なはハムタルといい、リブナのエレミヤの娘むすめである。 2ゼデキヤはエホヤキムがすべて行いったように、主しゅの目めの前まえに悪事あくじを行おこなった。 3たしかに、主しゅの怒いかりによって、エルサレムとユダとは、そのみ前まえから捨すて去さられるようなことになった。
    


    
      そしてゼデキヤはバビロンの王おうにそむいた。 4そこで彼かれの治世ちせいの九年ねん十月がつ十日かに、バビロンの王おうネブカデレザルはその軍勢ぐんぜいを率ひきい、エルサレムにきて、これを包囲ほういし、周囲しゅういに塁るいを築きずいてこれを攻せめた。 5こうしてこの町まちは攻せめ囲かこまれて、ゼデキヤ王おうの十一年ねんにまで及およんだが、 6その四月がつ九日かになって、町まちの中なかの食糧しょくりょうは、はなはだしく欠乏けつぼうし、その地ちの民たみは食物しょくもつを得えることができなくなった。 7そして町まちの城壁じょうへきはついに打うち破やぶられたので、兵士へいしたちはみな逃にげ、夜よるのうちに、王おうの園そのの近ちかくの、二つの城壁じょうへきの間あいだの門もんから町まちをのがれ出でて、カルデヤびとが、町まちを攻せめ囲かこんでいるうちに、アラバの方ほうへ落おちて行いった。 8しかしカルデヤびとの軍勢ぐんぜいは王おうを追おって行いって、エリコの平地へいちでゼデキヤに追おいついたが、彼かれの軍勢ぐんぜいがみな散ちって彼かれのそばを離はなれたので、 9カルデヤびとは王おうを捕とらえ、ハマテの地ちのリブラにいるバビロンの王おうのもとに引ひいていったので、王おうは彼かれの罪つみを定さだめた。 10すなわちバビロンの王おうはゼデキヤの子こたちをその目めの前まえで殺ころさせ、ユダのつかさたちをことごとくリブラで殺ころさせ、 11またゼデキヤの目めをつぶさせた。そしてバビロンの王おうは彼かれを鎖くさりにつないでバビロンへ連つれて行いき、その死しぬ日ひまで獄屋ごくやに入いれて置おいた。
    


    
      12五月がつ十日かに、——それはバビロンの王おうネブカデレザルの世よの十九年ねんであった——バビロンの王おうに仕つかえる侍衛じえいの長ちょうネブザラダンはエルサレムに、はいって、 13主しゅの宮みやと王おうの宮殿きゅうでんを焼やき、エルサレムのすべての家いえを焼やいた。彼かれは大おおきな家いえをみな焼やきはらった。 14また侍衛じえいの長ちょうと共ともにいたカルデヤびとの軍勢ぐんぜいは、エルサレムの周囲しゅういの城壁じょうへきをみな取とりこわした。 15そして侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは民たみのうちの最もっとも貧まずしい者もの若干じゃっかん、そのほか町まちのうちに残のこった者もの、およびバビロンの王おうにくだった人ひと、その他た工匠こうしょうたちを捕とらえ移うつした。 16しかし侍衛じえいの長ちょうネブザラダンはその地ちの最もっとも貧まずしい者もの若干じゃっかんを残のこして、ぶどうを作つくる者ものとし、農夫のうふとした。
    


    
      17カルデヤびとはまた主しゅの宮みやの青銅せいどうの柱はしらと、洗盤せんばんの台だいと、青銅せいどうの海うみを砕くだいて、その青銅せいどうをことごとくバビロンへ運はこび、 18また、つぼと、十能じゅうのうと、心切しんきりばさみと、鉢はちと、香こうを盛もる皿さらおよび宮みやの勤つとめに用もちいる青銅せいどうの器うつわをことごとく取とって行いった。 19また彼かれらは小鉢こばちと、心取しんとり皿ざらと、鉢はちと、つぼと、燭台しょくだいと、香こうを盛もる皿さらと、灌祭かんさいの鉢はちを取とった。金きんで作つくった物ものは金きんとして、銀ぎんで作つくった物ものは銀ぎんとして、侍衛じえいの長ちょうは運はこび去さった。 20ソロモン王おうが主しゅの宮みやに造つくった二本ほんの柱はしらと、一つの海うみと、海うみの下したの十二の青銅せいどうの牛うしと、台だいなど、このすべての物ものの青銅せいどうの重おもさは量はかることもできなかった。 21この一本ぽんの柱はしらの高たかさは十八キュビト、周囲しゅういは十二キュビトで、指ゆび四本ほんの厚あつさがあり、中なかは、うつろであった。 22その上うえに青銅せいどうの柱頭ちゅうとうがあり、柱頭ちゅうとうの高たかさは五キュビト、柱頭ちゅうとうの周囲しゅういは網あみ細工ざいくと、ざくろとで飾かざり、これらもみな青銅せいどうであった。他たの柱はしらもそのざくろも、これと同おなじであった。 23その四方しほうに九十六個このざくろがあり、周囲しゅういの網あみ細工ざいくの上うえにあるざくろの数かずは百個こであった。
    


    
      24侍衛じえいの長ちょうは祭司さいし長ちょうセラヤと次席じせきの祭司さいしゼパニヤと三人にんの門もんを守まもる者ものを捕とらえ、 25また兵士へいしをつかさどるひとりの役人やくにんと、町まちにいた王おうの側近そっきんの者もの七人にんと、その地ちの民たみを募つのる軍勢ぐんぜいの長ちょうの書記官しょきかんと、町まちの中なかにいた六十人にんの者ものを町まちから捕とらえ去さった。 26侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは、これらの人ひとを捕とらえて、リブラにいるバビロンの王おうのもとに連つれて行いった。 27バビロンの王おうは、ハマテの地ちのリブラで彼かれらを撃うち殺ころした。こうして、ユダは自分じぶんの地ちから捕とらえ移うつされた。
    


    
      28ネブカデレザルが捕とらえ移うつした民たみの数かずは次つぎのとおりである。第だい七年ねんにはユダヤ人ひと三千二十三人にん。 29またネブカデレザルはその第だい十八年ねんにエルサレムから八百三十二人にんを捕とらえ移うつした。 30ネブカデレザルの二十三年ねんに侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは、ユダヤ人ひと七百四十五人にんを捕とらえ移うつした。この総数そうすうは四千六百人にんであった。
    


    
      31ユダの王おうエホヤキンが捕とらえ移うつされて後のち三十七年ねんの十二月がつ二十五日にちに、バビロンの王おうエビルメロダクはその即位そくいの年ねんに、ユダの王おうエホヤキンを獄屋ごくやから出だし、そのこうべを挙あげさせ、 32親切しんせつに彼かれを慰なぐさめ、その位くらいを、バビロンで共ともにいる王おうたちの位くらいよりも高たかくした。 33こうしてエホヤキンは獄屋ごくやの服ふくを脱ぬいだ。そして生いきている間あいだは毎日まいにち王おうの食卓しょくたくで食事しょくじし、 34彼かれの給与きゅうよとしては、その死しぬ日ひまで一生いっしょうの間あいだ、たえず日々ひびの必要ひつようにしたがって、バビロンの王おうから給与きゅうよを賜たまわった。
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